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「どうしたんですか、透とおるさん？　僕の顔に何かついてます？」

　口元が苦笑いの形になったかと思うと、突とつ然ぜんそんなことを云いわれ、それをぼんやりと見つめていた俺はみっともなく狼狽うろたえてしまった。

「えっ!?　あ、いや、別に……っ」

「さっきから僕のほうばかり見てますけど───見み蕩とれてたとか？」

「ばっ、バカ！　お前が免めん許きよ取り立てだから、心配になってただけだよ！」

　などと反論してみたが、実際のところ、押おう領りよう司じの指し摘てきは正しかったりする。

　作り物のように整った凜りんとした横顔に思わず目を奪うばわれ、時間も忘れて見入っていたのだ。

　だけど、そんなこと知られたら恥はずかしくて死んでしまう。

　思わず赤面してしまいそうな気恥ずかしさを意味のない咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かしながら、俺はさりげなく正面に向き直った。

　───っていうか、どうして俺が見てたことに気づいたんだ。運転中のくせに！

「そんなに僕の腕うでが信用できませんか、教官？」

「そ、そりゃ、若葉マークなんだから仕方ないだろっ」

　ちゃかして云う押領司をそう突つき放しはしたものの、やつの運転はつい先週に免許が取れたばかりとは思えないほど上手うまかった。

　文句のつけ様がない丁てい寧ねいな運転で、助手席の乗り心地ごこちも悪くない。海外に短期留学したときに向こうの免許を取得したとは云っていたが、それ以前に押領司自身のセンスがいいのだろう。

　せっかく教習所の教官らしく、慣れない高速道路でのアドバイスをしてやろうと張りきっていたというのに、このままじゃ俺の意気込みは徒労で終わってしまいそうだ。

「透さん、疲つかれたんですか？」

「へ？」

「さっきから、何度もため息ついてるでしょう？　もしかして、酔よいました？　僕、こんなに長ちよう距きよ離り運転したことないから、乗り心地悪かったら申し訳ないんですが……」

「そんなことないって！　お前の運転、乗り心地いいよっ」

　無意識に、出番のないことへのため息が出てしまっていたらしい。俺は押領司の誤解を解こうと、一生懸けん命めい云い募つのった。

「だから全然問題ないし！」

「本当ですか？　透さんにそう云ってもらえるのは嬉うれしいです」

「それより、疲れてるのはお前のほうなんじゃないのか？　ずっと運転しっぱなしじゃないか。もうそろそろ俺が代わろうか？」

　俺は今日何度目になるかわからないセリフを、もう一度繰り返した。

　いくら上手いからって初心者に運転を任せっきりなのはどうかと思うし、むしろ気を遣つかわなければいけないのは年上である俺のほうなのだ。

　だけど、さっきから俺がこうして何度交代しようと云っても、押領司は頑がんとして首を縦には振ふってくれない…。

「いいえ、僕は大だい丈じよう夫ぶですよ。透さんが隣となりにいてくれるんだって思うだけで、疲れなんか感じなくなりますし」

「な、何云ってんだよ。自分で平気だと思っても、体は疲ひ労ろうしてるんだっ。運転交代しないって云うなら、せめて次のサービスエリアで休きゆう憩けいするぞ！」

　恥ずかし気もない押領司の言葉に思わず顔を赤くしながら、俺は一気に言葉を紡つむいだ。

　とは云え、車の運転は一、二時間ごとに休憩を取るのが望ましいのも本当のこと。運転に慣れると油断も生まれてくるため、事故を起こしやすくなってしまうのだ。

　それに、自覚はなくても酷こく使ししている目や、座りっぱなしで疲労している体も休ませてやらなくてはならないし。

「わかりました。……何か、そういうふうなこと云われると教習所の続きみたいですね。特別に個人授業をしてもらってる気分になりますよ」

「そうか？　もう教えることなんて、俺にはないけどな」

「僕としては、もっと透さんのことを教えてもらいたいですけど」

「だから！　そういうこと云うのやめろって」

　どうしてそっち方向に会話を持っていこうとするんだ、お前は！

　むすっとして睨にらみつけると、押領司がくすくすと笑う。

「それじゃあ、少し早いですけど次のサービスエリアでお昼にしましょうか？　透さんの好きなチキンのサンドイッチも作ってきたんですよ。食べますよね？」

「マジで!?……あ、いや、そんな気ぃ遣わなくてもよかったのに……」

　浮うかれた返事をしかけた俺は、はしゃぎすぎな自分に気づいていまさらながら取り繕つくろった。

　年上の俺のほうが子供っぽい反応をしてどうするんだ……。

　平常心、平常心、と心の中で唱えていると、隣でまたくすりと笑う気配がした。

「あと三キロですから、もう少し我が慢まんしてて下さいね」

「……っ！　何云ってるんだ。できるに決まってるだろう！」

　楽しげに笑う押領司が腹立たしい。

　年下のくせに、何でそんなに生意気なんだ！　八つも下のくせに、俺ばかり感情を振り回されてる気がする。

　どうして俺はこんなに手に負えないやつを、恋こい人びとにしてしまったんだろう……？

「はぁ…」

「どうしました？」

「いや…何でもない……」

　……そんな生意気なところが好きだったりする自分も、かなり手に負えないと思うけど。

　くすくすと笑い続けている押領司の綺き麗れいな顔を見つめて、俺はもう一度大きなため息をついたのだった。










　俺、石つわ蕗ぶき透は一身上の都合で警察官を辞やめた後、國くに見みドライビングスクールという教習所で運転技術を教えている、まだ勤め出して一年ちょっとの新米教官だ。

　そしてついこの間から、その教習所の生徒だった高校三年生の押領司俊とし也やと、正式につき合い始めることになったばかりでもある…。

　ちなみに───『正式に』という注ちゆう釈しやくがつくのは、その前に紆う余よ曲きよく折せつあったから。

　俺が押領司と出会ったのは、失しつ恋れんして傷心中の俺が吞のめない酒に手を出して酔い潰つぶれたのがきっかけだった。

　半ば意識を失いかけていた俺を偶ぐう然ぜん見かけて押領司が介かい抱ほうしてくれたのだが、俺はそんなあいつをベッドへと引きずり込み、挙げ句の果てには『抱だいてくれ』と縋すがったらしい。

　原因は押領司と失恋相手が同名だったせいなんだけど、それを知ったあいつは翌日、何も覚えていなかった俺に『あの夜のことをバラされたくなければ、身み替がわりになれ』───と、取り引きめいたことを持ちかけてきたのだ。

　その後、色々とすったもんだはあったけれど、いまはこうして二人で旅行にまで行くような関係になってるのだから、とりあえずは結果オーライだろう。とにかく、長いこと片かた想おもいしか経験してこなかった俺にとって、好きになった相手が自分のことを好きだと云ってくれるこの現状は、言葉にできないほど幸せなことなのだ。

　ちなみにこの旅行は、押領司の免許取得と高校卒業のお祝いを兼かねたものだった。

　卒業祝いは何が良いかと訊たずねた俺に、珍めずらしく押領司は『旅行に行きたい』と素す直なおに答えた。

　だけど、あいつを喜ばせたくて色々とお膳ぜん立だてしてやろうと思っていたのに、ギリギリの日程ではいい旅館などが押さえることなどできず───。

「……本当によかったのか？」

「何がですか？」

「お前のお祝いなのに、俺ばっかり世話になってるみたいでさ」

　───結局、今回の旅行先は押領司の家の別べつ荘そうになってしまったのだ。

　長野にあるというそれは、何でもお祖父じいさんが購こう入にゆうしたものらしい。

　でも俺はさっきから、もう少しがんばって旅館を探せば良かった、なんて後こう悔かいもしていた。

　別にその別荘に行くのが不満というわけではないのだが、俺としては、押領司の卒業祝いだというのに何もかもあいつの世話になってしまうことが、やっぱり少し心苦しい……。

「そのことなら気にしないで下さい。僕としては、人の多い観光地に行くよりのんびりしたい気分だったんです。もしかして透さん、どこか行きたい場所とかあったんですか？」

「いや、俺はどこでもよかったからいいんだけど」

　のんびりしたいという押領司の意見には、俺も賛成だった。人目を気にすることなく二人きりになれるのは正直嬉しい。

　でも、何もかも頼たよりっぱなしっていうのは、年上のプライドが疼うずくと云いうか……。

「誰だれにも邪じや魔まされないようなところなんて、そうそうないでしょう？　それに───話したいこともあるし…」

「話したいこと？」

　ぼそりと呟つぶやかれた最後の言葉を、俺は思わず反はん芻すうしてしまう。

　毎日のように会って、電話もしてるのに、旅行に来てまでしてわざわざ話したいことって？

「透さん、車どこに停とめましょうか？」

　何の話なのかと詳くわしく訊きこうとしたけれど、押領司の次の言葉に遮さえぎられてしまった。

「え？」

　気づけば、車はサービスエリアの入り口に来ていた。俺は広い駐ちゆう車しや場じようをザッと見み渡わたす。

「うーん、出口寄りの車を出しやすいところのほうがいいんじゃないのか？」

　売店のある建物からは少し遠いが、ごちゃごちゃしてるところに停車するよりずっといい。

　押領司は俺の答えに「わかりました」と云いながら、出口に近い空いている一角に車を回すと、そこで停車させた。

「お疲つかれ。初めての長ちよう距きよ離り運転はどうだった？」

「透さんを事故に遭あわせちゃいけないと思って、緊きん張ちようしてましたよ」

　シートベルトを外しながら押領司が云う。

「そんなこと云って、余よ裕ゆうな顔で運転してたくせに」

「そりゃ、カッコ悪いところなんか見せるわけないでしょう？　好きな人の前では、見み栄えを張りたいじゃないですか」

「すっ……そ、そういうことをすぐ口にするのはやめろって」

　どうして、こいつはこうも臆おく面めんがないんだ……。

　普ふ段だんはクールな優等生を装よそおって大きな猫ねこを被かぶっているくせに、最近とくに、何と云うか態度が『甘ったるく』なったような気がする。しかも、物もの凄すごく。

　世話焼きなところとか、何をするにもマメなところとかは変わっていないけれど、もしかして、これが本ほん性しようだったのか？

　……まあ、俺が狼狽うろたえるのを見て楽しんだりする、意地の悪いところはそのままだけど。

「まだ慣れないんですか？　可愛かわいいな、透さんは」

　眉まゆを顰ひそめると、押領司は追い討うちをかけるようなことを微笑ほほえみながら口にする。

「ば……っ、バカなこと云うな！」

「本気で云ってるのに。透さんは世界一可愛いですよ」

「押領司！」

　だけどこれ以上、恥はずかしいことを云われてなるものかと真っ赤になって吠ほえかけた途と端たん、さらりと違ちがう話題で流されてしまった。

「あ、そうだ。飲み物買ってきます。ペットボトルのお茶は買ってありますけど、あったかいほうがいいですよね？」

「……う…」

　悔くやしいことに、いっつもこうやって躱かわされちゃうんだよなぁ……。

「うん……って、俺が買ってくるよ。お前は休んでろって」

「いいですよ。座りっぱなしだったから、少し動きたいんです。透さんは、ホットコーヒーでいいですよね？」

「でも──」

「いいから、透さんは休んでて下さい」

　そう云うと、押領司は軽かろやかな動きで車を降り、売店のほうへ走っていってしまった。

「……ったく、もう……」

　あまりに手て際ぎわが良すぎるのにも困ったものだ。押領司があんな調子だから、いつも俺の出番が全然なくなってしまう。

　細かいことにもすぐ気がつくし、何をするにもそつがなくて思わず惚ほれ直してしまうこともしばしばだけど、同時に自分の腑ふ甲が斐いなさも感じてしまうのだ。

　俺は押領司がいないのをいいことに思いっきり深いため息を一つつくと、助手席のドアを開けて外へ出た。

　広々とした駐車場のスペースには柔やわらかな日ひ射ざしが注ぎ、肌はだを撫なでる柔らかな風が吹ふいている。大きく深呼吸をすると、新しん鮮せんな空気が胸いっぱいに入ってきた。

「あ、昼メシの準備とかしておいたほうがいいのかな」

　でも、押領司が作ってきたサンドイッチがどこに入ってるのかわからない。勝手に荷物を漁あさるわけにはいかないし、やっぱり待っているしかなさそうだ。

「やっぱり、押領司にばっかり世話かけさせてるなぁ。……いや、でも今夜だけは！」

　そう───こんな風に年上としてお株かぶを奪うばわれてばかりで悔しいが、今夜こそ名めい誉よ挽ばん回かいしてやろうと、俺は秘ひそかな計画を立てていた。

　いつも押領司に手料理を作ってもらっているばかりでは情けないからと、実はこのところ俺は一生懸けん命めい、料理のレパートリーを増やしていたのだ。

　高校を卒業してからはずっと一人暮らしで、それなりに自じ炊すいしてきてはいるから、自分でも料理の腕うでは悪くないと思っている。だけど、どうしてもあいつの腕には負けてしまうのだ。

　俺には押領司のようなものは作れないけれど、たまには何かしてやりたい。俺が食事を作ると云ったら、あいつはどんな顔をするだろう？

「───何、ニヤけてるんだ俺は」

　まずい。あいつの喜ぶ顔を想像していたら、顔が弛ゆるんできてしまった。

　独り言を呟きながら、俺は照れ隠かくしにぱしぱしと自分の頰ほおを両手で叩たたいた。

　そうやって弛む頰を引きしめようとするけれど、これから丸二日を二人っきりで過ごせるのだと思うだけで浮かれた気持ちになってしまう。

　行きたいと云い出したのは押領司だけど、もしかしたら俺のほうがずっと、あいつよりこの旅行を楽しみにしていたのかもしれない。

「そういえば、あいつ……親には何て云って出てきたんだろう？」

　この春から大学生になるとは云え、実家住まいで未成年の押領司は、まだ両親の庇ひ護ご下かにあるわけで、今回の旅行だって黙だまって出てきたとは考えられない。

　そもそも行き先は彼の家の別荘なのだから、何かしらの説明はしてきたはずだ。

　普段は品行方正なあいつのことだから、疑われることはないだろうけど、まさか男の恋こい人びとと旅行に行くだなんて云えるわけもない。多分『友達と卒業旅行に行く』とでも云ってきたんだろうな……。

「…………」

　そんなことを考えていたら、少し気分が滅め入いってきてしまった。

　こういうとき、自分たちの関係が大っぴらには云えないような類たぐいのものだということを実感してしまう。本当のことを云うわけにはいかないのはわかっているけれど、押領司に噓うそをつかせてしまったのかもしれないと思うと心苦しかった。

　だけど、それでも一いつ緒しよにいたいと思うのは、あいつのことが好きだからだ。

　受け入れられなくてもいい、片かた想おもいで構わないと、臆おく病びようにも再び殻からの中に閉じこもろうとした俺を引き摺ずり出し正面から見み据すえてきた押領司の温ぬくもりを、俺はもう知ってしまった。

　もしも、あの温かさを失うことになるとしたら───？

「……って、感傷に浸ひたってどうする」

　沈しずんでいきそうになる思考を制せい御ぎよし、俺は自らを茶化すような呟きを洩もらす。

　きっと、いまが幸せすぎるから、些さ細さいな不安がこんなにも大きな問題のように思えるのだ。

「つーか、遅おそいな。何をそんなに手間取ってるんだ？」

　なかなか戻もどってこない押領司に痺しびれを切らし、俺は売店のほうへと視線を向ける。

「あれ？」

　ずば抜ぬけたスタイルのよさから、捜さがしていた姿はすぐに見つかった。だが、売店の前で押領司は何故なぜか、二人組の女の子と話し込んでいる様子だった。

「何してんだ？」

　問題でもあったのだろうか？

　心配になった俺は、小走りでそちらに駆かけ寄っていく。

「押領司！」

「あ、透さん。迎むかえに来てくれたんですか？　すいません、お待たせしてしまって……」

　押領司は俺の顔を見るなり、申し訳なさそうな表情で謝ってきた。

「それは別にいいんだけど、どうかしたのか？」

「いえ、その……」

　俺の問いかけに気まずい顔で苦く笑しようすると、押領司は前に立ちはだかっている女の子二人をちらりと見やった。

　彼女たちは女子大生かＯＬってところだろうか？　このくらいの女の子の年ねん齢れいは判断しづらいが、多分、俺よりは年下で押領司よりは年上程度だと思う。

「やだっ、こっちの人もカッコいいねー！」

「うんうん。ねえ、いま云いってた連れの人ってこの人なの？」

「……ええ、まあ」

　彼女たちが、ずいぶんと馴なれ馴れしい口調で押領司に話しかけている様子に、俺はびっくりしてしまう。とは云え知り合いのようには見えないし、わけがわからない。

　微び苦く笑しようを浮かべながらはっきりと答えない押領司に痺れを切らせたのか、女の子たちは俺のほうへと向き直った。

「トオルさんって云ってたけど、彼より年上なんですかぁ？　二人で旅行とか？」

「そう…ですけど……」

　どうしてそんなことを訊きいてくるんだろう？

　俺が一人で首を傾かしげていると、彼女たちは何故か急に盛り上がった。

「ねえねえ、もしかしてチャンスじゃない？」

「あのぅ、私たちも二人で旅行に行くところなんですけど、これからどこに行くんですか？」

　二人はきゃあきゃあとさえずりながら、俺のほうに迫せまってくる。そんな様子にたじろぎながら後あと退じさっていると、横から押領司が俺の腕をしっかりと摑つかんできた。　>>>♥

「押領司？」

「すいませんが、僕たちは失礼します」

「えー！　もう行っちゃうの？」

「ぶつかってすいませんでした」

　軽くぺこりと頭を下げると、物足りなさそうな顔の女の子たちを残して、押領司は俺の腕を強い力で引きながら車のほうへと早足で歩き出す。

「……おい、何があったんだ？」

　状じよう況きようがよく吞のみ込めない俺は、押領司と歩調を合わせながら横を歩き、改めて問いかける。

「大したことじゃないんです。急いでたら、彼女たちとぶつかってしまって……」

「それで揉もめてたのか？」

「そうですね、揉めてたようなものです。透さんが気にすることじゃありません。それより、お腹なか空すいたでしょう？　早くお昼にしましょう」

「あ、ああ」

　にこやかな笑え顔がおで躱かわされてしまった感がないでもないが、押領司が大したことではないというのなら、そうなのだろう。

　気を取り直して、押領司の作るチキンサンドに思いを馳はせると、ふいに背中に視線を感じた。

「？」

　何だろうと思って振ふり返ると、あの二人がちらちらとこちらを見て、何かを囁ささやき合っている様子だった。

　いったい、何を話しているんだろう？

　まさか、俺たちの関係がバレたとか───？

　一いつ瞬しゆん、そんな危き惧ぐを抱いだきかけたけれど、別に怪あやしまれるようなことはしていない。きっと俺の心配しすぎだよな。

　……けれど、俺たちはいったいどんな関係に見えているのだろう？

　友達同士という年齢ではないし、兄弟にしては似ていなさすぎる。一応、教習所の教官とその教え子という間あいだ柄がらだが、二人で旅行するには些いささか不自然な関係だ。まさか……。

「…………」

　───いや、それはさすがに心配しすぎだよな。

　ほんのちょっと後ろ暗い気持ちになったけれど、彼女たちとこれから拘かかわり合いになるわけじゃないし、余計なことは考えないほうがいい。

「透さん、ちょっと持っててもらえますか？」

　車の前まで来ると、押領司はホットコーヒーのカップが二つ嵌はめ込まれたペーパートレーを俺に差し出してきた。そして、俺がそれを受け取ると、後部座席に乗せた荷物を探さぐり始める。

「僕の運転で潰つぶれてなければいいんですけど」

　やがて大きめのバスケットを取り出すと、押領司が心配そうな顔を見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。潰れててもお前の作るもんなら美味うまいって」

「そう云ってもらえると嬉うれしいです」

　押領司は少し照れたように微笑ほほえんだ後、バスケットを持ったまま運転席へと乗り込んだ。

　俺も助手席のドアを開け、こぼれないように気をつけながらトレーを押領司に渡わたす。だが、助手席に乗り込もうとした途端、俺は背後から声をかけられた。

「あのぉ……」

「はい？」

　振り向くと、さっきの女の子たちがもじもじしながら立っていたのだ。心なしか、数分前よりも口紅の色が濃こくなっているような気がしないでもない…。

「もしかして、これからお昼なんですかぁ？」

「そうですけど、何か…？」

　片方が俺に話しかけ、もう一人は素す早ばやく運転席のほうへと回っていた。そして、同じような言葉を押領司にも投げかけている。

「えっと、私たちもご飯にしようと思ってたんですけど、一緒にどうかなぁって思って」

「は？」

　そこでようやく俺は、押領司がさっきナンパのお誘さそいを受けていたのだということに気がついた。やっぱり、押領司の容姿は女性の目を惹ひくのだろう。

　まあ、こんなにカッコいいんだから、仕方ないよな。目の前のチャンスを逃のがしたくないという彼女たちの気持ちは、わからないでもないし。

　きっと押領司にすげなく断られてしまい、連れである俺をダシにして引き止めようとしているのだろう。

「あの、ご飯をたくさん買いすぎちゃったから、男の人がいてくれると助かっちゃうんですけど、どうですかー？」

「でも、俺たちも弁当持ってますから」

「え～、そうなんですか？」

　これから昼飯を食べようとしていたところを見てるのだから、そのくらいはわかっているはずだろうに、妙みようにずれた答えが返ってくる。

「あっ！　でも、ご飯は大勢で食べたほうが美味おいしいし！　ね？」

　彼女は上うわ目め遣づかいでそう云うと、俺のほうへ迫ってきた。

　見下ろすと、突つき出すようにされた胸の谷間が目に入る。香こう水すいをつけているのか、甘ったるい匂においもした。

　とは云え、『ね』と可愛かわいらしく云われても、女の子にほとんど興味を持ったことのない俺にとって、それはまったく魅み力りよく的に感じられない誘ゆう惑わくだった。

「困ったな……」

　どう云って断れば、角が立たずにすむのだろう。

　女の子を乱暴に追い払はらうわけにはいかないし、かと云って彼女たちと一いつ緒しよに食事をしたいわけでもない。むしろ、せっかくの押領司と二人きりの時間を邪じや魔まされたくないというのが、俺の本音だった。

　……俺ってば、けっこう心が狭せまいよな。

「こうやって会ったのも何かの縁えんだと思いませんか？　私、お菓か子しも作ってきてるんですよ」

「いや、でも……」

「え～、どうしてダメなんですかぁ？」

　彼女は甘えるような声で、俺の腕うでに自分の腕を絡からませながら柔やわらかな胸を押しつけてくる。

　普ふ通つうの男なら、このふくよかな感かん触しよくを嬉しく思うのだろうが、生あい憎にくながら俺の性せい癖へきは違ちがうベクトルへ向いている。

　男なら誰だれでもいいというわけではないが、基本的に女性は守備範はん囲い外がいなのだ。だから、あからさまな誘惑をされても俺は苦笑するしかない。

「どうしてと云いわれても……。気持ちはありがたいけど、ごめんね」

　そんなふうに謝りながらも、俺は押領司のほうが気になっていた。

　俺は女の子に興味がないけど、押領司は基本的にはノーマルだ。

　あいつならこういうふうに可愛い女の子に誘いをかけられたら、もしかしたら嬉しいと思ったりするんじゃないだろうか？

「あっ！　じゃあ、そのお弁当も持ってあっちの芝しば生ふに行きませんか？　レジャーシート持ってきてるから、ピクニックみたいで楽しいですよ！」

　ぼんやりとしていると、彼女はとうとう俺の腕を強ごう引いんに引っ張り出した。

「いや、だから…」

　どう対処すべきかと困り果て、思わず運転席に視線を向けると、押領司が険しい表情で車から降りるところだった。

「きゃっ」

　運転席側にいたもう一人の女の子が、乱暴に閉められたドアの音に小さな悲鳴を上げる。

　押領司はそのことを気に留めることなくこちらへつかつかと歩み寄ると、やんわりと、だが有う無むを云わせぬ動作で俺から女の子を引き離はなした。

「な、何するのよ…っ」

　穏おだやかな表情で当たり障りなく対応をしていた押領司の突とつ然ぜんの行動に、俺を含ふくめた三人は面めん喰くらってしまう。

　だが、そんな彼女たちに追い討うちをかけるようにして、押領司は冷めた表情と凍いてついた声で拒きよ絶ぜつの言葉を云い放った。

「それはこっちの台詞せりふです。迷めい惑わくしてるのがわかりませんか？」

「そんな……私は別に……」

「遠回しでは察しが悪いようなのではっきり云いますけど、僕たちはあなた方とご一緒するつもりはありません。どうぞお引き取り下さい」

　云い方は丁てい寧ねいだが、その内容には容よう赦しやはなかった。いつも被かぶっている猫ねこを捨て去り、険悪なオーラを隠かくそうともしない。

　他人に対してこんなにも厳しい態度を見せる押領司は、凄すごく珍めずらしい……。

「なっ……なによ！」

　だが女の子のほうも、黙だまって云われているばかりではなかった。

「男二人で可哀かわい想そうだから、誘ってあげたんじゃない！」

「────」

　勢い込んで云われたその言葉は、俺の胸に鋭するどく突き刺ささる。

　関係がバレていないことは本当によかったと思うけれど、やはり男二人でいることは不自然なことなのだ。

　そうだよな…そんなのわかっていたことだけど……。

「男を漁あさるなら、それなりの場所に行ったらどうですか？　僕たちは不自由してませんので」

「しっ…失礼ね！」

「もういいよ、まゆちゃん。あっち戻もどろうよぉ」

　怒いかりで真っ赤になった彼女を尻しり目めに、押領司は涼すずしい顔を俺に向ける。

「行きますよ、透さん」

「あ、ああ」

「ちょ、ちょっと！」

　押領司は俺を助手席に押し込むと、自分も運転席に乗り込み中からロックをかける。そして、云い返し足りない様子の彼女たちを残し、素早く車を発進させた。

　休きゆう憩けいのために立ち寄ったはずなのに、ろくに休むことなく出発することになってしまった。でも、あの場合仕方のないことだろう。

　それより気になるのは、押領司の様子だ。

「すいません、ゆっくりできなくて」

　……やっぱり変だ。言葉はいつも通りだけど、声に抑よく揚ようがない気がする……。

「仕方ないって。でも、どうしたんだ？　お前があんなふうに云うなんて」

　何がこんなにも押領司の機き嫌げんを損そこねたんだろう？

　普ふ段だん、にこやかな顔で嫌いや味みを云うことは多々あっても、押領司はあそこまではっきりと人を傷つけるような言葉を口にするやつではないはずだ。

「みっともないところを見せちゃいましたよね。彼女たちの態度が目に余ったので、つい」

「……そっか…」

　何だろう…何か、納なつ得とくがいかないんだけど……。

　横で見ていた限り、押領司はずいぶんとあしらい慣れている様子だった。きっとこの手の誘いをよく受けるに違いない。

　それなのに突然態度を変えてあんなふうにきつくあしらうなんて、やっぱりらしくないように思える。慣れているというのなら、尚更どうしたんだろう？

　迷惑を顧かえりみない彼女たちの態度に堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたというより、おろおろと狼狽うろたえる俺の様子を黙って見ていられなくなったとか？

　それとも……まさか……。

　押領司は彼女たちに誘さそわれて、案外やぶさかではなかったのだろうか…？

　割って入ってもらって助かったけれど、押領司はそれまでもう一人とにこやかに話をしていた気がするし、俺が一人で対処できていれば、あいつはそのまま彼女と話していたはずだ。

　もしかして不機嫌なままでいるのは、俺がそれを邪魔したせいなのか……？

　───あり得ないことじゃない。

　だって、押領司は本来ノーマルな男だ。いまは俺のことを男であっても好きだと云ってくれているけれど、いつ女の子と恋こいに落ちても不思議じゃないんだ…。

　彼女たちの誘いを無下に断ってしまって、押領司は本当によかったのだろうか？

　腕に残る柔らかな感触、自己主張する甘い香かおり、折れてしまいそうなほど細い体たい軀く。それらはどれも、男の俺にはないものだ。

　男の俺と二人きりでいるよりも、女の子といたほうが楽しくなったっておかしくは───。

「…………」

「透さん？　どうかしたんですか？」

　ふいに、押領司が心配そうな声こわ音ねで俺に呼びかけた。

「…え？　あ、いや、何でもないって。ちょっとぼーっとしただけだよ」

　慌あわてて取り繕つくろい、俺は何でもないように振ふる舞まう。

「透さん…？」

「それより、コーヒーぬるくなっちゃったな。昼飯も食いそびれたし、次のサービスエリアでもう一度休憩にしないか？」

　努めて明るく告げると、押領司もそれ以上深くは追つい及きゆうしてこなかった。代わりに俺の提案に素す直なおに賛同してくれる。

「そうですね。あ、お腹なか空すいてるようなら、先に食べちゃってもいいですよ？　でも、食べてるときの透さんの顔が見れないのは勿もつ体たいないかな」

「何だ、それ」

「だって、本当に美味おいしそうに食べてくれるじゃないですか。その顔がいいんですよね」

「ばーか。そんなこと云うと、ホントに先に食うぞ。全部なくなってても文句云うなよ」

　そうやって軽口を交かわすうちに、微かすかに漂ただよっていた重い空気はどこかに消え去っていった。

「いいですよ？　そうしたら、僕は透さんを食べさせてもらいますから」

「ばっ、バカ云え！　何でそうなるんだよ!!」

「冗じよう談だんです。そうやっていちいち真に受けるから、僕にからかわれるんですよ」

　俺の言葉に声を立てて笑う押領司の横顔には、不機嫌さは残っていない。

　云われた言葉を気き恥はずかしく思いながらも、いつもの調子が戻ってきている押領司の様子に俺は少しだけほっとする。

　……やっぱり、俺の考えすぎだよな？

　くすくすと笑い続ける押領司を横目に見ながら、俺はようやく肩かたの力を抜ぬいたのだった。










　改めて立ち寄ったサービスエリアで食事をすませた俺たちは、一路、山さん荘そうを目指した。

　長時間のドライブの後、到とう着ちやくしたのは森を抜けた先にある眺ながめのいい高台。下界に比べるとかなり寒く、だいぶ雪も残っていたが、冷たく澄すんだ空気は想像以上に美味しかった。

　俺は、砂じや利りが敷しかれた駐ちゆう車しや場じようの奥に建っている建物を見上げながら、運転席から降りた押領司に訊たずねた。

「お前んちの別荘ってこれ？」

「ええ、そうですよ」

「何か絵本に出てきてもおかしくないような家だな…」

　赤茶の屋根に煉れん瓦が造づくりのかわいらしい家は、男二人で泊とまるにはちょっと気恥ずかしさを感じてしまう外観だった。

　俺が感心したように云うと、押領司は苦く笑しようして応こたえた。

「かなり少女趣しゆ味みですよね。僕が生まれたときに建て替かえたらしいんですが、デザインを母の趣味で統一したらこうなってしまったそうで」

「だから、こんなにかわいい建物なのか」

　きっと、お母さんは料理好きで家庭的な人なのだろう。そういえば、押領司の料理は、母親に仕込まれたと聞いたことがあったっけ。

「こっちです。雪かきしてありますけど、だいぶ残ってるんで、足下気をつけて下さいね」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう応えて、俺は固くなった雪をざくざくと踏ふみながら、玄げん関かんに続く階段を上っていく。

「どうぞ。管理人の方が掃そう除じしておいてくれているので、大丈夫だとは思いますが」

「へえ…」

　招き入れられるがままに足を踏み入れた玄関も、外観同様に少女趣味で統一されており、そこかしこをフリルやレースが縁ふち取どっていた。入り口でこれじゃ、中は相当かもしれない。

「すいませんが、荷物を中に運んでおいてもらえますか？　僕は、外で水道の栓せんを確かく認にんしてきます」

「わかった」

　俺は二人ぶんのカバンを背負い、買い込んできた二日分の食料を手に家に上がり込んだ。

「おじゃまします……」

　いい匂においがするのは、ポプリか何かのせいだろうか？

　俺はリビングに入ると、薄うす暗ぐらい室内を明るくするために、手近な窓のカーテンを開けた。

　明かり取りの窓から、さっと光が差し込んだ室内は、思った通りかわいらしいカントリー調の内装になっていた。ペンションだったら、女の子に人気が出そうな感じだ。

　この調子だと、どの部屋も凄すごいことになってそうだな……。

　馴な染じみのない雰ふん囲い気きを、異世界に迷い込んでしまったような気分で見回していると、戻もどってきた押領司がリビングに顔を出した。

「中も凄いでしょう？」

「うん。予想通りというか何というか……」

　他ほかに云い様がなくて、俺はつい苦笑してしまう。

「上の部屋は普ふ通つうですから安心して下さい。寝しん室しつはこっちです」

　案内されるままについて行った先は、二階の一番奥の部屋だった。

　普通と云われても、どの程度が普通なのかが問題だ。とりあえず、レースのカーテンが下がっていても、もう驚おどろくことはないけど…。

「ここが寝室です」

　押領司は部屋に入ると、大きな出窓のカーテンを引き、閉まっていた雨戸を開けた。するとそこから見晴らしのいい景色が目に飛び込んでくる。青空とところどころが白い向かいの山のコントラストは、まるで絵葉書のようで綺き麗れいだ。

　そして肝かん心じんの部屋のほうは、確かに押領司の云うとおり『普通』だった。

　一階とは違ちがい、ブルーが基調のシンプルな寝室で、覚かく悟ごを決めていた俺は少し拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「本当に普通なんだな」

「ええ、だって僕の部屋ですから」

「お前の部屋？」

「小学生の頃ころ、ピンクとレースは絶対に嫌いやだと駄だ々だを捏こねて、いまの内装に変えてもらったんですよ。その前までは、ピンクとレースに囲まれた部屋だったんですけどね」

　確かに小中学生の男の子に、その部屋はきついだろう。何より、押領司がそんな部屋で暮らしていたかと思うと、俺は思わず噴ふき出しそうになってしまう。

「でも、何でベッドが二つあるんだ？」

　客室だというのならわかるけれど、押領司専用の部屋ならベッドは一つで十分なのではないだろうか。俺が不思議に思って首を傾かしげると、押領司が説明してくれた。

「正しくは僕たちの部屋と云うべきですね。ベッドの一つは従兄弟いとこの智とも久ひさ用ですよ。どちらの家も父親が忙いそがしかったので、よく一いつ緒しよに行動させられていたんです」

「へえ。本当に兄弟みたいに育ったんだな」

　作りつけの棚たなに目をやると、子供のオモチャらしい古いプラモデルやラジコンなどが置いてあった。

　押領司にもこんなもので遊んでいた時期があったのだと思うと、俺は微笑ほほえましい気持ちになってくる。

「そうですね。だからって、ヤキモチなんて焼かなくていいですよ」

「ばっ…バカ云え！　そんなことするか…っ」

「ヤキモチを焼いてくれるのは個人的には嬉うれしいですけど、透さんが嫌な思いをするのは僕の望むところではないですから」

　───前言撤てつ回かい。

　やっぱり、小さな頃からまったく全然かわいくなかったに決まってる。年下のくせにことあるごとに人をからかいやがって。

「だから、もうそんなもの焼かないって云ってるだろ！」

　そうやってビシリと云ってやると、今度は押領司のほうが淋さびしげな笑えみを浮うかべた。

「そうなんですか？　それも少し淋しいですね」

「う……」

　捨てられた子犬みたいな顔。これも押領司の手の内なのだとわかっていても、気持ちはぐらついてしまう。

「と、とにかく、お前がヤキモチ焼かせるようなことしなきゃいいんだよ…っ」

　背中を向けながら、俺は最大の譲じよう歩ほでそう告げた。

「わかりました。透さんがそう云うなら、心がけます」

「お、おう」

　俺がもっと素す直なおでいられたら、押領司もこんなふうに試ためすようなことは云ってこないだろうとは思うけど、いまの俺にはこれが限界。

　世間一いつ般ぱんの『恋こい人びと同士』というのは、もっとベタベタと甘いものなのかもしれないけど、俺は片かた想おもい歴が長かったせいで、自分の気持ちを表に出すということに慣れていないのだ。

　好きな人に思いきり甘えてみたいと思わなくもないけど、もうこの年ではプライドが邪じや魔まをして、意地ばかり張ってしまう。

　さっきの女の子たちみたいに小さくてかわいければ、もっと自分に素直になれたかもしれないけれど、柔やわらかさの微み塵じんもないこの体ではそれも叶かなわない。

　俺があんなふうにしなだれかかっても気持ち悪いだけだもんな……。

　押しつけて誘ゆう惑わくする胸もなければ、猫ねこなで声ごえを出して甘えることもできない。こんな俺で、押領司は満足してくれているのだろうか───？

「透さん？　ぼんやりしてますけど、大丈夫ですか？」

　どんよりとした俺を心配して、押領司が訝いぶかしげに声をかけてくる。突とつ然ぜんのことに驚きに心臓が跳はねた途と端たん、俺の腕うでを摑つかんだ押領司に引き寄せられ、端たん整せいな顔立ちが間近に迫せまった。

「……っ!!」　>>>♥

　俺は反射的にビクリと体が竦すくんでしまい、そんな俺に押領司も言葉を失った。

　───しまった……。

　自分の失態に、頭から血の気が引いていく。

　いまの俺の反応じゃ、押領司を拒こばんでいるみたいじゃないか。そう誤解されても、おかしくはない不自然なものだった。

　どうしよう……こんな反応するつもりなんてなかったのに、色々と意識しすぎて、つい押領司との接せつ触しよくに過か敏びんになってしまった……。

「……熱を計ろうかと思ったんですが、驚かせてしまいましたか？」

「ご…ごめん。俺、何か緊きん張ちようしてるみたいだ」

　ぎこちなくなってしまった空気をどうにかしようと、俺は努めて明るく振ふる舞まう。すると、ようやく俺の腕を摑んだ押領司の手から強こわ張ばりが消えた。

「いえ、僕のほうこそすみませんでした」

「き…気にするなって。それより、食べ物を冷蔵庫に入れないといけないんじゃないのか？　掃そう除じとかもするんだろ。日が暮れる前に、ちゃっちゃと終わらせようぜ」

「そうですね」

　するりと腕が解ほどかれ、俺はほっとする。そして、荷物を残し押領司とともに一階へと下りた。

　───ダメだ。

　せっかくの旅行なのに、こんな微び妙みような雰囲気ばかりじゃ台無しになってしまう。ちゃんと楽しまなきゃ、だよな！

「えーと。何から手をつければいいのかな？」

　気持ちを切り替かえて俺が訊たずねると、押領司は室内を見回しながら云いった。

「定期的に管理はしてもらってるんで、掃除機をかけるくらいでいいと思うんですけど、夕食は何作りましょうか？」

「あ、あのさ。そのことなんだけどな……夕食、俺に作らせてくれないか？」

「透さんが作ってくれるんですか？」

　やっぱり押領司は、俺の申し出に驚いた様子をみせた。普ふ段だん、押領司にばかり作ってもらっている俺がそんなことを考えていたなんて、思いもしなかったのだろう。

「たまにはいいだろ？　いつも、お前にやらせてばっかりだしさ」

「だったら、僕も手伝いますよ」

「いいよ。今日は一人で作る。お前みたいなのは作れないけど、味には自信があるんだ。楽しみにしてろよ」

　きっぱりと云いきると、押領司は鷹おう揚ように微笑んだ。

「わかりました。じゃあ、透さんは夕食の仕し度たくをしていて下さい。その間に僕は他ほかの場所の掃除をしておきますから」

「うん。任せとけ」

「よろしくお願いします」

　そしてキッチンの掃除と食事の準備は俺、それ以外の場所の掃除は押領司、と役割分担を決め、俺たちはそれぞれの作業に取りかかった。

「よし、と」

　俺は買ってきていた食材を電源を入れたばかりの冷蔵庫に詰つめてから、使っていなかったせいで埃ほこりっぽくなっている場所を手早く拭ふき取った。

　基本的には綺麗に使われているので、どこも一拭きするだけで十分そうだ。

「二人で暮らすとしたら、こんな感じなのかな」

　せっせと作業をしながらあり得ない理想を頭に思い描えがいた俺は、ふとそんなことを呟つぶやいてしまう。

「バカか、俺は…」

　甘い考えを振り払はらい、シンクで台布ふ巾きんを洗って絞しぼる。

　蛇じや口ぐちから出てくる水はさすがに冷たく、すぐに指が赤くなってしまった。

「えーと、包丁は普ふ通つうここだよな。でも、鍋なべってどこにあるんだろう？」

　缶かん詰づめを使えば初心者でもあまり失敗のなさそうなビーフシチューをメインに作るつもりなのだが、鍋がないとどうにもならない。

　目につく戸と棚だなを次々に覗のぞいてみても、フライパンや小さな片手鍋しかみつからなかった。

「もしかして」

　最後に残った上のほうにある棚を開けてみた俺は、ようやくその中に大おお振ぶりの鍋を発見した。

「椅い子すがないと届かないか……」

　押領司なら届くかもしれないけれど、俺には無理。こういうとき、成長の止まってしまった自分の身長が憎にくい。

　呼んだら押領司は来てくれると思うけれど、あいつにはあいつの仕事があるし。呼ぶわけにはいかないよな……。

「やっぱり椅子、持ってこよう」

　つい頼たよってしまいたくなるのは、押領司が普段から俺のことを散々甘やかしているからだ。それもちょっと自制していかなくちゃだよな。

　いままでは押領司が春休みだったこともあり、会いたいときに会うことができていたけど、これからはそうはいかない。

　大学生になって忙いそがしくなれば、あいつのほうが空いていない状じよう況きようだって出てくるはずだ。

　二人で一いつ緒しよに住んでいれば、少なくとも朝と夜だけは確実に顔を合わせていられる保証はできるけど、どう考えたって無理だよなぁ。

　俺がもっと稼かせいでいて、広い部屋をぽんと借りられるならいいんだけど、いまの給料じゃあの部屋が限度だし……。

「一緒にってことは同居……───っつーか、同どう棲せい？」

　脳のう裏りに二文字の単語が浮うかんでしまった俺は、ついでに『ただいま』や『おかえり』などと云ってる自分を想像してしまい、一人で赤面する。

　何ていうか、俺って意外と夢見がちだよな……。

　片かた想おもい歴が長かったせいで、空想癖へきが酷ひどくなってしまっているのだろうか。

　そんな自分に苦く笑しようしながら、鍋を取り出すためにダイニングから椅子を運んできた。

「まあ、何にせよ同居なんて無理だろうけど」

　もちろん、いつか同居できたらと思うけれど、押領司はまだ学生なのだ。少なくとも、押領司が大学を卒業するまでは、けじめをきっちりとつけておくべきだと思う。

　そもそも、同居を実現するに当たっては、金銭的な問題だとか、親おや御ごさんへの対応だとか、周囲へのフォローだとか、色んな問題が山積している。

「……それに、男同士だしさ」

　年が近いのなら、友人同士でルームシェアだと云えばすむかもしれないが、八歳も違ちがう俺たちじゃ、そんな云い訳は通用しない。

　世間の偏へん見けんも少しは緩ゆるんできているけれど、まだまだどこに同性同士の関係に嫌けん悪お感かんを持っているような人がいるかもわからない状況だ。

　もし、そういった噂うわさを立てられた場合、俺はともかくとして押領司の将来に影えい響きようする可能性だってある。そんな事態だけは避さけなくてはならない。

　あいつへの悪影響になることだけは───。

「透さん、何してるんですか？」

「うわあッ!?」

　突然、近くで聞こえた声に、俺は思いきり叫さけんでしまった。

「押領司！」

　……心臓に悪い。椅子に乗っていたら、確実に転がり落ちていたに違いない。

　あまりのタイミングの良さに、あり得ないとわかっていても、俺は頭の中を見み透すかされていたのではないかという気分になってしまう。

「すいません、そんなに驚おどろかせましたか？」

「気配がないんだよ、お前は……」

　胸の上に手を置きながら恨うらみがましい目を向けると、押領司は肩かたを竦すくめて苦笑した。

「そんなつもりはないんですけど」

「で、どうかしたのか？」

　バクバクと不整脈を刻んでいた鼓こ動どうがようやく落ち着きを取り戻し始めたのを見計い、俺は気を取り直して押領司の用件を訊ねた。

「台所の使い方や、道具の場所がわからないとかありますか？　他人の家の台所って使い難にくいかと思いまして。───というか、透さんは何をしてるんですか？」

「……遅おそいだろ、聞くのが」

　何せ、俺はいま片足を椅子に上げた状態で止まっているのだ。

　間ま抜ぬけな格好を見られてしまった気き恥はずかしさを押し隠かくしながら、俺は現状を説明した。

「大きい鍋を探してたんだけど、あそこにあるのしか見当たらないから勝手に出させてもらおうと思ったんだ」

「ああ、前に来たときに入れるところがなくて、あそこに片づけてしまったんです。僕が取りましょうか？」

「頼たのむ。情けないことに、俺の身長じゃ届かなくて」

　押領司は軽く背伸びをすると、棚にぴったりと収まっていた鍋を取り出してくれた。

　この十センチの差がもどかしいというか、羨うらやましいというか……。

「すぐに呼んでくれればよかったのに。はい、これでいいですか？　奥に圧力鍋もありますけど要いりますか？」

「うーん、使ったことないからいいや。さんきゅ、助かったよ」

「これくらい、お安いご用です」

「そういえば、お前のほうは終わったのか？」

　滞たい在ざい中ちゆうに使う場所だけを綺き麗れいにするとしても、寝しん室しつやリビングなどそれなりの広さがある。かけると云いっていた掃そう除じ機きの音もしなかったし、押領司は何をしていたんだろう？

「いま浴室の掃除が終わったんで、お湯を張っているところなんです。ここ、風ふ呂ろに温泉が引いてあるんですよ」

「へえ、凄すごいな。温泉って、個人宅にも引けるもんなんだ」

　別べつ荘そうを持っているだけでも凄いのにそんなものまであるなんて、やっぱり押領司はお金持ちの家の子なんだなぁ。

　とりあえず、普ふ段だんから肩かた凝こりに悩なやまされている俺には温泉の存在はありがたい。至れり尽つくせりって感じだ。

「ええ。入りたくなったら、いつでもどうぞ」

「いつでもって、いま入ってたら夕飯作れないだろうが」

　早く入ってみたい気持ちもあるけれど、いまは食事の準備が先だろうと笑うと、押領司はさらりととんでもないことを云ってきた。

「じゃあ、夕食後に。透さん、一緒に入りましょうね」

「ああ、そうだな───って一緒に!?」

　にっこりと告げられて頷うなずきかけた俺は、その言葉を脳裏で反はん芻すうし、動どう揺ようする。狼狽うろたえるあまり、バカな自問自答をしてしまった俺に対しても、押領司は涼すずしい顔だ。

　一緒にってことは、二人でってことだよな……？

「ええ、一緒に」

「そそそ、そんなのダメに決まってるだろ!?」

　一緒に風呂なんて、とんでもない！

「どうしてですか？」

「どうしても何も、恥ずかしいからだよ!!」

　それ以外、何があるというんだ。

　そりゃ、お互たがいの裸はだかを見たことがないわけじゃないし、もっと凄いこともしてたりするけど、風呂場で二人きりというのはまた違った恥ずかしさがある気がする。

「透さんは銭湯とか行きませんか？」

「そりゃ、行くけど……」

「それと同じようなものですよ」

「それとこれとは違うだろ！」

　銭湯や宿しゆく泊はく施し設せつなどの大浴場は、純じゆん粋すいに入浴を目的としたものだ。

　だけど押領司のことだから、風呂に入るだけですむとも限らない。何だかんだと云って、ろくでもないことをしてくるに決まってる。

「どう違うんですか？」

「そ、それは……っ」

　そんなこと俺の口から云えるか！

　思わず口くち籠ごもると、押領司はわざとらしく肩を竦めてみせた。

「透さん、いまやらしいこと考えたでしょう？　僕は純粋に、一緒に入りませんかと云っただけなのに……」

「ばっ…、ち、違…ッ！　俺は───」

　図星をさされて、背中に嫌いやな汗あせをかく。

　何かフォローをしなければと思っても、焦あせれば焦るほど言葉が出ず、俺の口はパクパクと動くばかりだ。

「顔、真っ赤ですよ」

「……っ！　だから、これは───」

　ああ、もう！　どうしていつも、俺のほうが云い負かされてしまうのだろう。押領司のほうが頭がいいのは認めるけれど、俺には年の功というものがあるはずなのに。

「云い訳しないでいいですよ。照れちゃってかわいいですね」

「押領司！」

　動揺が苛いら立だちに変わる直前、押領司は思い出したかのように踵きびすを返した。

「そうだ。僕、寝室に掃除機かけてきますね」

「ちょっ、ちょっと待て！」

　俺の話はこれからだっての！

　そう思って呼び止めたけれど、押領司は夕食をよろしくと云いながらひらひらと手を振ふって、二階へ続く階段へと消えていった。

「……ったく……」

　年上をからかって楽しむなんて、趣しゆ味みが悪いにもほどがある。

　一人残された俺は、ぐったりと脱だつ力りよくするしかなかった。










「ごちそうさまでした。どれも美味おいしかったです」

「よかった、口に合ったみたいで」

　自分より料理の上手うまい人間に食べさせるということもあってかなり不安だったのだが、綺麗に空になった器うつわを前に、俺はほっとする。

　我ながら上手くできたと思っていたけれど、押領司に褒ほめてもらえて安心した。

「あ、いまお茶煎いれてくるな。それとも、コーヒーのほうがいいか？」

　急きゆう須すやコーヒーフィルターの場所はさっき発見したから、聞かないでもわかる。

　手早く皿を片づけながら云うと、押領司も一いつ緒しよに立ち上がった。

「そのくらい僕がやりますよ。後片づけもしますんで、透さんは座ってて下さい」

「いいよ。お前のお祝いで来てるんだから、俺がやるって。そうじゃなくても、いつも俺が色々世話になってるんだし」

　でも、と続けようとする押領司の背中をぐいぐいと押し、リビングのほうへと追いやる。

「テレビでも見てろって。今日は俺にやらせてくれ」

「……わかりました。でも、あっちに一人でいるのは淋さびしいから、ここにいていいですか？」

「そりゃ構わないけど……退たい屈くつじゃないか？」

「いえ、透さんのことを見てるから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「悪かったな。退屈させないドジっぷりで」

「そういうわけではないんですが……」

「それで、どっちが飲みたい？」

「コーヒーをお願いできますか？」

　やかんをコンロにかけている間に、テーブルを片づけることにした。シンクに汚よごれた器を置き、洗い物を始めたのだが何だか落ち着かない。

　……本当に俺ばっかり見てやがる。

　見られてることくらいどうってことはないと思っていたけれど、じっと俺の動きを見つめている押領司の視線が気になって仕方がない。

　何でもない動作一つに緊きん張ちようし、何度も洗っていた器を取り落としそうになってしまった。

　平常心、平常心！

　そう胸の中で唱え、落ち着こうと努力する。

　そういえば、さっき押領司が云っていた風ふ呂ろに一緒に入るとか何とかっていうあれは本気なのだろうか？

　散々からかわれた後、反論する間もなく押領司に逃にげられてしまったけれど、あいつはあのとき『冗じよう談だんです』とは一言も口にしなかった。

　そういうときの押領司は大たい概がい本気なことが多くて、とんでもなく恥ずかしいことでも涼しい顔で強しいてくる。

　ど、どうしよう……。

　夕食も終わってしまったし、後片づけだってもうすぐ完かん了りようしてしまう。

　いま、フィルターから落としているコーヒーを飲み干してしまえば、あとは風呂に入って寝ねるだけだ。

「透さん。コーヒー、もう落ちてるみたいですよ？」

「えっ!?」

　はっと顔を上げると、押領司がカウンターからキッチンを覗のぞき込んでいる。

「あ、ああ、ごめん。すぐ持ってく」

「透さんも一緒に飲みませんか？　洗った食器はそのままでいいですから」

「う、うん……」

　用意していたカップに淹れ立てのコーヒーを注つぐと、俺は再びテーブルにつく。先ほどとは違う緊張感を抱いだきながら。

　押領司はいつ切り出す気なのだろう……。

　けっこう強ごう引いんなところがあるし、無理矢理連れて行かれるかもしれない。もしくは、俺が先に入ってるところに来るとか。

「…………」

　涼しい顔でコーヒーを啜すすっている押領司をこっそり覗き見ていたら、突とつ然ぜん、耐たえきれなくなったと云いわんばかりにやつが噴ふき出した。

「お、押領司？」

　押領司はくすくすと笑いながら、テーブルに身を乗り出すようにして、俺に訊たずねてくる。

「何をそんなに意識してるんですか、透さん？」

「いや、あのっ、別に何も……っ」

　こんなに狼狽うろたえていては否定の言葉も意味がない。

　だけど、また揚あげ足あしを取られてからかわれることを覚かく悟ごしていた俺は、押領司の次の態度に拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

「さっきのことを気にしてるんですか？　透さんが本気で嫌なことは、無む理り強じいなんてしませんよ。僕、先に入ってきますね」

「あ……うん……」

　コーヒーを飲み干した押領司は、カップをシンクに置いてから着き替がえを取りに二階へと行ってしまった。

　少しだけ淋しそうな顔をしていたように見えたけど、それは俺の気のせいかもしれない。

　ダイニングに取り残された俺は、ぼんやりと呟つぶやきを洩もらした。

「何だ……」

　やっぱり、冗談だったのか。

　一人で云われてもないことまであれこれ考えて、狼狽えて……。

　これではまるで、押領司と一緒に風呂に入ることを期待していたみたいではないか。

「な…何がっかりしてるんだ、俺は！　別に期待なんかしてたわけじゃ…っ」

　何となく落ち込んでいる自分に気づき、いたたまれなさに独り言を洩らす。じわじわと押し寄せてくる羞しゆう恥ち心しんに、どうしても黙だまっていられなかったのだ。

　そうやって、自分自身に云い訳をしていると、バタンとどこかのドアが閉まる音がした。

　きっと、押領司が浴室に入ったのだろう。

「────」

　そのときふと、さっきの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

『───透さんが本気で嫌いやなことは、無理強いなんてしませんよ』

　押領司の云っていたことは本当だ。出で逢あったばかりのときはかなり強引だったとは云え、俺があいつに対して本気で嫌だと思ったことは一度もない。

　押領司は自分のことをわざと露ろ悪あく的に見せたり、俺が慌あわてるのを見て楽しんでいたりはするけれど、それは多分、俺を試ためしてるんじゃないかなって思ってる。

　俺がどこまで許すのかって……。

　色んなことに気がつくし、性格も大人びてるけど、あいつはそういうところが子供っぽい。

　だから、俺もあんまり強くは拒こばめないんだけど、色んなことがあったせいもあって、今日は少し過か剰じよう反応をしすぎてしまった感が否いなめない。

　最後に見せた淋しげな顔が、もし見み間ま違ちがいではなかったとしたら───。

「……風呂に一緒に入るくらい大したことないよな」

　出会い方が悪かったせいか、いまはまだちょっとしたことがわだかまりになる可能性だってある。……早めにフォローをしておいたほうがいいかもしれない。

　俺は、銭湯に入るようなものだと自分に云い聞かせると、押領司のあとを追って浴室へと向かった。

　そして、気き恥はずかしさを拭ぬぐうべく勢いよく服を脱ぬぐと、腰こしにタオルを巻いて浴室のドアを開け放つ。

「俺も入るからな！」

　わざと大声で宣言すると、浴よく槽そうに浸つかっていた押領司が驚おどろきに目を見張ってこちらを凝ぎよう視ししてきた。まじまじと見つめられると、どうにも気まずい気持ちになってくる。

「……どういう風の吹ふき回しですか？」

「い、いいだろっ！　気が変わったんだ。文句あるか」

　恥ずかしさのあまり、返す言葉がケンカ腰になってしまったけれど、ケンカを売りにきたわけではないことは押領司だってわかってるはずだ。

「まさか。文句なんてありませんよ」

「一いつ緒しよに入るだけだからな！」

「わかってます」

　徐じよ々じよに綻ほころんでいく俊也の表情を見ている、恥ずかしさが更に増してくる。

　浴室は思った以上に広く、浴槽は大人が五人は入れそうな大きさの檜ひのき風ぶ呂ろだ。しかし、それらを眺ながめて楽しむ余よ裕ゆうはいまの俺にはなかった。

　とにかく自分の体が明るい場所で押領司の視線に晒さらされてるという事実が堪たえがたく、俺は手早く体を流すとさっさとお湯の中に体を沈しずめてしまう。

「どうして、そんなに離はなれた場所に行くんですか？」

「広いんだから、くっつく必要なんてないだろ」

　かと云って、浴槽の端はしと端とに離れなければならないほど狭せまくもないけれど。何となく、押領司の手の届く場所にはいたくないのだ。

「でも、離れてると話し難にくくないですか？」

「べ、別に話ならこの距きよ離りだって……」

「そっち行ってもいいですよね」

　そう云うと、じりじりと押領司がこちらに近づいてくる。見慣れたはずの引きしまった体に、俺はついドギマギしてしまう。

　……って、見み蕩とれてどうする！

　途と中ちゆうではたと我に返り、顔を反対側に向ける。

　意識しているせいか、何だか俺のほうがイケナイ気分になりそうでヤバかった。

「透さん」

「な、何だよ……」

　明後日あさつての方向に視線を流しながら返事をすると、押領司の嬉うれしそうな声が耳元に囁ささやかれた。

「本当は一緒に入りたいって思ってくれてたんですね」

「ば…バカ云え！　誰だれが…っ」

　押領司の言葉にカーッと頭に血が上った俺は、照れ隠かくしにムキになって反論する。

　だけど俺は、すぐに反射的に振ふり返ってしまったことを後こう悔かいした。にっこりと微笑ほほえまれた顔に浴槽の縁ふちに追い込まれ、瞳ひとみを覗き込むようにして問い詰つめられる。

「じゃあ、どうしてですか？」

　俺は風呂に入っているにも拘かかわらず、冷や汗あせが流れているような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　度胸を決めて来たはずなのに、ついついしどろもどろになってしまう。

「それは……その、お前が拗すねてたら困ると思ったからだ」

「それで機き嫌げんを取りにきてくれたんですか？」

　くすくすと笑う声が鼓こ膜まくをくすぐる。

「き、機嫌とかそういうんじゃ……」

「それでも嬉しいです」

「う……」

　力いっぱいムード出されてるし！

　ここは風呂場なんだぞ!?　という気持ちを込こめて押領司を睨にらみつけるが、何の効果も発揮できない。けど、このまま流されるわけには……。

　そのまま迫せまってくる押領司から思いきり顔を背そむけながら、俺はわざとらしいほど大きな声を出した。

「そっ、そう云えば、明日は何するつもりなんだ？」

　すると、押領司は苦く笑しようしつつも、俺の質問に丁てい寧ねいに答えてくれた。

「そうですね、何かしたいことありますか？　だいたい来るのは冬休みばかりだったんで、この時季は初めて来たんですよね。スキーとかスノーボードもまだできると思いますけど、やりたいですか？　この時季残ってる雪は滑すべりにくいとは思いますが」

　ウェアや板はレンタルすればいいと云うが、あまり心は惹ひかれない。

　経験がないわけではないが、そういったウィンタースポーツは得意ではないのだ。華か麗れいに滑かつ走そうする押領司はちょっと見てみたい気もするけど。

「うーん、俺は別にいいかなぁ。お前はどうなんだ？」

「透さんがよければなんですけど、美術館がちょっと行ったところにあるんです。明日、昼食がてら観に行きませんか？　そこに併へい設せつされてるレストランが美味おいしいって評判なんですよ」

「うん。じゃあ、そこ行こう。でも、お前ってそういうのにも興味があったんだな」

「従兄弟いとこがあれなんで、何となく絵に興味持つようになったんです。描かくほうはさっぱりですが」

「あれ？　おまえ、前に彼の原げん稿こうの手伝いをしてるとかって云いってなかったっけ？」

　押領司の同い年の従兄弟は少年漫まん画がの漫画家で、都つ筑づき智久という俺でも知ってるほど有名な人気作家なのだ。

　前にちょっとだけ紹しよう介かいしてもらったときに、手伝いが云うん々ぬんって話をしてた覚えがあるんだよな。それが本当なら、ある程度は押領司も絵を描けるのではないのだろうか？

「あれはあいつが描いた絵の一部を黒く塗ぬり潰つぶしたり、トーンって云うシールみたいなのを絵に合わせて切って貼はるだけですから、絵が描けなくても何とかなるんですよ」

「へえ。でも、それだって手先が器用じゃなきゃできないよな。凄すごいよ」

　さも簡単そうに云うけれど、不器用な俺なんかにはできそうにない。俺が感心してそう云うと、押領司はわざとらしく肩かたを落としてみせた。

「僕としてはあまり身に着けたくない技能ですけどね。───それより、どうして僕から離れて行こうとするんですか？」

「あ……えっと……」

　そろそろと距離を取っていた俺は、ふいにお湯の中で腕うでを摑つかまれてギクリとした。さりげなく離れてるつもりだったのに、押領司にはバレバレだったらしい。

　ど、どうしよう……。

「そばにいるのは嫌いやですか？」

「う…違ちが……あれ？」

　ぎこちなく笑って誤ご魔ま化かそうとして、俺は首を捻ひねった。

　どうして俺が責められなくちゃいけないんだ？

　別にくっついてなきゃいけない、ってわけでもないんだし───。

「そんなに意識されると、期待に応こたえたくなるじゃないですか」

「期待って、俺は───うわっ、何して…！」

　突然、押領司に背後から腰を引き寄せられ、俺は腕の中に閉じ込められてしまう。

「透さん…」

「バカ、ちょっ…っ」

　だけどお湯の中で密着する背中が気恥ずかしくて、文句を云おうと顔を後ろに向けた瞬しゆん間かん、唇くちびを塞るふさがれた。　>>>♥

「んんんっ!?」

　喋しやべろうとして開いていた口の中を舐なめられ、唇を軽く食はまれる。

　不意打ちのキスに続き、腰に巻きついた手が妖あやしく俺の体を弄いじってきた。

「どこ触さわってんだ、バカッ」

　押領司の腕から逃のがれようとしてもがくと、ばしゃばしゃとお湯が跳はね、浴室にその音が響ひびき渡わたる。押領司は、大人しくならない俺の耳元に囁いた。

「こうなることくらい、わかってたくせに。本当は嫌じゃないんでしょう？」

「……っ…!!」

　甘く詰なじられ、言葉に詰まる。

　───そう。こうなることはちゃんとわかっていた。

　往おう生じよう際ぎわ悪くじたばたとしていたけれど、心の隅すみに覚かく悟ごを決めている自分も確かにいて……。

　別に抱だかれることは嫌じゃない。むしろ、触ふれ合うことは好きだし、求めてくれているのだと思うと嬉しくなる。

　ただ、そうやって素す直なおになるには羞しゆう恥ち心しんが大きすぎるのだ。それに下手に年上なせいもあり、ヘンなプライドが正直になることを邪じや魔ましてしまう。

　いっそ理性をなくしてしまえば、すんなり甘えられるだろうにと思うけれど、そう簡単にいくものでもないし。

　アルコールで酩めい酊ていするという手もあるけれど、下げ戸この俺では記き憶おくまで飛んでしまいかねない危険性がある。

「お、俺はその───」

「透さんが自分で進んで来たんですからね。もう逃にがしませんよ」

「……あ……っ」

　首筋に柔やわらかなものが押し当てられる。それが押領司の唇だと気づいた瞬間、濡ぬれた肌はだをキツく吸い上げられた。

　ゾクリと電流のようなものが走り抜ぬけ、俺の体から力がストンと抜け落ちる。一瞬でくたりとなった俺に、押領司は片手を強く巻きつけたまま、もう一方の手で胸の尖とがりに触れてきた。

「っん！」

　お湯の中での接せつ触しよくは普ふ段だんより、少しだけ感覚が鈍にぶい。指先で転がされ、キツく摘つままれても痛みはあまりなく、じわじわと快感が込こみ上げてくるばかりだ。　>>>♥

「……ま、待ってくれ」

　徐じよ々じよに昂たかまりつつある体を持て余しながら、俺は浅くなった呼吸の合間に待ったをかけた。

「まだ逃げるつもりなんですか？」

　不満そうな声とともに、抱きしめてくる腕に力が込められる。

「違う。……どうせなら、顔が見えてたほうがいいだろ……」

　押領司の腕の中で無理矢理体を捻り、気き恥はずかしさを堪こらえてそう告げた。流されてやむなくしている行こう為いではなく、自分も望んでいたことだとわからせたくて。

　振り向いた先で押領司は驚おどろいた顔をしていたけれど、一いつ拍ぱく後に破顔する。

　その笑え顔がおにますます頰ほおが熱くなり、俺は押領司の肩口に額を押し当て顔を隠した。

「本当にあなたにはかなわないな。どこでそういう殺し文句を覚えてくるんですか？」

「……バカ云え」

「顔が見えていたほうがいいんでしょう？」

　そう云って、押領司は俺の顔を上げさせた。濡れた唇を指でなぞられると、熱い吐と息いきが隙すき間まから零こぼれてしまう。

　指の動きに気を取られているうちに押領司の顔がすぐそばに迫ってきており、はっと息を吞のんだ瞬間、唇がやんわりと塞がれた。

「……ん……」

　触れているだけだった口づけは、徐々に交わりを深くしていく。唇を啄ついばまれ、それに応えると今度は口の中に舌先が忍しのび込んできた。

「ん……んん……っ」

　深く絡からみ合う舌の感触に、頭の芯しんがジンと痺しびれる。何度も角度を変えてお互たがいの唇を貪むさぼり合い、それでも足りないと押領司の首に腕を回して縋すがりつくと、口こう腔こうを荒あら々あらしく搔かき回された。

「は……っ、ぁ…ン……」

　ざらりと擦すれ合う舌の表面が気持ちよく、強く吸われるとチリチリと痺れる。同じように吸い返すと項うなじの辺りをくすぐられ、意識が逸それた隙に再び搦からめ捕とられた。

　混じり合う唾だ液えきを上手うまく飲み下せず、唇の端はしから伝い落ちていく。押領司はそれを舐め取り、濡れた自分の唇をも舌で拭ぬぐう。

「……ッ」

　それだけの仕草がとてつもなくいやらしく見えるのは、この端たん整せいな顔立ちのせいだろうか？

　ぼんやりと見み蕩とれていたら、腰こしを摑まれ持ち上げられる。突とつ然ぜんのことにびっくりしていると体ごと引き寄せられ、押領司の膝ひざに乗り上げるような体勢にさせられた。

「なに…？　ちょっ、うわ……」

　上半身が密着し、昂たかぶった中心も押領司の腹部で擦れる。俺に当たる押領司のそれもすでに硬かたく張り詰つめ、凶きよう暴ぼうなほどに猛たけっていた。

　何か、凄い……。

　思わず赤面し、俺はごくりと唾つばを飲み込む。いたたまれない接触に体を浮うかしかけたけれど、すぐに引き下ろされ、腰を妖しく擦こすりつけられた。

「あ、や……っ」

「逃げないで、透さん」

「んぅ、ぁ…ふ……っ」

　甘い囁ささやきに鼓こ膜まくが蕩とろける。いたずらに下した唇くちびるを嚙かまれ、抗こう議ぎなど聞きたくないと云わんばかりに再び唇を塞がれた。

　俺の頭を引き寄せていた手は、首筋を伝い、ゆっくりと背筋を撫なで下ろしていく。そして、その指は後ろの狭はざ間まに忍び込むと、隠かくされた窄つぼまりを探さぐり当ててきた。

「……っ！」

「ダメなんて云いませんよね？」

　先手を打たれて、押し黙だまる。ふわりと綻ほころんだ口元を恨うらめしく見つめていると、押領司の指が閉とざされた入り口を擦さすり始めた。

「…っあ、んん……んっ……」

　ぎゅっと目を瞑つぶり、羞恥を必死に耐たえ忍ぶ。どれだけ体を重ねようが、好きな人に体を触られるのは恥ずかしい。それが普段は秘ひめた場所なら尚なお更さらだ。

　円を描えがくように動いていた指先は、少しずつ中に押し込まれ、やがて内部に入ってきた。

「…ぅん、く……っ」

　いつものように慣らすものがないせいで、お湯の中で埋うめ込まれていく指に入り口の皮ひ膚ふが引き攣つれたようになる。

　ちゃんと受け入れようと力を抜こうとするけれど、その狭せまい器官は勝手に指を締しめつけ、異物の侵しん入にゆうを拒こばんだ。

「ごめ……上手く力抜けな……」

「無茶してるのは僕なんですから、謝らないで下さい」

　そう苦く笑しようしながら、押領司は俺に触れるだけのキスをした後、体を屈かがめて鎖さ骨こつに歯を立ててきた。

「あ……っ」

　うっすら歯形が残ったそこを丹たん念ねんに舌でなぞられる。俺の意識を逸らそうというつもりなのだろう。

　そうやって舐なめられていると、表面が蕩け、どんどん神経が剝むき出しにされていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　火ほ照てる肌はお湯で茹うだっているのか、押領司の愛あい撫ぶのせいなのかわからない。

　やがて、かき抱いだく押領司の頭は少し下にずれ、胸の先に唇が触れた。

「ひぁ…っ、あ、あ…っ」

　過か敏びんになってきているせいか、ちろりと舐められただけで痛いほどに感じてしまう。唾液をまぶすように舌先で転がされ、尖ったそこを甘嚙みされると頭の天てつ辺ぺんから抜けるような声が上がった。

　ぷつりと硬くなった粒つぶは唇が離はなれたあともジンジンと疼うずき、痛いた痒がゆいような感覚が消えてくれない。

「透さん、知ってますか？　左のほうが感じやすいって」

「そっ……なの、知らな……んんッ」

　唇を触れさせたまま喋しやべられ、その振しん動どうすら刺し激げきになる。快感は腰の奥に溜たまった熱を増ぞう幅ふくさせ、勃たち上がった自身を痛いほどに張り詰めさせた。

　それを押領司の腹部に擦りつけそうになるのを、俺はなけなしの理性で堪え、体をどうにか引き離す。けれど、そのせいで押領司の口元が視界に飛び込んできた。

「あ……ぁ、や……っ」

　見え隠れする赤い舌に目を奪うばわれる。それ以上に、強く吸われた自分の胸の尖りが鮮あざやかに色づいていた。

　押領司は下か肢しから力の抜けた一いつ瞬しゆんの隙をつき、先だけ含ふくませていた指を奥に押し込んだ。

「んー…っ」

「キツかったら、云いって下さいね」

　手加減はしてあげられませんけど、と矛む盾じゆんするようなことを云いながら、押領司は第二関節辺りまで入り込ませた指で中を搔き回し始める。

　強こわ張ばった筋肉を揉もみ解ほぐし、キツく締めつける内ない壁へきを指の腹で押すようにされると、内うち腿ももがひくひくと痙けい攣れんした。

「…っあ！　ぅ……ん、ん…っ」

　少しずつ緩ゆるみ始めた内部を擦りながら、押領司の指が抜き差しされる。その度たびに生まれる微かすかな痛みに体を強張らせ、指を含んだ器官に力が籠こもってしまう。

　押領司はそれでも強ごう引いんに中を抉こじ開け、より深い場所を探ってきた。

「や……いた……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐによくなります」

「ぅあっ、あ…っ、あっ!?」

　ぐっと粘ねん膜まくを押されて、びくんっと体が跳はねる。感じやすい場所を故意に刺激され、そこを執しつ拗ように撫でられると指先までビリビリと痺れ、ひっきりなしに上擦った嬌きよう声せいが上がった。

「あっ、ぁああ……っ、く、ぅ……」

　まるで自分のものではないような甘ったるい声が、波打つお湯が立てる水音とともに浴室に響ひびき渡わたる。

　羞しゆう恥ちから、唇を嚙みしめて声を堪こらえようとすると、押領司の指が口の中に押し込まれ、口腔まで指で搔き回された。

「もっと声、聞かせて下さい」

「あ……は……っ、あぁあ……っ」

「透さん……」

　云いながら、窄まりから指を引き抜ぬかれたかと思うと、すぐに突つき入れられる。二本に増えた指の隙すき間まから体の中に温かなお湯が入り込み、その奇き妙みような感覚に俺は目を見張った。

「柔やわらかくなってきてるのわかりますか？　中がひくついてる」

「……っ、云う…な……っ」

「もう大丈夫ですよね？　僕もそろそろ我が慢まんがきかないんで」

「んぅ……っ」

　ずるりと指がまとめて引き抜かれる。そして、すぐに喪そう失しつ感かんを覚えたその場所にひたりと欲望の先せん端たんが解ほぐされた窄まりに押し当てられた。

「ぁあ……っ!?」

　あまりの熱さにひゅっと息を吞のんだ瞬間、尻しりの丸みを左右に割り開かれ、ぐっと硬い切っ先が入り込んでくる。そのまま腰を引き下ろされ、奥まで深く犯おかされた。

「つ……っ…」

　無理に押し入られ、引き攣れるような感覚に顔を顰しかめる。ぬめるものが何もない状態での挿そう入にゆうは、やはり痛みを伴ともなった。

　摑つかまった押領司の肩かたに爪つめを立て、歯を食いしばると、ふわりと宥なだめるようなキスをされた。

「やっぱり、少しキツいですか？」

「だい…じょうぶ…だから……」

　体の内に入り込んだ押領司の欲望の熱さを知ってしまえば、痛いからやめてくれとは到とう底てい口にできない。圧あつ倒とう的な大きさのそれはドクドクと脈打ち、怖こわいくらい熱く猛っていた。

　本人は平気な顔をしているけれど、それだって相当の忍にん耐たい力りよくの賜たま物ものだろう。同性として、その辛つらさはよくわかる。

　だからこそ、無理をしてでも押領司の衝しよう動どうを受け止めてやりたかった。それに、相手を欲しいと思う気持ちは、自分の中にも存在していた。

「無理しなくていいですよ」

「んっ……無理じゃない……っ」

　そう云って自分から動こうとする俺を、押領司は制止し、穏おだやかに微笑ほほえみかけてくる。

「僕はちゃんと二人で気持ちよくなりたいんです。ゆっくり慣らしていけばいい。夜はまだ長いんですから」

　押領司は、僕に任せて下さいと云いながら、強張る俺の体をあやすために芯しんを持った昂たかぶりに触ふれてきた。長くて器用な指が絡からみつき、痛みに萎い縮しゆくしかけたそれを扱しごいてくる。

「ん……ぁ、あ…っあ……」

「気持ちいいのだけ感じてて下さい」

　上下に擦こすられ、先端を撫なでられるとお湯の中でもそこがぬるぬるしているのがわかった。

　裏側をくすぐられ、根元の膨ふくらみを揉み解され……少しだけ物足りない愛撫に、腰こしが勝手に揺ゆらめき始める。

「ひぁ、あ……く……っ」

「ほら、馴な染じんできたのわかりますか？」

「あぁあ…っ、あ、あ…っ！」

　軽く腰を揺すられただけなのに、全身が総毛立った。気がつけば下肢の強張りは解けており、内側の粘膜がいやらしく押領司の昂りに絡みついている。

　それでも慎しん重ちように動く押領司がもどかしくて、俺はねだる言葉の代わりに嚙かみつくようなキスをした。

　唇にしゃぶりつき、舌をキツく捩ねじ込んで搔かき回す。それに応こたえるようにして舌を搦からめ捕とられ、痺しびれるほどに吸い上げられている最中、ふいに腰の奥を突き上げられた。

「んぁ…っ！」

　反射的にガクンと首が仰のけ反り、首筋を無防備に晒さらす、喉のど元もとに歯を立てられれば、ゾクゾクと体が震ふるえ下腹部が熱く疼いた。　>>>♥

「あ…っ、あっ、んー…っ」

「透さん、いつもより感じてるんじゃないですか？」

「……っ、知るか…っ、あ、あ…っ」

　初めはゆっくりだった揺さぶりが、徐じよ々じよに激しさを増していく。浴よく槽そうのお湯もそれに伴ってバシャバシャと大きな音を立て、俺の嬌声と混じり合った。

「あぁあっ、い…っ、あー…っ」

　腰を摑み直され、穿うがつ角度を変えられる。

　お湯の浮ふ力りよくを使って体を浮うかされ、ギリギリまで引き抜かれた熱を再び押し込まれ、強すぎる快感に喉の奥から迸ほとばしる声が止まらない。

　ぐちゃぐちゃに搔き乱されるのは繫つながった場所だけでなく、頭の中もそうだ。もう何も考えられないまま、押領司の与あたえる熱と刺激だけが感じられる全すべてだった。

「ひぁ…っ、あ…ぁあっ、や、もう……っ」

「もう、イキそう？」

「んっ、ぅん…っ」

　コクコクと頷うなずいてみせると、俺を追い上げるピッチが上がる。一ひと際きわ強く穿たれた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になった。

「あ…っ、あっ、あっあ……っ、……っ!!」

　声にならない叫さけびとともに、どくん、と下腹部が大きく脈打つ。お湯の中で欲望が爆はぜたのだと認にん識しきした直後、体の奥で何かが弾はじけ、温かなものが注ぎ込まれた。

　くったりとなり、ひくひくと小刻みに震える体を預けると、押領司はぎゅっと強く抱だきしめてくれる。

「大丈夫ですか？」

「……うん、平気」

　体を重ね合うことも嬉うれしいと思うけれど、こうしてただ抱きしめられていることがとても幸せだと思う。

　素す直なおに甘えられない俺が、唯ゆい一いつ自分を曝さらけ出せる瞬間だから。

「……きだよ」

「何か云いましたか？」

「ううん、何でもない」

　口の中で小さく呟つぶやいた言葉は、普ふ段だんなら恥はずかしくてなかなか云えない言葉。

　もう少しこうしていたいとしがみつき、甘えるように頰ほおを擦すり寄せると、押領司は濡ぬれた髪かみを優やさしく撫でてくれた。










「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……まだ、ぐらぐらする」

　額に載のった冷たい濡れタオルをずらすと、心配そうにしている押領司の顔が目に入った。

「水持ってきたんですけど、飲めますか？」

「飲む」

　押領司に手伝ってもらってベッドの上で体を起こし、受け取ったコップの中の水を一気に呷あおる。キンと冷えた水が体の中を落ちていくのがわかった。

　水分を摂とったお陰かげで、ムカムカしていた胸が少しすっきりする。

　平然とした顔で俺を支えている押領司に、理り不ふ尽じんさを感じ悪態をつく。

「……どうしてお前は平気なんだ……」

「透さんにカッコ悪いところ見せたくないですからね」

「俺だって、そんなもの見せたくない……」

　風ふ呂ろに入っている間は何ともなかったのだが、上がった途と端たんこの有り様だ。

　視界がぐらついたかと思うと、平へい衡こう感覚を失い、へたり込みかけたところを押領司に助けられた。つまり、逆上のぼせて貧ひん血けつを起こしたというわけである。

　情けないったら、ありゃしない。

「でも、さっきは来てくれるとは思いませんでしたよ」

「あ…あれは、早く風呂に入りたかっただけだ」

「あれ？　僕の機き嫌げんを取りに来てくれたんじゃなかったんですか？」

　照れ隠かくしにてきとうなことを云いったら、揚あげ足あしを取られてしまった。そういうところは聞き流せっての。

「どっちでもいいだろ！……う……」

「あんまり大きい声出すと、頭に響ひびきますよ。もう少し横になっていて下さい」

　叫んだら、気持ち悪さがぶり返してきてしまった。押領司の冷静な対応に釈しやく然ぜんとしない思いを抱いだきながら、素直に体を横たえる。

　畳たたみ直した濡れタオルを額の上に置いてもらうと、体がだいぶ楽になった。

「……ごめん」

「何がですか？」

「せっかく旅行に来てるのに、こんなことになっちゃって」

　楽しむためにきた旅行先で心配をかけてしまうなんて、本当に申し訳ない。

　しゅんとなって謝ると、押領司は優しく微笑ほほえみかけてきた。

「謝らなくていいですよ。透さんの看病してるのも楽しいし。普段、弱ってるところなんてあんまり見せてくれないから、むしろ嬉しいですし」

「バカ。何云ってんだ」

「……それに、昼間のことで怒おこってるんじゃないのかなって思ってたから」

「昼間のこと…？」

　告げられた言葉に、抱える不安を見み抜ぬかれたのかとギクリとなる。

　何を云い出すのだろうかとはらはらとしながら、俺は押領司の様子を見守った。

「僕が妙みようなのに引っかかったせいで、透さんにも迷めい惑わくをかけてしまったので。鬱うつ陶とうしかったでしょう？……すみませんでした」

「いや、気にしてないよ」

　押領司がまったくの他人に、あんな態度を取ったことはびっくりしたけれど。

「いつもならああいうのはもう少し上手うまく躱かわせるはずなんですが、今日は自分に余よ裕ゆうがなかったみたいで……」

「あれは仕方ないって」

　身も蓋ふたもない物云いに苦く笑しようしてしまう。

　それにしても、やっぱり押領司はあの手の誘さそいを受けることがよくあるのか。

　誰だれしも、このルックスや物もの腰ごしに惹ひかれないわけがない。もしかしたら、いかにも遊んでいなさそうな優等生然とした雰ふん囲い気きが、年上の女性に御ぎよしやすいと思わせるのかもしれない。

　……押領司はどんなタイプが好みなんだろう。

　エッチだって慣れてるし、女もイケるってことは、それなりに好きなタイプがあるはずだ。男の俺を好きになってくれたこと自体が、きっと押領司にとってはイレギュラーなことなんだろうし。

　だけど、気になるからってそんな質問をするわけにもいかない。ぼんやりと押領司の顔を見つめていたら目が合ってしまった。

「どうかしましたか？」

「べ、別に何も…っ」

「透さんはそればっかりですね。風邪かぜ引くといけないから、髪乾かわかしましょうか。ドライヤー持ってきますね」

　そう云って、押領司は楽しそうに部屋から出ていった。

　そこまでしないでもいいと引き止めようとしたけれど、間に合わなかった。そんなに俺の面めん倒どうを見るのが楽しいのだろうか。

　そういや、元々世話焼きだもんな。俺みたいにずぼらな人間を見ていると、手を出したくなってしまうのかもしれない。

「───って、それじゃダメだろ」

　あいつのための旅行なのに、俺があれこれしてもらってどうするんだ。

　自己ツッコミを入れつつ、ため息をつく。

　……まあ、あいつが楽しんでるならこれもいいか。

　俺は苦笑いを零こぼしながら、押領司が戻もどってくるのを待つのだった。
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　二泊はく三日の滞たい在ざいは、あっという間だった。

　誰の目も気にすることなくタイムリミットも考えなくていいこの三日間は、時間が過ぎるのも速かった気がする。

　幸い、滞在期間中は天気もよく、いつまでもこんな時間が続けばいいのにと願わずにはいられないくらい、楽しかった。

　名残なごり惜おしく思いながらのせいか、何度も手を休めてしまう帰り支じ度たく。しかし、それもすぐに終わってしまった。

「透さん、ちょっと休きゆう憩けいしてお茶でも飲みませんか？」

「そうだな。俺、この荷物だけ車に積んでくるよ」

　キッチンから聞こえてきた声に返事をし、俺は二人ぶんの荷物を抱かかえて駐ちゆう車しや場じようへと向かう。

　あと数時間で日常に戻ってしまうのだと思うと、何となく淋さびしい気持ちになる。仕事は楽しいし、近所つき合いも上手くいってるから、日々の生活に不満があるわけじゃない。

　それでも帰りたくないと思ってしまうのは、それだけこの三日間が楽しかった証しよう拠こだろう。

　正直、もし長時間を共に過ごしてぎこちなさを感じてしまったら、という不安もなくはなかった。

　一いつ緒しよにいることでどちらかが負担を覚えるようなことがあれば、心が離はなれていくきっかけになってしまうかもしれない、と心のどこかで心配している自分もいた。

　だけど、少なくとも俺は何の違い和わ感かんも感じなかったし、あいつも終始機嫌がよかったから、俺の心配は杞き憂ゆうで終ったようだった。

　だから、こうやって毎日を一緒に過ごせたらどんなにいいだろうと、俺は性しよう懲こりもなく考えてしまうのだ。

「考えるだけならタダだもんな」

　そんな夢を抱いだくくらいは、許されるはずだ。

　自分だけの胸に、秘ひめておけばいいのだから。

　俺は一つ深呼吸をして気持ちを切り替かえると、暖だん房ぼうを利きかせるために車にエンジンをかけてから、小走りで家の中に戻っていった。

「お待たせ」

　暖かな部屋に入ると、紅茶のいい香かおりが漂ただよってきた。お昼は食べたけれど、動いたせいか小腹が空すいている。

　紅茶の香りに食欲を刺し激げきされつつリビングを覗のぞくと、ちょうど押領司がカップの載のったトレーを運んでいるところだった。

「ちょうどいまお茶が入ったところです。茶ちや菓が子しがないんで、お土産みやげ一つ開けちゃったんですけどよかったですか？」

「うん、俺も何か摘つまみたいと思ってたんだ。残ったら、ウチで食べればいいし」

　俺は促うながされるまま、ソファーに腰こしを下ろす。ここ数日で、かわいらしい内装にも目が慣れ、フリルのクッションが横にあるのが当たり前の光景になってしまった。

「置いてあった茶葉なので、香りが少し飛んでるかもしれません」

　そう断りながら慣れた手つきでポットから紅茶を注つぐ押領司の手に、つい目がいってしまう。

　押領司って何をするにしても、所作が綺き麗れいなんだよな。柔じゆう道どうをやってるからそれなりに男っぽい手はしてるけど、仕草一つでこんなにも優ゆう雅がに見える。

「砂糖は一つでしたよね」

「うん、さんきゅ」

　真っ白の薄うすい陶とう器きのカップを差し出された俺は、冷えた体を温めようと早速口をつけた。

　湯気の立つ熱い紅茶を啜すすると、体の中から温かくなっていく。

　お茶なんていままでてきとうに淹いれたことしかなかったから、押領司が淹れてくれたのを飲むまでこんなに美味おいしいものだなんて知らなかった。

「───透さん。話があるんですけど、いいですか？」

「何だよ、改まって」

　そういや、ここに来るときもそんなことを云いってたっけ？

　詳くわしく聞こうとしたら話を逸そらされちゃって、それっきりになったけど、初めから最終日に告げるつもりだったのだろうか？

　どんな話を切り出されるのかと内心ドキドキしていた俺の前に、押領司は何か光るものを滑すべらせてきた。

　俺はそれを手に取り、まじまじと見つめてみた。

「これは何だ？」

　銀色に光る真新しい鍵かぎ。それはわかる。しかし、何のためのどこの鍵なのか。そして、それを俺に見せる理由がさっぱりわからない。

　首を捻ひねる俺に、押領司はにっこりと微笑ほほえみ、平然と告げた。

「僕たちの家の鍵です」

「……は？」

　僕たちの家？

　いま、そう云ったのか？

　俺は耳はいいほうだし、空そら耳みみ体質でもないはずだ。しかし、たったいま押領司の口から出てきた言葉は、俺の理解の範はん疇ちゆう外がいだった。

「大学入学祝いに、祖父から生前贈ぞう与よとして譲ゆずられたマンションがあるんです」

「生前贈与？　マンション？」

「透さんの教習所までの距きよ離りはこれまでと同じくらいで、駅まで徒歩十分程度なんで僕も大学に通いやすいから、立地は申し分ないと思うんです。それに僕の名義になってるマンションだから、家賃はかかりませんし」

　話を聞けば聞くほど混乱してくる。立て板に水とばかりに説明する押領司を、俺は慌あわてて押し止とどめた。

「ちょ、ちょ、ちょっと待て！」

「はい？」

「……ごめん、ちょっと頭が混乱して……。つまり、お前が云いたいのは……」

「一緒に暮らしたいってことです」

「────」

　きっぱりと云いきられた言葉に、俺はくらりと軽い目眩めまいを覚えた。

　そりゃ、俺もこの三日間の中で一緒に暮らせたらと思ったりもしたけれど、それを想像することと実行に移すことにはかなりの距離があるわけで、想像と現実では訳が違ちがう。

　実際にはクリアしなければいけない問題も多々あり、夢や希望だけではどうにもならないことをこいつはわかっているのだろうか？

　簡単に、はいそうですかといってすむことじゃない。

　経済観念だとか一いつ般ぱん常識だとかにギャップがあることはわかっていたけれど、この場合はどうしたらいいんだろう……。

「どうしたんですか、透さん」

「どうしたって……本気で云ってるのか、それ」

　深いため息をつきながら訊きくと、押領司は理路整然とその理由を話してくれた。

「勿もち論ろんです。大学が始まったら自由になる時間が減って、いままでみたいに会いたいときに会うなんてできなくなるじゃないですか。通学の方向が反対になるから、以前のように学校帰りに透さん家ちに寄るってこともできなくなりますし」

　だから一緒に暮らせばいいと思ったのだと胸を張って云われ、目眩どころか、頭まで痛くなってきた……。

　押領司がいくら大人びていると云っても、こういう感覚はまだ子供なのかもしれない。社会に出てからどんなしがらみに囚とらわれるかなんて、想像したこともないに違いない。

　額を押さえながら肩かたを落とすと、押領司は不思議そうな顔で訊いてきた。

「ダメなんですか？」

「俺は反対だ」

「透さんは、僕と一緒に暮らすことが嫌いやだってことですか？」

「嫌だなんて云ってない。ただ、話が性急すぎるって云ってるんだ。───あのな、押領司。お前はいまいくつだ？」

　どこから説明すべきだろうかと、頭を抱かかえてしまう。

　とりあえず、俺は一つずつ問題点を挙げてこいつを諭さとしていくことにした。

「十八です。五月で十九になりますが」

「そう、まだ未成年だ。家賃がかからないって云ったって、社会人の俺が学生で未成年のお前におんぶにだっこで暮らせるわけがないだろう」

　それじゃまるで立場が逆だ。俺は、そんなどちらかに頼たよった関係になりたいわけじゃない。

「そのことなら気にしなくてもいいですよ。僕に負担が来るわけじゃないですし」

「俺は気にするんだよ！　だいたい、大学生のお前と社会人の俺が一緒に暮らすってことを、周りには何て説明するんだ？　それを親おや御ごさんには云ってあるのか？」

　事の重大さをわかっていない押領司に苛いら立だち、俺は一息に捲まくし立てた。

「それは、まだですが…」

「云えてないんだろう？　こういう関係をよく思わない人だっているんだ。もし、噂うわさにでもなったりしたらどうなると思う？　これが女の子とならまだしも───」

「え？」

　俺は思わず、自分の後ろ暗いコンプレックスまで口走りそうになって焦あせった。そんなこと、押領司に聞かせる類たぐいの話じゃない。

　何とか誤ご魔ま化かそうとすると、声が上うわ擦ずってしまう。

「そ、そうじゃなくて、俺たちは男同士なんだから、もっと慎しん重ちようにってことだよ」

「じゃあ、透さんは俺と暮らしたくないわけじゃないんですね？」

　押領司は、そのことに関して執しつ拗ように念を押してくる。

　こいつはずっと一いつ緒しよにいたいと、俺が願わないとでも思っているのだろうか。

　本当は『一緒に暮らしたい』と云われて、嬉うれしかった。一も二もなく、頷うなずけたらどんなにいいだろう。

　でも、俺は自分の望み以上に押領司のことが大事なんだ。その場の雰ふん囲い気きとか勢いだけで、こいつの足を引っ張りかねないようなことはしたくない。

「その……俺だって、お前と一緒にいられたらいいとは思うけど、それだけですむことじゃないんだからな。お前の気持ちは嬉しいけど、大学生になったばかりでこういう話をするのはまだ早いと思うぞ」

　気き恥はずかしくて早口になってしまったが、これだけは伝えておきたかった。

　わかってくれただろうかと、おずおずと視線を上げてみると、押領司は真しん摯しな眼まな差ざしで俺を見つめていた。

「───そうですね。透さんの云うことはよくわかります」

「押領司……」

　云いたいことは伝わったらしく、俺はほっとして胸を撫なで下ろした。

「僕なりにもう一回、ちゃんと考えてみます。透さんの意見も聞かずに勝手なことをしてしまって、すいませんでした」

「いや、俺もキツく云いすぎたかも……。ごめんな」

　ケンカにはならなくてすんだけれど、何となく空気が重苦しくなってしまった。

　もう少し、云い方があったかもしれない。肩を落として反省していると、普ふ段だん通りのトーンで押領司が言葉をかけてきた。

「透さん。明後日あさつての木曜日は休みでしたよね？」

「ああ、そうだけど？」

　今度は何だろうと思いながら答えると、押領司は微笑ほほえみながらこう云ってきた。

「その日、大学の入学式なんですが、昼には終わるのでデートしませんか？」

「！」

「手間でなければ、車で迎むかえに来てくれると嬉しいんですが」

　ぎこちなくなった空気を気にして、フォローをしてくれたのだろう。

　頼たのみごとをすることで、キツく云いいすぎてしまったと後こう悔かいしている俺の気持ちを軽くしてくれようとしたに違いない。

　じわりと胸が熱くなり、泣き笑いのような顔になってしまう。慌てて俯うつむいたけれど、押領司には見られてしまっただろうか。

「……わかった。大学の前で待っててやるよ」

「ありがとうございます」

　表情を整えて顔を上げると、押領司は茶ちや菓が子しをつまみながら紅茶を啜すすっていた。

　多分、いまのみっともない顔は見なかったことにしてくれたんだと思う。

「ただし、デートコースはちゃんと考えておくんだぞ」

　照れ隠かくしにそう告げると、押領司はにっこりと笑い胸を張って宣言した。

「任せて下さい。透さんに気に入ってもらえるような場所をピックアップしておきますから」

　午後に別べつ荘そうを出発した俺たちは、行きと同じルートで帰き途とについた。

　高速道路の渋じゆう滞たいも覚かく悟ごしていたけれど、混こんでいたのは数キロのことで予定より早くに地元に帰り着いてしまい、俺は見慣れた街の並びを見ながらちょっとだけと肩を落とす。

「案外早く着いたな……」

「ええ、渋滞に摑つかまらなくてよかったですね」

「そうだな……」

　家に帰りつけば、この旅行は終わってしまう。普段は渋滞など好きでも何でもないけれど、今日ばかりは待ち望んでいたのだが、こういうときに限って道はどこも空すいていた。

　帰る時間が遅おくれれば遅れるほど、二人きりの時間を引き延ばせると思っていたのに……。

　世の中、そう上手うまくはいかないってことだよな。

「あれ？　そこ曲がらなくていいのか？　この道をまっすぐ行ったら、お前ん家ちに行くのに遠回りだろ」

　落らく胆たんし、ぼんやりとしていたけれど、この道は俺の家へのルートではないか。

　間ま違ちがえたのだろうと思って、運転する押領司に告げると予想外の答えが返ってきた。

「ええ。透さんの家に向かってますから」

「じゃあ、お前はどうすんだよ」

「電車で帰ります」

「それだと、帰るのが面めん倒どうじゃないか？」

　ウチから押領司の家まで直線距きよ離りならそう遠くもないが、電車やバスで帰るとなると面倒だ。

　そんなに俺に気を遣つかわないでもいいのに。

　そう思って引き返すよう云うと、押領司はがっかりとした顔になった。

「わからないんですか？」

「何が？」

「もう少し、一緒にいたいって云ってるんですよ」

「……あ……そ、そうか……」

　ため息混じりに云われた言葉に、俺はうっすらと頰ほおを染める。

　押領司も、俺と同じように別れがたいと思ってくれていたとは思いもしなかった。

「透さんの部屋、寄ってもいいですよね？」

「わ、わかったよ。しょうがないから、あとで俺が送っていってやる」

　俺なら恥ずかしくて到とう底てい口にできないようなことを、押領司ははっきりと云ってくるからこっちが照れてしまう。

　内心では嬉しく思っていても素す直なおにそれを表現できず、俺はついついぶっきらぼうな態度を取ってしまうのだけれど、押領司にはそれすら見み透すかされてるような気がする。

「それじゃ、終電逃のがしてもいいかな。ギリギリまで透さんと一緒にいれますね」

「バカ。明日、大学のガイダンスがあるんだろ。あんまり遅おそくならないうちに帰れよ」

　押領司のことだから寝ね坊ぼうして遅ち刻こくなんてことはしないだろうけど、それでも翌日に備えておくに越こしたことはない。大学生活の初日は、やっぱり大事な日だろうし。

　離はなれがたいからと云って、俺が引き止めるわけにはいかない。

　そうやって、俺が真ま面じ目めに考えてるのに、押領司はくすくすと笑って云ってきた。

「心配性しようだな、透さんは。大学に行くのは僕なのに、僕より緊きん張ちようしてるんじゃないですか？」

「そっ…そんなことないと思うけど……」

　押領司の云うように、俺は心配性なのだろうか？

　でも、自分のこと以上にこいつのことが気になってしまうんだから仕方がない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。明日はちゃんと行きますから」

「……もう、勝手にしろ」

「はい、そうします」

　押領司は上じよう機き嫌げんで頷くと、慣れた手つきでハンドルを切る。交差点を曲がると、俺のマンションが見えてきた。

「先にエントランスのところで降りますか？」

「いいよ。荷物もあるし、駐ちゆう車しや場じように停とめてくれ」

「はい」

　車体は器用に方向転てん換かんし、バックから割り当てられたスペースに滑すべり込む。荷物を下ろすために助手席から先に降りた俺の目に、見慣れた車体が飛び込んできた。

「───あれ？」

　あの銀色の輸入車は、まさか……。

　同じ車なだけだと思いたかったけれど、あの種類は日本にはあまり数が入ってきていない。

　来客用スペースに停まったその車から降りてきたのは、俺が危き惧ぐした通り、親友の樋ひ口ぐち利とし哉やだった。

　どうして、よりによって押領司と一いつ緒しよにいるときに、前まえ触ぶれもなく訪ねてくるんだよ。

　俺たちに気づきませんようにと心の中で祈いのったけれど、俺の願いも虚むなしく、利哉は俺のことを見つけてしまった。

「透？」

「よ、よう」

　動どう揺ようしているせいか、返事も笑顔もぎこちなく強こわ張ばってしまう。

「お前、この二日どうしてたんだ？　携けい帯たいも自宅も全然電話が繫つながらないって、どういうことだ」

「あ、ごめん……」

　そういえば、誰だれにも邪じや魔まされたくないからと二人で携帯の電源を切ったんだっけ。それきり、カバンの底に放置したままだ。

「出かけるなら、前もってどこに行くかくらい云っておけ。倒たおれてるんじゃないかと心配したんだぞ」

　利哉は憮ぶ然ぜんとして文句を云いながら、こっちに近づいてくる。

　どうしよう……。前に、部屋で押領司と鉢はち合あわせしたときも訝いぶかしがられたのに、いまこうして一緒にいるところを見られたら、何と云い訳すればいいのかわからない。

　とにかく、利哉には押領司を見つける前にこの場から離れてもらわなければ。

　背中で運転席を隠しながら解決策を考えていたのだが、それを思いつく前に利哉が俺の様子のおかしさに気づいてしまった。

「それで、どこに行ってたんだ？───君は……」

「───!!」

　やはり、誤ご魔ま化かすことは無理だったようだ。

　おたおたとする俺のために、押領司も車から降りずに待っていてくれたみたいだけれど、それも無む駄だになってしまった。

「こんにちは。たしか、先生のお友達の方でしたよね」

　押領司はおもむろに運転席から降りてくると、にこやかに微笑ほほえみながら利哉に挨あい拶さつする。

　しかし、利哉のほうは不機嫌そうな顔で俺に詰つめ寄ってきた。

「透。どうして彼がお前の車の運転席にいるんだ？」

「あの…」

「あいつの面倒をまだ見てやってたのか」

「えーと、その……何と云いうか……」

　答えあぐねて、言葉に詰まる。

　面倒を見てるわけではなく、本当はつき合っているのだけれど、それを云う勇気がない。

　そうやってしどろもどろになっていると、俺の代わりに押領司がその質問を引き受けてくれた。

「透さん、高速の練習につき合ってくれてありがとうございました」

「───君はまだ透の世話になっていたのか」

　利哉は押領司をジロリと睨にらみ、高圧的に云う。

「ええ。教え方が丁てい寧ねいなので、お願いしてるんです。それじゃ、僕はこれで失礼します」

「え？　あ、ちょ、ちょっと待っ……」

　押領司は丁寧な物もの腰ごしで頭を下げ、何も持たずに行ってしまった。慌あわてて追いかけようとしたけれど、利哉に腕うでを摑つかまれて引き止められてしまう。

「押領司…っ」

　荷物を持たずに帰って行ったのは、余計なことを利哉に悟さとらせないようにするためだろう。

　そんなふうに気を遣わせてしまったのは、俺のせいだ。

　利哉に自分の性せい癖へきを知られたくないがために俺が優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度を取っていたから、ああやって噓うそをつかせてしまった。

　俺は、何てことをしてしまったんだろう。

「いいじゃないか、透。彼にだって、都合もあるんだろうし」

「でも───」

　……あいつを傷つけてしまったはずだ。それなのに追いかけて謝ることもできないなんて、情けなさすぎる。

「警察のお偉えらいさんの息子むすこだからって、特別に個人授業までしてやらなくてもいいんじゃないか？　お前はもう警察官じゃないんだし、関係ないだろ」

「あ……それは、その……」

「まあ、彼のことはどうでもいい。それより、お前に話があるんだ。部屋に行ってもいいだろう？」

「あ、ああ…。車に鍵かぎかけてくるから、先に行っててくれ」

　利哉はどうも押領司のことを邪険にしてる気がする。

　いったい、あいつの何が気に食わないのだろう？

　顔を合わせた回数だって数えるほどだし、交かわした言葉も挨拶程度のものばかりで、気に障さわるようなやり取りはしていないはずなのだが……。

　押領司のほうも口にはしないけれど、俺が利哉に長いこと片かた想おもいしていたことを知っているためか、利哉のことをあまりよくは思っていないようだし。

　どうすればいいんだろう…。今日のところは押領司の機転で助けられたけれど、いつまた、こうやって鉢合わせするかわからない。

　その度たびに俺は、あいつをこうやって蔑ないがしろにするつもりなのか……？

「────」

　このまま押領司との関係を利哉に隠かくし続けていくのは、無理がある。押領司を傷つけ続けるなんて、俺には耐えられない。

　勿もち論ろん、利哉に全すべてを打ち明けるリスクはあるだろう。

　同性、しかも元教え子とつき合ってると告げたら、いままでのような気のおけない友人関係ではいられなくなるかもしれない。

　だからといって、好きな相手に辛つらい思いをさせたままでいるなんて嫌いやだ。

　利哉に愛あい想そを尽つかされるとしても構わない。

　俺がいま、一番大事にすべきなのは押領司だ。いや、『すべき』なのではない。俺がそう『したい』んだ。

　利哉に全てを告げる決意を固めた俺は、緊張した面おも持もちで利哉の待つ部屋へと向かった。

「───利哉、お待たせ」

　ドアの前に佇たたずむ利哉に声をかけると、待ちくたびれたと云わんばかりの顔をされる。

「ようやく来たな。先に来るのはいいけど、鍵がなきゃ入れないだろ」

「あ、ごめん。うっかりしてた」

　緊きん張ちように渇かわく喉のどを唾つばを飲み込んで潤うるおし、俺はドアに鍵を差し込みながら、何気ないふりを装よそおって切り出した。

「……あのさ。実は、俺も話があるんだ。先に聞いてもらえるか？」

「ああ、俺のほうはいつでもいいからな」

　利哉を部屋に上げ、お互たがいいつもの定位置につく。

　何から話せばいいだろうかと混乱する頭を必死に整理する。口を開いては躊ちゆう躇ちよし、黙だまり込む。その繰くり返しに、利哉が不思議そうな顔をした。

「そんなに話しづらいことなのか？」

「悪い、ちょっと頭の中が上手うまく整理できてなくて」

　とりあえず落ち着こうと、大きく深呼吸をする。そうして俺は、ゆっくりと話し始めた。

「……お前に、隠してたことがあるんだ」

「隠してたこと？」

「お前に知られたら気持ち悪いと思われるだろうと思ってずっと云えないでいたけど、俺……女がダメなんだ」

「女がダメって……」

「男にしかそういう気持ちを持てないってことだよ」

　ここで云い澱よどんでは、決意が鈍にぶってしまいかねない。俺は自分を奮い立たせ、わざとさばけた口調で告白した。

「……そうか」

　それきり黙り込んだ利哉に、俺はやっぱりという気持ちになる。

　男としてまっとうに生きてきた利哉には、理解しづらい性癖だろう。でも、それも予想の範はん疇ちゆうの内だったこともあり、俺は利哉の反応にあまりダメージは受けずにすんだ自分にほっとする。

　あまり空気を重くしたくなかった俺は、冗じよう談だんめかした口調で言葉を続ける。

「お前のこともちょっと好きだった時期もあったりして、あ、でも、いまはちゃんと一番の友達だと思ってるから！　それに、いまつき合ってる相手がいるから安心し───」

「相手がいる!?」

「う、うん」

　つき合っている相手がいると云った瞬しゆん間かん、利哉は顔色をなくし、突とつ然ぜん声を荒あららげた。

　何故なぜ、利哉を好きだったことがあるということよりも、つき合っている相手がいるということに驚おどろくのだろう？

　相手がいるということで、生々しく感じたのだろうか……？

「それはどこの誰だれなんだ!?」

「だ、誰って、さっき会っただろう？　あいつだよ。押領司とつき合ってるんだ」

　利哉の剣けん幕まくに押されながら、正直に事実を告げる。

　これで利哉との縁えんが切れてしまうかもしれなくても、俺は喉につかえていた小骨が取れたような気持ちだった。

　長いこと騙だまし続けていたことに対する罪悪感は、自分で思っていた以上に重かったのかもしれない。

「───冗談、だろ…」

「いま云ったことは全部本当だよ。俺はあいつのことが好きなんだ」

「本気で云っているのか？」

　すぐには信じてもらえないかもしれないが、これが俺の話せる真実なのだ。

「当たり前だろ？　こんなこと、冗談で話せるか」

「じゃあ、さっきのは……」

「本当はあいつと旅行に行ってたんだ。俺がお前に会って狼狽うろたえたから、押領司が誤ご魔ま化かしてくれたけど……いつまでも、隠しておけることじゃないもんな」

　俺が自じ嘲ちようめいた苦笑いを浮うかべると、利哉は唇くちびるを引き結び、深刻な表情を浮かべた。

　利哉とこうして話ができるのは今日限りかもしれない。こういった性癖に嫌けん悪お感かんを抱いだかなくても、俺が利哉に噓をつき続けていたのは事実なのだ。

　これからも親友でいてもらえるだなんて思っていない。何を云いわれたとしても、それを受け止める覚かく悟ごはできている。

　利哉は何か考え込んでいた様子だったが、やがて重い口を開いた。

「───よく考えたほうがいいんじゃないのか？」

「は？」

　予想外の台詞せりふに俺は目を瞬しばたたかせる。

　利哉の反応は、呆あきれるか、よそよそしい態度を取るか、噓をついていたことを怒おこるかのどれかだと思っていたのに、そのどれでもなかったことに俺は驚いた。

「お前がそういうタイプだって聞いて、納なつ得とくしたよ。そうじゃなきゃ、一回くらいは近寄ってくる女の子とつき合ってるだろうからな」

「近寄ってって……」

　そんな子、いままでにいただろうか？

　利哉の周りにはいつでもたくさん人がいて、その大半が女の子だった。その側そばに俺もいたから、大学のときは女友達がけっこういたけど、誰しもが利哉狙ねらいだった気がするんだけど。

「透は鈍いからわからなかったのかもしれないが、お前、けっこうモテてたんだぞ」

「そ…そうだったんだ……」

「俺のことを気にして、云い出せなかったんだな」

「……うん」

　云えるわけがない。玉ぎよく砕さいするとわかっている相手に想いを伝えて、友達でさえいられなくなるなんて、当時の俺には到とう底ていできることではなかった。

「でも、考えろってどういうことだよ」

　さっきの言葉が気になって、俺は自分から話の続きを促うながした。

「透の嗜し好こうにあれこれ口を出したくはないんだが……彼とつき合うことについて、お前はちゃんと考えてるのか？」

「ちゃんとって……」

　利哉は何が云いたいのだろう？

　俺なりに押領司のことは考えてるつもりだけど、改めて問われると不安になってくる。

「透は元警官で彼は未成年だろう？　親しい生徒の一人としてなら問題がないかもしれないけど、恋こい人びととしてつき合うのはお互いにとってよくないんじゃないのか？」

「どういうことだよ」

「あいつの父親は警視副総そう監かんだろ？　もしもお前たちの関係が表おもて沙ざ汰たになったら、透にも、彼の将来にも悪あく影えい響きようを及およぼしかねない」

「……っ」

「警察ってのは閉へい鎖さされた社会だからな。異い端たんは受け入れない。副総監がお前たちのことを知ったら、どう思うかくらいお前にだって想像がつくだろう？」

「──…うん」

　利哉の容よう赦しやのない指し摘てきに、俺は何も反論できなかった。

　いま云われたようなことを考えたこともなくはなかったが、そこまで深刻には受け止めていなかった。

　別に悪いことをしていないのだから、人目につくような行動をしなければ問題がないだろうと軽く考えていた面もあったかもしれない。

　押領司に偉えらそうに説教しておきながら、その重大さを俺は真に理解していなかったのだ。

「差し出がましいことかもしれないが、お前たちの関係は彼のためにも悪影響しか及ぼさないと思う。世間に隠かくさなくちゃいけない関係なんて、お互いを傷つけるだけだ」

「そんな……」

「二人して現実に追い詰つめられる前に透から身を引いてやるのが、あいつへの優やさしさなんじゃないのか？」

「……っ!!」

　諭さとすように告げられた言葉が、俺の胸に深く突つき刺ささる。元より抱かかえていた不安と相あい俟まって、俺は暗い気持ちになった。　>>>♥

　やっぱり、俺の存在はあいつの負担になってしまうのか。

「いまなら、まだ取り返しがつく。彼もすぐに大学生活も忙いそがしくなるだろうし、そうすれば直じきに他ほかに興味が移っていくだろう。若いから、いまは目先の興味で夢中になってるだけってことは考えられないか？」

「そう…だな……」

　確かに押領司は現在、俺に夢中になってる状態なのだろう。

　しかし、大学生活が始まろうとしているいま、俺が視野を狭せばめるような障害になっているのだとしたら───。

　俺が青ざめて言葉を失っていると、利哉は申し訳なさそうに謝ってきた。

「すまん、こういうことを云うのは余計な世話だったか？　つき合ってる者同士の問題なんだし、部外者の俺が口を挟はさむことじゃなかったよな」

「……いや」

「透も子供じゃないんだし、自分でそのくらいのことは考えてるか。俺は過保護すぎるのかもしれないな。でも、お前には幸せになってもらいたいんだよ」

「……利哉……」

　いままで通りの関係を続けてはいけないだろうと危き惧ぐしていた俺は、何も変わらない利哉の優しさに胸を打たれる。

　だが、押領司とのことを考えると、そのことを無む邪じや気きに喜んでもいられなかった。

　いまある幸せは、かなりのリスクの上に成り立っているという事実が、改めて俺に重くのしかかってくる。

　ただ純じゆん粋すいに好きだという気持ちが、あいつの足を引っ張りかねなくなるなんて……。

「透、今日のところは一いつ旦たん帰るな」

「……あ……。でも、お前も何か話があるんじゃなかったのか？」

　俺のことばかり話していたことに気づいてそう問うと、柔やわらかな笑えみが返された。

「俺のは大したことじゃないから、いつでもいいって。今日は疲つかれてるみたいだし、また出直すよ」

「うん…ごめん……」

　正直、これ以上表情を取り繕つくろえる自信がなかったため、利哉の申し出はありがたかった。

　玄げん関かんまで利哉を見送った後、一人きりになった俺はどさりとベッドに体を投げ出し、視界を腕うでで覆おおい隠す。

　離はなれていこうとしていた押領司に、気持ちを伝えてしまったことはいけないことだったのだろうか？　それとも、あいつを好きになったこと自体、許されないことだったというのか？

「俺は、間ま違ちがってたのか……？」

　苦々しく呟つぶやいたそのとき、部屋の電話がけたたましく鳴り響ひびいた。

「……っ」

　それはいつまで経たっても止やむことはなく、執しつ拗ように鳴り続けている。仕方なく俺は、よろよろと起き上がり、受話器を耳に押し当てた。

「はい、もしもし───」

『透さん？』

「……押領司」

　耳に当てたスピーカーから聞こえてきた優しい声こわ音ねが、体に染しみ渡わたっていく。

　声だけでこんなに心臓が痛くなるような相手を、好きでおれずにいられるわけがない。思わず泣きそうになるのをどうにか堪こらえて目を瞑つぶり、俺は電話の向こうの声に耳を傾かたむけた。

『よかった。なかなか出ないから何かあったのかと思いました。さっきは大だい丈じよう夫ぶでしたか？』

「さっき？」

『彼には僕とのことを知られたくなかったんでしょう？　ちゃんと、誤ご魔ま化かせましたか？』

「あ、ああ、うん。助かったよ、ありがとう」

　複雑な気持ちで礼を云う。利哉に自分たちの関係を暴ばく露ろしてしまったことは、何となく云いそびれてしまった。

　自分との関係を隠そうとする俺を怒おこってもいいはずなのに、押領司は俺のことばかり気き遣づかって、こうして心配までしてくれる。

　そのことに対する申し訳なさに、じわりと瞳ひとみの奥が熱くなった。

『荷物を置いていってしまってすみません。あそこで出したらまずいかと思ったんで』

「ああ、わかってる。いまからそっちに荷物を持って行こうか？」

『いいですよ、明後日あさつてで。携けい帯たいと財さい布ふだけは持って帰ってきましたから。───それより、本当に大丈夫ですか？　声が少し暗いみたいですけど』

「だ、大丈夫だよ。いきなり、あいつが現れてびっくりしたから疲れたのかもな」

　押領司は電話越ごしだというのに、こちらの様子を見み抜ぬいてくる。自分で思っている以上に俺は、落ち込んでいるのかもしれない。

『車に長ちよう距きよ離り乗ってましたしね。今日は大事を取って、早めに休んで下さい』

「……うん。お前の云いう通り、今日はもう休むよ」

　いつもはくすぐったいばかりの押領司の心配が、俺の心を震ふるわせる。

　このまま声を聞いていたら、いますぐ会いたいとわがままを云ってしまいそうだ。あの温ぬくもりを、抱だきしめる腕の強さを求めて、臆おく面めんもないことを口走りかねない。

『ちゃんと食事は摂とって下さいね。明後日、楽しみにしてます』

「……それじゃあな」

　甘えてしまいたくなる弱い心を叱しつ咤たして、俺は後ろ髪がみを引かれながら通話を切った。

　こんなにも好きなのに。

　側そばにいたいだけなのに、自分の存在があいつの足あし枷かせになってしまうだなんて。

「どうしたらいいんだろう……」

　堪えたはずの涙なみだが一筋、頰ほおを伝い落ちていった。
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「…………」

　約束の入学式当日、俺は待ち合わせ場所である大学の正門前に来ていた。

　予定より少し早く着いてしまった俺は、大学生がにぎやかに言葉を交かわしながら行き交う門の近くに車を停とめ、車体に寄りかかるようにしながら押領司を待つ。

　さっきから通り過ぎる学生たちにチラチラと視線を向けられるのは、やはり俺が場違いなせいだろうか。

　こういうとき、煙草たばこが吸えれば気を紛らすこともできるのだろうが、俺は生あい憎にくそういった習慣は持ち合わせていない。

　いたたまれなさに身をさいなまれながら、早く来てくれと心の中で祈いのっていると、桜並木の続くなだらかな坂の先に一ひと際きわ目を引く姿を発見した。

「……わ……」

　この日のために新調したというダークグレーのスーツを身に着けた押領司は、見み蕩とれてしまうほどにカッコいい。

　桜の舞まい散る中、歩いてくる姿はいっそ眩まぶしいほどだった。

　未いまだにドキドキしてしまうのもどうかと思うけれど、あいつの姿を見るだけで俺の心臓はどうしても早はや鐘がねを打ってしまう。

　道行く人、男女を問わずだれもが押領司に視線を注ぎ、話しかけたくてうずうずしている様子が見てとれる。中にはぴったりと後ろを歩き、チャンスを狙ねらう女の子たちの姿もあった。

　だが、押領司は落ち着いた様子で、隣となりを歩く友人らしき相手と楽しそうに談だん笑しようしている。やはり、あいつにとってそういった状況は、慣れたものなのだろう。

「……っ」

　そんな光景に、俺の胸がズキリと痛む。

　押領司にとっては俺の隣にいるよりも、ああして同年代に囲まれているほうが自然なことなのだと、まざまざと見せつけられ、思い知らされた気分だった。

　この醜みにくいどろどろとした気持ちは、きっと嫉しつ妬とだろう。押領司を取り巻く全すべてのものが、俺は羨うらやましくてたまらないのだ。

　───本当に俺なんかでいいのか？

　何度繰くり返したかわからない問いを、俺はもう一度心の中で呟く。

　年も離れてるし、体格だって女の子のように小さくも柔らかくもない。押領司は俺を好きだと云ってくれているけれど、いったい俺のどこに惹ひかれたというのだろう？

　元々、同性にしか興味がないというわけではない押領司には、俺とのことは完全にイレギュラーな事態でしかない。

　俺がいなければ、あいつは普ふ通つうにかわいい女の子と恋れん愛あいして、就職して、結けつ婚こんする───そんな人生を送るはずなのだ。

　……やっぱり、俺はあいつの側にいないほうがいいのだろうか？

　そんな自問自答をしていると、こちらを向いた押領司と目が合った。そこで初めて俺の姿に気づいたらしく、押領司は一いつ緒しよにいた友人に何か告げた後、こっちに向かって走ってくる。

「透さん！」

　あっという間に目の前に来た押領司に嬉うれしそうな笑え顔がおを向けられ、俺の胸は切なさと苦しさが混じり合った何とも云いがたい感情に支配され、ますます締しめつけられる。

　友人たちの誘さそいもあっただろうに、それを断って俺の下もとに来てくれたのかと思うと、優ゆう越えつ感かんと罪悪感が込こみ上げてきた。

「……押領司……」

「すいません、待たせてしまって」

「俺が早く着きすぎただけだって。まだ、待ち合わせ時間じゃないだろう？」

　くしゃりと顔が歪ゆがんでしまいそうになるのを堪え、笑い返す。聡さといこいつのことだ、少しでも暗い顔をしていたら何事かと心配してくるに違いない。

「そうですけど、待っていてくれてたのは事実でしょう？　こんなことなら走ってくればよかった」

「そんなことしたら、スーツが台なしになるぞ。せっかく似合ってるのに」

　こんなによく似合っているのに、着き崩くずれたりしたら勿もつ体たいない。

　少しだけ曲がっていたネクタイを直してやると、押領司はふわりと口元を綻ほころばせた。

「本当ですか？　透さんにそう云ってもらえると嬉しいです。デートのために気合い入れてきてよかった」

「え？　入学式用じゃないのか？」

「違います。透さん用ですよ」

「な…何云ってんだよ……。───それで、どこに行きたいんだ？」

　恥はずかしい台詞せりふを真に受けていたら埒らちが明かないと判断し、俺はとっとと話題を変えた。

「穴場の美味おいしいレストランがあるって智久から聞いたんで、そこ行きませんか？　お昼、まだですよね」

「じゃあ、そこで俺が入学祝いに奢おごってやるよ。旅行も結局、お前の世話になってばっかりだったからな」

　こうして話をしてる間も、往来の視線はこちらばかりに向けられている。みんな、押領司のことが気になって仕方ないのだろう。

　この場は、早々に立ち去ったほうがよさそうだ。

「お言葉に甘えてご馳ち走そうになります。あ、でも、場所を口で説明しにくいんで、僕が運転して行っていいですか？」

「ああ、頼たのむ」

　押領司は俺からキーを受け取り、運転席に乗り込む。

　続いて車に乗り込んだ俺は、初めは座っていることがぎこちなかった助手席が、いまでは当たり前になってしまっていることにはっとなった。

　隣でハンドルを握にぎる押領司の姿も、見慣れた光景だ。

　こうして、特別だったことが日常と化していくことが怖こわいと思う日がくるなんて、思いもしなかった。

『特別』がなくなることは大したことではないけれど、『日常』を失うことになるのだとしたら、どんな気持ちになるのだろう？

「───それでそのレストランなんですけど、智久の担当さんの友人の方がやってるそうです。どこにも広告を出してないのにいつも予約でいっぱいらしいんですけど、昨日電話したらたまたまキャンセルがあってラッキーでした」

「────」

「あっさりめの料理だって云いってたから透さんの口にも合うんじゃないですか？　客席数が少ないからランチでも落ち着いて食事ができるみたいで……って、透さん？」

「────」

「透さん、どうしたんですか？　具合でも悪いんですか？」

「え？　あ、ああ、ごめん。大学が懐なつかしいなと思ってさ」

　考えごとをしていたせいで、押領司が話しかけてきているのにしばらく気づけないでいた。俺は咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かし、わざとらしく窓の外に視線を向けてにぎやかな往来を眺ながめるふりをする。

「懐かしいって、卒業してからそんなに経たってないでしょう」

「四、五年過ぎたら、とっくに過去のことだって」

「僕も透さんと一緒に大学通いたかったな。どうして同い年に生まれなかったんだろう」

　ため息混じりの言葉が、いまの俺には重くのしかかる。

　───せめて、同い年だったら。

　そうしたら、押領司とともにいる免めん罪ざい符ふができただろうか。

　いや、どうせ同級生だったとしても、あまり状況は変わらないだろう。せいぜい、利哉のときのように片かた想おもいをしたまま、友達としてつき合い続けているくらいだ。

「……バーカ。そしたら、会ってなかったかもしれないじゃないか」

　残念そうにしている押領司に、そんなふうに云ってみる。

　ずっと私立通いの押領司とはあまり接点が見当たらない。武道を続けていたという共通項こうはあるけれど、幼い頃ころから剣けん道どうを習っていた押領司と柔じゆう道どう一筋だった俺じゃ、試合で顔を合わせることもなかっただろう。

　そう考えると、俺と押領司の出で逢あいは奇き跡せきに近いことなのかもしれない。

「そっか、そういう考え方もあるんですね。じゃあ、年下でよかったかな。そのぶん、好きに甘えられますし」

「何云ってんだ。全然、甘えてくれないくせに」

「え？　ホントに甘えていいんですか？」

「あっ、い、いまのはナシ！　云い間違いだ！」

　無意識に本音が零こぼれてしまい、俺は恥ずかしさで真っ赤になった。

「ナシって、もう聞いちゃいましたよ。透さん、僕に甘えて欲しいって思ってたんですね」

「違うって云って───」

「今度から、遠えん慮りよなく甘えさせてもらいます。何してもらいましょうか？」

「だから…っ！」

　……失敗した。こんなこと、本人に告げるつもりなんてなかったのに。

　幸い、押領司はその言葉に深い意味があることには気づかなかったらしい。

　だけどこういった何気ないやり取りが幸せなぶん、待ち受ける現実が辛つらい。こんな幸せをくれている人の足あし枷かせにしか、自分がなれないなんて。

「すいません、怒おこりましたか？」

　ふっと黙だまり込んだ俺が臍へそを曲げたとでも思ったのだろう。押領司は突とつ然ぜん、殊しゆ勝しように謝ってきた。

「怒ってないよ。腹減ったから云い返すのが面めん倒どうになったんだ」

　そうやって話題を変えると、押領司はほっとした顔になる。

「もうすぐ着きますよ。そこの突つき当たりにベージュの建物が見えますよね、あそこがその店のはずです」










　閑かん静せいな住宅街の中に、ひっそりと佇たたずむそのレストランは押領司の云っていたように、さっぱりとした料理で、俺の好みの味だった。

　悩なやみ込んでいるときでも、変わらずに食欲がある辺り俺も神経が図太いのかもしれない。

「ご馳走さまでした。かなり美味しかったですね」

「そうだな。ちょっと食べすぎたかも」

　ランチと云えどもコースで頼んだため、デザートまでにかなりの量をお腹なかに収めることになった。美味しかったこともあり、食べている間は気にならなかったが、落ち着いたいまは少しだけ胃が重い。

「だったら、シートを倒たおしてしばらく横になってたらどうですか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。次は俺が運転するって」

「いいから、乗って下さい。これから行くところも考えてるんですから」

　そう云って、助手席のドアを開けて俺に乗り込むよう促うながした。

　押領司はまるで女の子にするようにエスコートしたがるのだが、その度たびに俺は微び妙みような気持ちになる。

　心こころ遣づかいは嬉うれしいけれど、俺も男なのだからそこまでする必要はないんじゃないかと思ってしまう。こいつの隣となりにいるべきは、俺じゃないと云われてるような気分になるのだ。

　押領司も意識して、そういう態度を取っているわけではないのだろう。けれど、そのことが俺の男であるという後ろめたさを助長する。

　……どうして、押領司は俺を選んだのだろう？

　もしも、幼いときの憧あこがれを引き摺ずって、新たなことに対して目を向けられないでいるのだとしたら、俺はあいつの障害にしかなっていないということなのではないだろうか？

　早くこの関係を終わりにしたほうが、押領司のためになる…？

「────」

「透さん、もしかして具合悪いんですか？」

「え……？」

「気持ち悪いなら、車を一いつ旦たん停とめましょうか？」

「いや、大丈夫だ……」

「でも、顔色悪いですよ」

　色々と悩みすぎて血の気が引いてしまったのだろうか。云われてみれば、さっきよりも胃の辺りがムカムカするような気がする。

「さっきのデザートに少しアルコールが入ってたみたいですから、それで酔よったのかもしれませんね。今日はもう帰りましょう」

　押領司はてきとうに見み繕つくろった路ろ肩かたに車を寄せて停車すると、心配そうな表情で俺の顔を覗のぞき込んできた。

「……いいのか？　行きたいところがあるんだろう？」

「それはいつでも行けますから。透さんの体調のほうが大事です」

「…………」

　心配させるつもりなんてこれっぽっちもなかったのに、どうして俺はこうなんだろう。

　本当に足あし手で纏まといにしかなってない。

「気分が落ち着くまで、少し休んでて下さい。僕、お茶か何か買ってきます」

「あっ、でも、本当に大丈夫だから…っ」

「透さんは、待ってて下さい」

　そう云って押領司は車から降りると、近くの自じ動どう販はん売ばい機きに向かっていく。

　やっぱり押領司は優しい。でもいまはその優やさしさが、俺を苦しめる。

「やっぱり、俺が身を引くのが一番いいんだよな……」

　少しずつ距きよ離りを取っていけば、いつかあいつの興味も俺以外へと移っていくだろう。

　利哉の云うように、いまならまだ引き返せる。離はなれていくことも、押領司を傷つけることにはなるだろうけれど、取り返しがつかなくなるよりはまだましだろう。

　こんなに大事な相手の将来を、俺が閉とざすわけにはいかない。こいつが幸せになるためなら、手に入れた温ぬくもりを手放すことくらいどうってことないはずだ。

　元通りの生活に戻もどるだけなのだから───。

「お待たせしました。どうですか？　まだ気持ち悪いですか？」

　戻ってきた押領司が窓から缶かんのお茶を差し入れた。

「ありがとう。でも、もうだいぶよくなったから平気だよ」

「ダメです、今日は帰りますよ。無理したら、また酷ひどくなるかもしれませんからね」

　ぴしりと云いわれ、思わず苦く笑しようする。

「わかったって。お前の云う通りにするから」

「着いたら起こしますから、寝ねてて下さい」

「うん…」

　俺は素す直なおに頷うなずき、シートの背を倒して体を横たえる。

　斜ななめ後ろから見る押領司の面おも持もちは真しん剣けんそのもので、本当に俺のことを心配してくれているのだということが伝わってきた。

　───ごめんな……。

　心の中で謝罪の言葉を告げる。

　俺が離れていったら、押領司は身勝手だと怒るかもしれない。けれど、悲しまれるよりは、そのほうがずっといい。

　いっそのこと憎にくんでくれれば、すぐに新しい恋こいも見つかるかもしれない。俺なんかのことはさっさと忘れて、過去にしてしまえばいいのだ。

「……っ」

　じわりと滲にじみそうになる涙なみだを奥歯を嚙かんで堪こらえながら、そっと目ま蓋ぶたを下ろす。

　身を引く覚かく悟ごはできたけれど、さよならと告げる勇気だけはまだ持てそうになかった。







　　　　４




「もう一ヶ月か……」

　あの日以来、俺は押領司のことを避さけるようにしていた。少しずつ会う間かん隔かくを長くしていき、今日で顔を合わせないようにして最長の一週間。

　会いたいと云われても仕事が忙いそがしいと断り、俺の部屋であいつが待っているときは、諦あきらめて帰るのを待ってから帰宅する。

　さすがにそれが数日続いたときは、こんなことなら合あい鍵かぎを渡わたしておくんじゃなかったと後こう悔かいした。

　あいつのためを思えばこそだと、電話もあまり取らないように心がけていたけれど、声も聞けないのはかなり辛い。

　知ってしまった温もりを手放すことがこんなに辛いことだったなんて、思いもしなかった。

　正直なところ押領司が恋しくて堪たまらず、思わず自分から電話をかけてしまいそうになるのを何度堪えたかわからない。こんな状態で、俺はこれからやっていけるのだろうか……。

「……って、いまからこんなんでどうする！」

　俺は落ち込みかけた自分を叱しつ咤たした。

　これは一時のことではなく、これからずっと続けなくてはならないのだ。

　情けなくヘコたれてる場合ではない。

「でも、声くらい聞きたいかも……」

　それ以上は望まないから、あの声で俺の名前を呼んで欲しい。

　そう思った瞬しゆん間かん、家の電話が鳴った。

「え？　え？　マジで!?」

　声を聞きたいと思った途と端たんに本当に電話がかかってくるなんて。俺は動どう揺ようしながらも、反射的に受話器を取ってしまった。

「も、もしもしっ」

『───透？　俺だ』

「利哉か……」

　何だ……。

　期待外れの電話にガックリと肩を落とす。

　けど、よく考えてみたらそんなに都合よく、あいつから電話がかかってくるはずないじゃないか。押領司に会っていない禁断症しよう状じようで、冷静さを失っているのかもしれない。

『どうした、元気がないな？』

「そ、そうかな？　利哉の気のせいじゃないか？」

『いーや、その声は落ち込んでるときの声だ。職場で何かあったのか？』

「まあ…そんなとこかな……」

　押領司とのことを口にするのは憚はばかられ、問いかけの答えを曖あい昧まいに濁にごす。

　利哉にまで余計な心配をかけるわけにはいかないもんな。

　……それに押領司のためとは云え、あいつに理由も告げず離れようとしている俺の所業はかなり酷い。だからせめて、このくらいの辛つらさは一人で背負わなければいけないと思う。

『透はあそこじゃ若いほうだから苦労も多いんだろうな。まあ、そういうときは考え込まないで、気分転てん換かんしたほうがいい。そうだ、明日の夜メシ食いに行くぞ』

「え？　明日？　でも、お前も忙しいんじゃなかったのか？」

『夜くらいは都合つくさ。こういうことは先延ばししても仕方ないだろ。迎むかえに行ってやるから、仕事終わったら連れん絡らく入れろよ』

「……うん、わかった」

　こんなときにのうのうと食事に行ってもいいものだろうかと気乗りはしなかったけれど、利哉の心こころ遣づかいを無む下げにはできず、俺は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくした。










　翌日、教習所の勤務を終えた俺は、携けい帯たいの着信をチェックしながら外に出た。

　届いていたメールによると、あと五分もすれば利哉が到とう着ちやくするらしい。

「……あいつからは来てないか」

　押領司から毎日のように来ていた電話やメールは、ここ数日ぱたりと届かなくなった。連絡の取れない俺に、ようやく愛あい想そを尽つかしてくれたのかもしれない。

　計画通りと喜ぶべきなのだろうけれど、やはり淋さびしさを覚えてしまうことは否いなめなかった。

　はっきりと別れを告げることなく押領司から離れようだなんて、自分でも卑ひ怯きようにもほどがあると思う。

　だけど、面と向かって『終わりにしよう』と云えば、負けず嫌ぎらいのあいつのことだからムキになって執しゆう着ちやくを強くしてしまう可能性がある。

　もし、そうなってしまったときに俺のほうから、あいつのことを手放せるかどうかと考えると、それも不可能なことだろう。

「結局、俺が弱いだけなんだよな……」

　何だかんだ云いながら、考えているのは自らの保身。

　自分が傷つきたくないから、そうやって云い訳をしてしまうのだ。

　───やっぱり、俺はあいつにはふさわしくないよな……。

　こんな臆おく病びようで情けないやつなんか、見限って正解だよ。

　自じ嘲ちようめいた思いを抱いだきながら携帯をスーツのポケットにしまい、顔を上げた俺は目の前に立っていた姿に目を見張った。

「お、押領司……」

「ようやく会えた」　>>>♥

　思い詰つめた表情の押領司の目は微かすかに赤くなっており、目の下にうっすらと隈くまができているようにも見える。

　こんなにも疲つかれた様子の押領司を見るのは、初めてだった。

　会うべきではない。そう思ってるはずなのに、心のどこかで会いに来てくれたことを喜んでいる自分がいる。

　会えずにいた時間のぶん、募つのる恋しさに身を焦こがされていた俺は、抱だきついてしまいそうになる衝しよう動どうを必死に理性で抑おさえ込んだ。

「透さん。どうして僕を避けるんですか!?」

「い、忙しいだけだよ……」

　この期ごに及およんで言葉を濁してしまう自分に唇くちびるを嚙みしめる。潔いさぎよく別れたいからだと告げればいいとわかっているはずなのに、どうしてもその言葉が出てこない。

「忙しいって何をして忙しいんですか？　退社したあともなかなか帰ってこないし、携帯に電話しても出てくれない。僕、何か気に障さわるようなことしましたか？」

「そういうわけじゃないんだ……。俺がただ……」

「もしかして、同居の件を気にしてるんですか？　あのことなら、僕が事を焦あせりすぎたと反省しています」

「そうじゃないんだ……その、ごめん……」

　きっと、押領司はこの数日、俺が避ける理由を色々と考えていたのだろう。本当なら悩なやむ必要なんて微み塵じんもないのに。

「どうして透さんが謝るんですか!?　いったい、どういうことなのか説明して下さい！」

「押領司、ここじゃ人通りが……」

　チラチラと送られる人の視線が怖こわい。こんな場所で云いい争いをしていたら、誰だれの目に触ふれ、どんな噂うわさを流されるかわからない。

　そんなことにでもなったら、元も子もないではないか。

「いまはそんなことどうだっていいでしょう!?」

「……っ」

　厳しく一いつ喝かつされ、俺はびくりとなった。

　押領司が怒おこる気持ちはよくわかる。だけど、俺はどう話せばいい？

　何と云えば俺の想おもいを理解してもらえるのか、その術すべがどうしてもわからなかった。

　じっと押し黙だまる俺の様子に、押領司はふと我に返ったようだった。

「すいません、興奮してしまって……。でも、僕はあなたとちゃんと話がしたいんです」

「…………」

「どうして、何も云ってくれないんですか？」

　押領司の必死な声が、俺の罪悪感を煽あおり立てる。

　お前のためだといま告げても、そんなことどうでもいいと一いつ蹴しゆうされるだろう。だったら、いまここで愛想を尽かされ、三み行くだり半はんを突つきつけられたほうがいい。

「透さん…！」

　名前を呼んで欲しいと切望していた声に責め立てられ、俺の胸は潰つぶれてしまうのではないかと思うほどに締しめつけられた。

　片想いの辛さには慣れていたけれど、好きで好きで堪たまらない相手を拒こばまなくてはいけないことの苦しさがこれほどのものだとは思いもしなかった。

　まっすぐな眼まな差ざしに、決意した覚かく悟ごがぐらぐらと揺ゆれる。

　目の前の胸に飛び込んでしまいたいと理性が崩くずれかけたそのとき、俺を現実に引き戻もどす声が聞こえた。

「何をしてるんだ？」

「利哉……」

　第三者の登場に、俺は思わずほっとする。

　俺はいま、これまでの努力を台なしにしてしまうところだった。

「もう仕事は終わったんだろう？　行くぞ、透」

「どこに行くんですか、透さん？」

「……メシ、食いに行く約束なんだよ」

「僕には時間が割さけなくて、あの男と食事に行く時間はあるってことですか!?」

　押領司は顔色をなくして俺の肩かたを摑つかむと、そう詰め寄ってくる。

「……ごめん」

　否定も肯こう定ていもできず、俺は謝るしかなかった。

「謝って欲しいわけじゃない！　あなたの言葉で、本当のことが聞きたいだけなんだ！」

　摑まれた肩から、押領司の手の温度が伝わってくる。振ふり払はらおうと思えば簡単にできるはずなのに、名残なごり惜おしさでどうしてもそうすることができない。

　断たちきらなければという理性に反して、この体全部が押領司のことを好きだと、離はなれたくないと訴うつたえていた。

「───その手を離せよ」

　身動きを取ることができなくなった俺と押領司の間に、利哉が割って入ってきた。

　利哉は剣けん吞のんな態度で、押領司の腕うでを摑み上げる。

「利哉っ！　暴力はやめろよ！」

「透は黙ってろ。君も、透が迷めい惑わくしているのがわからないのか？」

　押領司は摑まれた腕を乱暴に振り払い、利哉をキツく睨にらみつけた。

「あなたには関係ないでしょう？　すいませんが、僕たちのことに口を出さないでもらえますか」

「そうはいかない。俺にとってもこいつは大事な親友なんだからな。透が別れたいって云ってるんだから、聞き分けろよ」

　俺がどうしても云えなかった言葉を、利哉はあっさりと口にした。それは押領司にダメージを与あたえ、俺の胸にもざっくりと深く突き刺ささる。

「別れたい…？　まさか、この男に何か云われたんですか？」

「……っ」

　押領司の指し摘てきに、ギクリと体が強こわ張ばった。

　それは間違いではないけれど、悪いのは利哉ではなく、事の重大さにすら気づけなかった俺なのだ。だけど俺は返す言葉を見つけることができなかった。

「やっぱり、そうなんですね？　何を云われたか知りませんけど、僕は───」

「ほら、行くぞ」

　利哉は押領司の言葉を遮さえぎり、俺の腕を摑むと無理矢理車の助手席に押し込んだ。

「ちょっ、と、利哉…っ!?」

　いつになく乱暴な利哉に俺は面めん喰くらう。今日はいったい、どうしてしまったのだろう？

　元々押領司に対して快く思っていないというのは感じていたけれど、こんなにもあからさまな態度を取るなんて、利哉らしくないように思えた。

「透さんっ！」

　利哉は駆かけ寄ってくる押領司の前に立ち塞ふさがり、笑い混じりの声で告げる。

「お子様のお守もりの時間はもう終わりなんだよ」

「つ……っ」

　そして、一いつ瞬しゆんたじろいだ押領司の胸むなぐらを摑んだかと思うと、荒あら々あらしく突き飛ばした。

「押領司！」

　押領司がたたらを踏ふんだその隙すきに運転席に乗り込むと、利哉は後ろを振り返ることなく車を発進させた。

「利哉！　いまのはやりすぎじゃないのか…？」

　やっぱり、今日の利哉はどこかおかしい。あんなふうに、誰かに暴力を振るう利哉は初めて見たと云っても過言ではない。

　俺の知っている利哉は誰に対しても紳しん士し的で、穏おだやかな物もの腰ごしで接する人間のはずなのに。

「いいんだよ。若造にはあのくらいでちょうどいい。甘い顔すると、調子に乗るからな」

「で、でも、俺はあいつをあんなふうに傷つけたかったわけじゃない……」

　これから開けるはずの押領司の将来を、俺なんかが潰すわけにはいかない。あいつの視野が開けていくように、俺が障害にならないようにするために離れていこうと思ったのだ。

　なのに、あれではまるで押領司のほうを邪じや魔ま者もの扱あつかいしてるようではないか。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。少しくらい荒あら療りよう治じのほうが、気持ちを切り替かえられるもんだって。あのくらいの年は立ち直りが早いんだから、お前もそんなに気にするな」

「う…ん……」

「美味うまいもの食べて、あんなやつのことなんて忘れてしまえ」

　さばさばと云いきる利哉の言葉に頷うなずこうとしたけれど、脳のう裏りに浮うかんできた押領司の顔にそれを押し止とどめられる。

　あいつのことが好きで、大事に思っているからこそ身を引く決意をしたというのに、まだこんなにも未練が残っている。

　割りきったつもりでいたけれど、所しよ詮せんそれは『つもり』でしかなかったらしい。

　縋すがるように俺の名を呼ぶ押領司の顔が蘇よみがえってきては、心臓が引き裂さかれそうに痛んだ。

　───本当に、俺の選せん択たくは正しかったのか？　一方的に身を引くことが、最良の方法だったのだろうか？

　頭の中が混乱し、いくら考えても整理がつかない。

「───利哉……」

「ん？　どうした？」

「ごめん、俺、今日は帰る」

　せっかく誘さそってくれたのに申し訳ないとは思うけれど、このまま無神経に食事を楽しみに行く気には到とう底ていなれなかった。

　断りの言葉を告げると、利哉は眉み間けんに深い皺しわを刻む。

「帰るって、あいつのことを気にしてるのか？」

「ごめん。タクシーか何かで帰るから、てきとうなところで降ろしてくれないか？」

「───透。そうやって、いつまでも引き摺ずっていても仕方ないだろう？　お前には俺がいるじゃないか」

「…………」

　宥なだめる利哉の声も耳を素す通どおりしていくだけで、俺の気持ちを動かしはしなかった。

　いまはただ、一人になりたい。

「透！」

　頑かたくなな態度の俺に業ごうを煮にやしたのか、利哉は路ろ肩かたに設置されているパーキングに車を停とめた。エンジンが切られると、重い沈ちん黙もくが車内に降りる。

　充じゆう満まんするぎこちない空気に息苦しさを感じてきた頃ころ、利哉がおもむろに口を開いた。

「……俺も、お前に云いってなかったことがあるんだ」

「え？」

　突とつ然ぜん、神しん妙みように語り出した利哉に驚おどろき、俺は目を瞬しばたたかせる。

　どうして、この展開でそんな話が出てくるんだ？　いったい、利哉は何を話す気なのだろう。

「ずっと云えなかったけど、本当はお前のことが好きだったんだ」

「な……いきなり、何云ってるんだ…？」

　利哉の話は本当に唐とう突とつで、俺は思わず口をぽかんと開けてしまった。

　好きって……利哉が俺を？

「男同士で受け入れられないと思っていたから、この気持ちは隠かくしておこうと思ってた。けど、この間お前からの告白を聞いて、後こう悔かいしたんだ。見守ってるだけじゃなく、ちゃんと気持ちを伝えておけばよかったって」

「────」

　思い詰つめたような面おも持もちで熱っぽく語られても、俄にわかには信じられずに俺は絶句してしまう。

「いまさらこんなこと云われても困るよな？　あのときは他ほかに好きな相手がいるって云ってたから、俺も黙だまって聞いてたんだ。だけどいまのお前を見てたら、黙ってるなんてできなくなった」

「で、でも、ずっと彼女がいたじゃないか」

　俺から見て、利哉はいたってノーマルな性せい癖へきだったはずだ。同性に対してそういう感情を抱いだくタイプには、到底見えない。

「透を諦あきらめるために、つき合ってたんだよ。───なあ、俺じゃお前の慰なぐさめになれないか？」

「そんなこと云われたって……」

　ただでさえ、押領司のことで混乱していた頭をそれ以上に搔かき回され、何が何だかわからなくなってきてしまった。

　利哉には長い間ずっと片かた想おもいしていたとは云え、もうすでに吹ふっきったことなのだ。慰めにと云われても困ってしまう。

　ただ一つだけわかるのは、あんなに好きだった利哉に告白されているのに、少しも気持ちが揺ゆらがないということ。あの想いは本当に、過去のものになっているということだけだった。

「透のことは大事にする。あいつみたいに、苦しませたりは絶対にしない」

「そんなのダメだ……。お前には婚こん約やく者しやがいるじゃないか！」

　戸と惑まどった気持ちで視線を泳がせていると、利哉は畳たたみかけるように告げてきた。

「お前が受け入れてくれるなら、彼女にはきちんと話をする」

「────」

　利哉を受け入れて、押領司のことを忘れるべきなんだろうか…？

　一瞬、そんな思いが浮かんできたけれど、もう一人の自分が反論した。

　好きでもない利哉に慰めてもらうためだけにつき合うなんて、押領司にも利哉にも失礼だし、そんなことではもう解決できる問題ではない。

　それに、利哉が本気で云っているのかどうかもわからなかった。

　はっきりとはわからないけれど、何となく違い和わ感かんのようなものを感じるのだ。

　しかし、気落ちした俺を慰めるためだけにこんなことを云い出すとも思えず、俺は結局、利哉に対し疑うような眼差しを向けてしまった。

「俺の気持ちを疑っているのか？」

「いや…そういうわけじゃないけど……」

「なら、好きだって証しよう拠こを見せてやるよ」

「証拠？───…っ!?」

　肩かたに手を置かれ、反射的に顔を上げた俺の目の前には利哉の顔があった。

　唇くちびるがぶつかったかと思うと、頭の後ろに手を回されて引き寄せられる。利哉は、驚きに固まっている俺の口こう腔こうに舌を強ごう引いんに捩ねじ込んできた。

　───気持ち悪い…っ。

「やめ…ッ」

「痛ッ」

　どん、と全身の力を込こめて利哉の体を突つき飛ばし、俺は急いでドアを開けると助手席から飛び出した。

「透!!」

　背後から利哉の声が聞こえてきたけれど、俺は振ふり返りもせず、がむしゃらに走る。人込みに紛まぎれてようやく、歩みを緩ゆるめた俺は嫌けん悪お感かんの残る唇を手の甲こうで拭ぬぐった。

「……あ……」

　唇の端はしに痛みを感じると思えば切れていたらしく、手の甲に血がついてきた。利哉を突き飛ばしたときにぶつかったせいだろう。

　どうして、こんなことになったんだ？　何もかもが、俺の理解の範はん疇ちゆうを超こえていた。

　───もしかしてこれは、夢か何かだろうか？

　そうだとしたら、早く目覚めてしまいたい。

　しかし、いくら強く願っても世界が切り替わることはなく、虚むなしさが募つのっていくばかりだった。










　俺は大通りでタクシーを拾うと、あんなことがあった後で利哉が家に来ていることはないだろうと判断し、まっすぐ帰宅した。

　今日は早く寝ねてしまおう。買い置きの料理酒があったはずだから、手っ取り早くそれで潰つぶれてしまうのもいいかもしれない。

　とにかく、いまは現実から逃にげ出したかった。

　利哉があんなふうに、キスしてくるなんて……。

　思い出すとざわりと肌はだに悪お寒かんが走る。まがりなりにも過去に好きだった相手だというのに、どうしてあんなに気持ち悪かったんだろう？

　自分の性癖を確かめるために、見知らぬ男と体を重ねたこともあるくせに、どうしたんだ俺は。

　古くてスピードの出ないエレベーターを降り、足下を見つめながら自分の部屋へと向かっていた俺は、見覚えのある靴くつに目を留めた。

「───!!」

　恐おそる恐る視線を上げていくと、やはりそこに立っていたのは押領司だった。

　ジャケットに手を入れて俺の部屋のドアに寄りかかったまま、無表情でこちらを見ている。

「おかえりなさい。意外と早かったですね」

「何でここに……」

　教習所の前で別れてから、すぐにここに来たのだろうか？

　どんな気持ちで、俺を待っていたのだろう。

「透さんに会いたかったからに決まってるでしょう？」

「どうして中に入ってないんだ？」

　合あい鍵かぎを持ってるはずなのに、と疑問に思って訊たずねてみる。

「部屋の明かりをつけてると帰ってこないじゃないですか。だから、ここで待ってたんです」

「────」

　そうだった。部屋の明かりが消えるまで時間を潰し、押領司と鉢はち合あわせしないよう過ごしていたのは俺だ。今日は利哉のことで頭がいっぱいで、そこまで考える余よ裕ゆうがなかった。

　押領司のことでも十分悩なやんでいるというのに、利哉まであんなことを云いい出したせいで俺の頭はパンクしてしまいそうだ。

　───もしかして、利哉が押領司に酷ひどい態度を取るのは、さっきの告白と関係があるのだろうか？　それにしたって、あんな暴力を振るうなんて信じられない。

　そう云えば、暴力を振るわれた押領司のほうは大だい丈じよう夫ぶだったのだろうか？　痣あざとかになってなければいいのだが。

　俺が未練を振りきることができないでいたから、利哉がああやって暴走してしまったのかもしれないしと思うと、やはり責任は感じてしまう。

「……その、大丈夫だったか？」

「え？」

「さっき、あいつが突き飛ばしただろ」

「ああ、あんなのどうってことありません。どこも何ともなってないですよ。油断してたせいで、透さんにみっともないとこ見せちゃいましたけど」

　悔くやしそうな顔はしているけれど、何ともないと告げる様子に俺はほっとした。

「それより、話がしたいんです。中に入れてもらえますか？」

「……ダメだ」

　押領司には何の非もないのに、あんな目に遭あわせてしまって申し訳ないと思っている。けれど、それだけはできない。俺は断固として拒こばんだ。

　密室で二人きりになってしまったら、俺の理性が持つかわからない。

　側そばにいて、体温を感じていたら、きっと縋すがりたくなってしまう。

「どうしてですか」

「ど…どうしてもだ！　いいから、もう帰れ」

　押領司を説得する言葉も思いつかず、まるで子供のケンカのような返答になってしまった。

　頼たのむから、聞き分けてくれ───そう切に願うけれど、押領司のほうも強情だった。

「帰りません」

　きっぱりと云いきり、俺に迫せまってくる。

「帰れって云ってるだろ！」

　頼むから、近くに来ないでくれ。

　こうして側にいるだけで、鼓こ動どうが高鳴り、じっとりと汗あせが浮ういてくる。

　昂こう揚ようと緊きん張ちようと恐きよう怖ふと───そんな様々な感情がない交ぜとなり、俺の胸の中を錯さく乱らんさせるのだ。

「透さんの本心を知るまでは帰れません」

「……っ、もう知るか！」

　俺は部屋の中に逃げ込もうとしたけれど、押領司は閉じかけたドアを無理矢理開き、自分も中に体を滑すべり込ませる。そして、後ろ手で鍵かぎをかけると、俺の体を壁かべに押しつけてきた。

「わ、こらッ！　何して…っ」

「どうして、俺を避さけるんですか？」

「ど…どうしてもだって云ってるだろ……っ」

　自分でも何が云いたいのかよくわからなくなってくる。

　いい歳としをした大人のくせに、自分の気持ち一つ言葉にできないなんて情けない。悔しさに歯は嚙がみすると、俺以上に苛いら立だった様子で押領司が責め立ててきた。

「それじゃ理由になってません！　透さんは、俺に会いたくなかったんですか!?」

「……っ」

「俺は、あなたに会えなくて辛つらかった…！　会いたくて会いたくて堪たまらなかった!!」

　押領司は切なさを吐はき出すように告げながら、俺の体を抱だきしめてきた。

　その瞬しゆん間かん、ぞくぞくとした痺しびれが足の爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんまでを走り抜ぬける。その感覚は甘い毒のようで、じわじわと全身の細さい胞ぼうを侵しん食しよくしていく。

　このままでは理性が瓦が解かいしてしまいそうで、それが怖こわくなった俺は、押領司の体を突き放した。

「やめ……っ」

　押し返すそれ以上の強さで抱きしめ返されることも覚かく悟ごして、腕うでに力を込こめていたけれど、押領司はそのまま黙だまり込んだ。

　おずおずと顔を上げて目にした押領司は、いつかのように捨てられた子犬のような瞳ひとみをしていた。怒いかりではなく悲しみをたたえたその目に、俺の胸はズキズキと酷く痛む。

　───また傷つけてしまった……。

　後こう悔かいしたけれど、過ぎてしまった時間はもう巻き戻もどすことなどできない。

　じくじくと疼うずく罪悪感に苛さいなまれていると、押領司がぽつりと呟つぶやきを零こぼした。

「───やっぱり、あの男のほうがいいんですか……？」

「は？」

「僕みたいな年下の男より、あいつのほうがいいってことですか？」

　静かな問いかけだったけれど、激情を必死に抑おさえ込んでいるのが見てとれる。利哉も押領司を敵視しているけれど、押領司のほうも利哉のことを過か剰じように意識しているようだ。

　押領司はまだ、俺が利哉に片かた想おもいしていた過去を気にしているのだろうか？

　あいつのことは、もうそんなふうには思ってないと何度も告げたはずなのに。

「誰だれもそんなこと云ってないだろう」

「じゃあ、何で僕を拒むんですか!?」

「それは───んぅ…っ」

　嚙かみつくようなキスに言葉が吞み込まれる。

　触ふれただけでゾクリと皮ひ膚ふが粟あわ立だち、唇くちびるを嬲なぶられれば体の芯しんがわなないた。

「い……っ」

「唇が切れてる。どこにぶつけたんですか？」

「……っ…」

　押領司の追つい及きゆうに利哉にされたキスを思い出し、さっと血の気が引いていく。

「あの男ですか？　キスされたんだ？　されたのはそれだけですか？」

「────」

「まあ、云いたくないなら別にいいですけどね」

「な……！　おい！　何してるんだ!?」

　押領司は俺の体を持ち上げ、明かりもつけずにずんずんと部屋の奥へと入っていく。そうして、ベッドに俺を放ほうり投げるようにして下ろし、のしかかってきた。

「逃にがさないって云ったでしょう？　あなたはもう僕のものなんだ。それをいまからわからせてあげますよ」

「押領司……っ!?　ちょっと、落ち着け！」

　───ダメだ、完全に頭に血が上っている。

　普ふ段だん冷静なぶん、一度キレると歯止めが利きかないのかもしれない。薄うす暗ぐらい部屋の中、押領司を見上げるとその瞳には昏くらい焰ほのおが宿っていた。

　視線に怯ひるんだ隙すきにスーツのジャケットを剝はぎ取られ、ネクタイを乱暴に引き抜かれる。

「こら、やめろって…！　押領司！　あ…っ」

　どうにか制止しようと思うけれど、何度呼びかけても押領司は俺を組み敷しく手を休めようとはしなかった。

　引き裂さくようにシャツを破かれ、肌はだが露あらわになる。数週間ぶりに触れる押領司の手の感かん触しよくに、カッと体が熱くなった。

「どんな顔で、あいつに抱かれたんですか？　僕のときみたいに、かわいい声をきかせてやったんですか？」

「なっ……そんなことしてない！」

「本当にそう云いきれますか？　こんなに感じやすいのに」

　押領司は俺の下か肢しからズボンや下着を引き下ろし、両足を摑つかみ上げると、剝むき出しになった足の間に顔を寄せた。

「うあ…っ」

　敏びん感かんな器官に吐と息いきがかかっただけで、びくりと体が跳はねる。

　形をなぞるようにしてねっとりと舐なめ上げられると、そこは徐じよ々じよに芯を持ち始め、やがて硬かたく勃たち上がった。

「あ……っ、や、こんなの嫌いやだ…っ」

「だったら、僕を殴なぐってでも止やめさせたらどうですか？」

「……っ…」

　触れたままの唇から喋しやべる振しん動どうと息いき遣づかいが伝わり、ぞくりとした痺れが尾びてい骨こつに響ひびいてくる。唾だ液えきを塗ぬりつけるようにして舐められ、ずくんと腰こしの奥が熱く疼いた。

　持ち上げられた両足から引っかかっていた服が取り去られ、さらに深く足を折り畳たたまれる。膝ひざを左右に開かれたかと思うと、天を向いた自身の先せん端たんを口に含ふくまれた。

「あぁ…っ！　んん……ぁ…あ……っ」　>>>♥

　熱い粘ねん膜まくに包まれ、カッと全身の血液が沸ふつ騰とうしたかのように体温が上じよう昇しようする。

　先端の窪くぼみを尖とがらせた舌先で弄いじられ、体液が滲にじみ出る。押領司はとろりとしたそれを啜すすり、喉のどの奥まで俺の昂たかぶりを吞み込んでいった。

「やっ…だ、あ……んん！　んー…っ」

　押領司は開いていた俺の両足を肩かたにかけると、吞み込みきれない部分に指を這はわせてくる。

　つけ根の膨ふくらみをやんわりと揉もまれ、硬くなった根元を指で擦こすられるとヒクヒクと内うち腿ももが痙けい攣れんした。

「うっ…あ………」

　唇で擦られ舌が絡からみつくばかりだった先端を、不意に強く吸い上げられ、体の中心に血液が集まっていく。

　押領司の口の中のものはぐんと大きさを増し、痛いほどに張り詰つめた。

　まるで、何かの生き物のように舌が蠢うごめく度たびにぴちゃぴちゃと濡ぬれた音がいやらしく響く。ジン、と頭の芯までが痺れてきて意識が霞かすみ、理性が少しずつ溶とかされていくみたいだった。

「っふ……ぁ、あ、あ……っ」

　愛あい撫ぶを加えられているそこは怖いくらいに鋭えい敏びんになっているというのに、腰全体が麻ま痺ひしたようになっている。まるで、そこだけが自分のものではないような感覚だ。

　俺の体から力が抜けていくのと反比例して、昂りを擦る力は徐々に強くなってきている。

　初めはつついてくるだけだった舌先はぐりぐりと先端を抉えぐり、括くびれた部分を唇で締しめつけてきた。

「あっ……は、っあ、く……」

　この体を知り尽つくした押領司は、容よう赦しやなく俺を追い上げる。達してしまいそうになると、ギリギリのところで刺し激げきが止み、わざと絶頂を引き延ばしてくる。

　強すぎる快感は責め苦でしかなく、俺はシーツをキツく握にぎりしめながら、もどかしさに腰を揺ゆらした。

「や……ぁ、もう、やめ……っ」

「イキたいですか？」

　押領司は唇を離して、問いかけてくる。当たり前だろうとコクコクと頷うなずくと、我が意を得たりと酷こく薄はくな笑えみを向けてきた。

「だったら、透さんが何を考えてるのか教えて下さい。それから、あの男にも二度と会わないで欲しいんですけどね」

「……っ、それ…は……」

　押領司の言葉に飛びかけていた理性が明確な形で蘇よみがえり、俺はひゅっと息を吞のむ。

「できないなら、このままですよ」

　そう冷たく云いい放ち、再び微笑ほほえみを消して体を起こすと、押領司はベッドの横の引き出しに手を伸のばした。

　ローションの入ったプラスチックの容器を取り出し、それを手の平に取る。そうして、ローションをたっぷりとつけた指を、後ろの窄つぼまりに突つき入れてきた。

「ぁあ…ッ！」

　けれど、俺の欲望は押領司の手に痛いくらい強く握り込まれており、その衝しよう撃げきにも絶頂を迎むかえることはできなかった。

　堅かたく閉とざした体内に濡れた指がずぶずぶと埋うまっていく。引き攣つれるような痛みに、俺は唇を嚙みしめた。

「う……っく、んん……っ…」

　押領司はいつものようにゆっくり馴な染じませていくのではなく、最初から乱暴に搔かき回してくる。無ぶ遠えん慮りよな抜ぬき差しに立つぐちゅぐちゅという音が、俺の羞しゆう恥ち心しんを煽あおり立てた。

「あぁあ……っ」

　まだ狭せまいそこに指が増やされ、無理に内ない壁へきを押し拡ひろげられる。体の中で指をばらばらに動かされ、粘膜を擦られると、びくびくと下腹部が小刻みに震ふるえてしまう。

　入り口の皮膚が突っ張る痛みすら、気持ちよさに変へん換かんされる自分の体が信じられない。けれど、それもこれも相手が押領司だからだ。

　好きな相手に弄られているからこそ、何もかもを快感として受け止めてしまう。

「もっ…や、いや…あ、あ……っ」

　押領司はひとしきり体内を搔き回した後、浅い部分を探さぐってきた。

「透さんのいいとこはここですよね？」

「あ！」

「ここ押すと、中がひくひくするのわかります？」

「や…ぁ、あ、あ、あ…っ」

　ぐりぐりと内壁の一点を押され、喉の奥から断続的な嬌きよう声せいが零こぼれ落ちる。

　とっくに限界は超こえているのに、それでもイカせてはもらえない。強きよう烈れつな快感に、いまにも気が狂くるいそうだった。

「ねえ、透さん。あなたは何を考えてるんでしょうね」

「あぁ…っ、そこ、や…やめ……っ」

　イキそうになると、前をキツく握り込まれる。痛みに意識が逸それると、愛撫が再開される───その繰くり返しだった。

「どうして、僕から離はなれようとするんですか？」

「く……っ、あ…っ、ぁく……」

　イキたければ質問に答えろと云うことだろう。いますぐにも解放して欲しかったけれど、押領司の問いに答えるわけにはいかない。

　それだけは、口にすることができないのだ。俺は上がった呼吸では上手うまく喋れず、力なくかぶりを振ふった。

「もう、僕には飽あきたってことですか？　それとも、やっぱりあの男のことが忘れられない？」

「そ……れは……っ、はっ、あぁ…っ」

　それのどちらも違ちがう。けれど、押領司がそれで納なつ得とくしてくれるのなら、いっそのこと誤解しておいてもらったほうがいいのだろうか？

　答えに詰まり、ほんの少しの迷いを見せると、また苦痛を与あたえられる。

　張り詰めたそれを痛くなるほど強く擦られ、解放を誘さそわれた直後に根元をキツく締めつけられ、体内にわだかまる熱が暴れ回った。

「や……あ、あ……んー…っ」

　しかし、いまの俺には押領司に告げられる言葉が何もない。

　責め苦のような愛撫に、ただひたすら喘あえぐことしかできなかった。

「僕の質問に答える気はないんですね。───わかりました。あなたがそういうつもりなら、僕も好きにさせてもらいます」

「あぁあ…っ!!」

　ズッと深く指を突き立てられ、びくん、と腰が浮うき上がる。その瞬しゆん間かん、発生した電流のようなものが頭の天てつ辺ぺんに抜けていった。

　快感にきゅっと締まった体内から、躊躇ためらいもなく指が引き抜かれ、俺の体は喪そう失しつ感かんにわなないた。

　そして、足を摑つかみ直されて大きく左右に開かれた後、押領司の欲望が俺の中に入ってきた。

「あ……ぁ……あ、あ……っ」

　指以上の体積のものが体の中に埋め込まれ、俺はその圧あつ倒とう的な存在感に目を見張る。

　最初は慎しん重ちように入ってきたけれど、俺の体が括れた部分までを吞み込むと、押領司は体重を乗せるようにして、その全すべてを押し込んできた。

「あぁあ…っ！」

　指では届かなかった奥まで深々と貫つらぬかれ、体内で荒あれ狂っていた熱がどくんっと弾はじける。

　けれど、熟しきった体は一度の絶頂だけでは満足せず、より深い己おのれの欲望を思い知らされるばかりだった。

　押領司の腹部に当たる自身は白はく濁だくを吐はき出したばかりだというのに、まだ硬こう度どを保っている。

「イッていいなんて、誰だれが云いました？」

　ねばつく体液が絡む昂たかぶりをそろりと撫なでられ、そこがひくひくと痙けい攣れんする。押領司は自分の腹にかかった白濁を指で掬すくうと、当てつけのように俺の体に塗ぬりつけてきた。

「なっ……」

　羞恥に頰ほおを染めると、押領司はくすりと笑った。

「……締めつけてる。そんなに欲しかったんですか？　だいぶ、してませんからね」

「……っ」

　繫つなげられた場所を意識すると、ドクドクと脈打ち、硬かたく張り詰めたそれが奥まで入り込んでいるのがわかる。

　思わず頷きかけたけれど、ギリギリのところで押し止とどめた。

　俺の体は引き攣れるような痛みとともに、不思議な充じゆう足そく感かんで満たされている。だが、自分から避さけ、背中を向けたというのに、ここでそれを認めてしまっては元も子もない。

「本当に強ごう情じようなんだから。もっと素す直なおになったらどうですか？」

　押領司はそう云って、ぐっと奥を突き上げてきた。

「あぁ……っ」

　繫がった場所を乱暴に揺ゆすられ、じりじりとした焦しよう燥そう感かんが湧わき上がる。揺れるばかりだった動きが徐じよ々じよに激しくなり、中を擦こすり上げるような動作に変わった。

「ひぁっ、やだ、あっ、あ…っ」

　断続的な抽ちゆう挿そうに声が上擦り、ひっきりなしに淫みだらな声が溢あふれ落ちる。ガクガクと揺さぶられる度たびに、いつしか浮かんでいた汗あせが飛び散った。

　中がぐちゃぐちゃに搔き回され、内壁を抉えぐるように穿うがたれる。それがまるで内臓が押し上げられているようで息苦しいような気さえしてきた。

「い……ぁ……っ、押領司……っ」

　快感の波に攫さらわれていきそうな自分を必死に止めようと、縋すがるものを探して手を彷徨さまよわせる。

　一瞬の躊躇いはあったけれど、ぐっと腰こしを押し込まれた弾はずみで押領司の首にしがみついてしまった。

「透さん───」

　呆ぼう然ぜんとした響ひびきが含ふくまれていたような気がしたけれど、感じすぎてしまう自らの体のせいで、すぐにそれは忘れ去った。

　小さな舌打ちが聞こえたかと思うと苛いら立だちが伝わる荒あらいキスをされ、呼吸さえも奪うばわれる。

「んんん……っ」

　押領司が唇くちびるの端はしについた傷ばかりを執しつ拗ように舐なめてくるせいで、塞ふさがっていたそこから錆さびの味が広がっていった。

　ざらりと擦すれる舌も血の味がして、妙みような興奮を煽られる。

　いつもの癖くせで口こう腔こうで蠢うごめく舌に自分のそれを絡からめ、混じり合う唾だ液えきをこくりと吞み込むと、押領司は微かすかな動どう揺ようを見せた。

「……どうしてあなたは……」

　苦々しい呟つぶやきを咀そ嚼しやくする間もなく、体を揺すり上げられる。

「あ…っ、ああ、あっ、あー…っ」

　腰を穿つ動きが速くなる。めちゃくちゃに体の中をかき混ぜられ、繫がった場所から蕩とろけていくようだ。

　密着しているせいで、俺自身も押領司の腹に擦れ、感じすぎて痛いほどだった。

　強すぎる快感に理性を吹ふき飛ばされ、いまはただ激しく淫らな行こう為いに溺おぼれ、少しずつ意識が遠とお退のいていく。

「ぅあ…っ、く…あ、……っあ！」

　この荒あら々あらしさは、俺を昂たかめるためではなく押領司自身の欲望を満たすための動きのせいだ。つられて俺の体も、本能のままに揺れ動いてしまう。

「……逃にがさない。あなたはもう僕のものなんだ…！」

「はっ……、あ、押領司…っ、あぁ……ッ」

　向けられる独どく占せん欲よくすら、心地ここちよいと思えるなんて俺はどうかしているのだろうか？

　───手放したくない。

　本当は俺だってそう思ってる。

　しかし、それはただのわがままなのだ。俺が口にすることは許されない。

「や……ぁあああ…っ」

　一ひと際きわ強い突つき上げに、堪こらえていた涙なみだが一筋零こぼれ落ちる。

　俺は止とめ処どない快楽の中、胸の痛みを感じながら意識を手放した。










　乱暴に抱だかれた体は、あちこちが痛みを訴うつたえている。いまは気け怠だるく投げ出した体に衣服を纏まとう気力すら湧いてこない。

　押領司はベッドの縁ふちに腰こし掛かけ、背中を向けたまま黙だまっている。その裸はだかの背中には、俺がしがみついたときにできた、赤い引っ搔かき傷きずが残っていた。

　その傷きず跡あとを見つめながら俺は、ふつふつと湧き上がる怒いかりに身を任せていた。

　いま、怒りを感じているのは押領司にではなく、別れる覚かく悟ごを決めたくせに、結局、押領司を拒こばみきれずに受け入れてしまった自分自身にだ。

　意志薄はく弱じやくにもほどがある。

　スタミナでは若さで押領司に負けるかもしれないけれど、これでも俺は柔じゆう道どう有段者なのだ。本気を出せば、押領司一人くらい反対に押さえ込むことはできる。

　そうしなかったのは、心の中では押領司を求めていたからに他ほかならない。

　距きよ離りを取り、徐々に心も離はなしていくつもりでいるというのに、俺のほうが会えない時間にますます恋こい心ごころを募つのらせてしまうなんて愚ぐの骨頂だ。

　思わず、自らの情けなさに深々とため息をついてしまう。

　ここで押領司に怒りを向け、『出ていけ』と命じれば、二度と俺の前に現れないだろう。

　完全に断たちきるのはいましかない───そう思った瞬間、押領司が微かに身じろいだ気がした。

「───透さん」

　静かに呼びかけられ、ギクリとする。押領司が振ふり返ったわけではないのに、じっと見つめていたことに気づかれ、頭の中まで見み透すかされたのではと焦あせってしまったのだ。

　しかし、押領司はそんな俺の動揺は知らず、淡たん々たんと言葉を続ける。

「無茶をしてしまったことは謝ります。すいませんでした」

　押領司はいま、いったいどんな顔をしているのだろう？

　その平へい坦たんな口調だけでは、告げられた言葉に込こめられた感情までは推おし量れない。

「でも僕は、あなたの口から真実が聞きたかった」

「……っ…」

　返す言葉が見つからず、俺は息を詰つめた。

　俺がどんな気持ちで押領司を諦あきらめようとしているかを知ったら、若さの勢いで何もかも捨ててもいいと云いい出しかねない。そのくらいの気持ちを向けられていることは、それなりに自負している。

　だが、そんなことをさせるわけにはいかないし、かと云って、噓うそをつくのは気が退ひけた。

「……今日のところは帰ります」

「え……？」

　押領司は手早く衣服を身につけると、まるで未練などないと云わんばかりに後ろを振り返ることなく、俺の部屋を後にした。

　バタン、と玄げん関かんのドアが閉じる音が部屋に虚むなしく響き渡わたる。

　今度こそ、押領司は俺のことを見切ったのだろう。

　───これでよかったはずだ…。

　そう頭では思うけれど、心臓が握にぎり潰つぶされているみたいに痛い。

　チリチリと指先が痺しびれるような感覚がしたかと思うと、瞬まばたきした途と端たん、大きな雫しずくが眦まなじりから零れ落ちた。
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「……頭痛い」

　休み明けの朝、いつも通り洗面所の鏡を覗のぞき込んだ俺は、自分の酷ひどい顔を見て眉まゆを寄せた。

　ここ数日、あまりよく眠ねむれなかったせいで目の下に隈くまができてしまっている。

「みっともない顔……」

　寝ね不ぶ足そくでむくんでしまっているし、顔色だってよくない。

　だからと云ってそんなことで仕事を休めるほど、社会が甘くないことくらいわかっている。俺はぼけた顔をしている自分に気合いを入れようと、冷たい水で顔を洗った。

　───あの日以降、俺は押領司とは勿もち論ろんのことだが、利哉とも連れん絡らくを取らずに過ごしている。

　頭を冷やしたいという気持ちと、煩わずらわしいことから目を背そむけたいという気持ちで、休日の間は携けい帯たいの電源も切っていた。

　自宅のほうには誰だれからも連絡がなく、一人でいることを邪じや魔まされずにすんだのも幸いだったかもしれない。あんなふうに何もせずに過ごした休日は久しぶりだった気がする。

　押領司と会ってからは家に押しかけられたり、どこかに連れていかれたりと落ち着く間もなかった。そうやってあいつに振り回されながらも、やってくる休日が楽しみで仕方なかった。

　水の滴したたる顔をタオルでごしごしと拭ぬぐい、顔を上げた俺ははっとした。

「……あ……」

　───傷が治ってる。

　利哉にキスをされ、それを拒んだときにできた唇の端の傷が治っていることに、いま気がついた。

　この傷のように、人間関係も放ほうっておいた間に自然に修復されていればいいのに。つい、そんな身勝手な願いを抱いだいてしまう。

「あいつが俺のことを好きだったなんて……」

　告白をされたけれど、俺はそれを信じられない気持ちでいた。

　夢のようだ、と思っているわけではない。これまでのつき合いの中で、そんなふうな気持ちを向けられているなんて微み塵じんも感じたことがないからだ。

　利哉が俺のことをかわいがってくれていたことは、俺も自覚している。

　友達に接する態度というよりは、弟を大事にするような感覚なのだろうと勝手に思っていたけれど、そうではなかったということだろうか？

　だけど、俺には到とう底てい、あれが恋れん愛あい感情だったとは考えられない。

　それに利哉の告白には、釈しやく然ぜんとしないものを感じてしまう。

　押領司に対して、俺とつき合っていることで将来に悪あく影えい響きようを及およぼしてしまうかもしれないと云ったはずなのに、教習所の前で鉢はち合あわせしたときは邪じや険けんに扱あつかっているようにしか見えなかった。

　あの二人の相あい性しようが最悪なだけかもしれないけれど、どうしても利哉の発言には矛む盾じゆんを覚えてしまう。

　それに、現警視副総そう監かんである押領司の父親のことは懸け念ねんしていたのに、自分の立場のことは何も云わない。

　警察組織が保守的なものだと心配し、同性とつき合っていることが世間に露ろ見けんしたときの状じよう況きようを危き惧ぐするのなら、利哉だって状況は似たり寄ったりなはずだ。

　理性的で上じよう昇しよう志向の強い利哉が、恋こいのためだけに全すべてを擲なげうつなんて考えられない。

　俺の性せい癖へきを知って諦めきれない気持ちになったというのなら、俺が押領司のことを告白したあのときに何故なぜ云わなかったんだろう？

　つき合っている相手がいると俺が云ったから、気持ちを隠かくしたままでいた───それなら何故、あのときの利哉はまず、押領司との関係を考え直せと云ってきたのか。

　そして、押領司と揉もめたその後に『好きだった』と告げてくるなんて、本当に何を考えているのかわからない。

　人の気持ちが理り屈くつでは推し量れないことくらい、自分でも重々承知しているけれど、どうにも今回の利哉の言動には納なつ得とくがいかないのだ。

「どうすればいいんだろ……」

　利哉のことは昔好きだったにしろ、片かた想おもいしていたのは、すでに過去のことなのだ。あいつの気持ちが本物だったとしても、いまになってつき合うことは考えられない。

　しかし、お互たがいの気持ちを知ってしまった以上、どうしたって以前のような関係は望めないだろう。

　もう『親友』と呼び合っていた、あの頃ころには……。

「…っと、早くしないと遅ち刻こくする！」

　洗面台の前で考え込んでいたせいで、かなりの時間を消費してしまった。

　もう、あまりのんびりしてる余よ裕ゆうはない。いくら遅おそ番ばんで昼出勤とは云え、まともな食事を作っている暇ひまはなかった。

　トースターに食パンを放り込み、その間に着き替がえてしまおうとクローゼットを開ける。急いでスーツを身につけ、ちょうど焼けたトーストを口にくわえながら新聞に目を通していると、この時間には珍めずらしく電話が鳴った。

「……誰だろう」

　ここに直接かけてくるのは、両親と友人の何人か、それに押領司と利哉の限られた数人だけで、セールスの電話も滅めつ多たにはない。

　あの二人のどちらかだと思うけれど、あんな別れ方をした押領司がいま電話をしてくるとは考えにくい。

　───ということは、利哉だろうか？

　こういうとき、面めん倒どうがらずにナンバーディスプレイの電話機に替えておけばよかったと後こう悔かいする。

　しかし、いつまでも逃にげ回っていては何も解決しないと自分に云いい聞かせ、しつこく鳴り続ける電話を取った。

「も…もしもし…」

　ごくりと唾つばを飲み込み、声を絞しぼり出すようにして電話口に出ると、向こうからほっとした声が聞こえてきた。

『……透。ようやく出てくれたな』

「……うん。ごめん……」

『いや、俺が焦あせってあんな真似まねをしたのが悪いんだ。この電話だって、本当は出たくなかったんだろう？』

　考え込むタイプだもんな、と穏おだやかに云われ言葉に詰つまる。利哉には、俺が葛かつ藤とうし、思い悩なやんでいたことを見み抜ぬかれていた。

　友達づき合いが長いだけあって、行動パターンを読まれてしまっているようだ。

『お前はもう聞きたくないかもしれないけど、もう一度、会ってちゃんと話がしたいんだ』

「…………」

『頼たのむ。最後のチャンスをくれないか？』

「最後って……」

　利哉の真しん剣けんな声を聞いていると、あの告白が何かの間ま違ちがいだったようには思えない。

　だとしたら、俺の感じた違い和わ感かんはいったい何だったのだろう？

『もう、俺の顔なんて見たくもないか？』

「そ、そんなことはないけど」

『だったら、話をするくらいかまわないよな』

「う…うん……」

　結局、押しきられる形で頷うなずいてしまった。

　しかし、話をすると云ってもどこで会えばいいんだろう。利哉の部屋や俺の部屋で二人きりになるのも何となく嫌いやだし、かといって喫きつ茶さ店てんやレストランは人目がある。

　……やっぱり、教習所に来てもらうのがいいだろうか……。

　仕事場をこんなことに利用してばかりいるのは申し訳ないと思うけれど、講習の終わった教習所以外に都合のいい場所は考えつかない。

『今日の夜は空いてるか？　仕事の後迎むかえに行くから待っていてくれ』

「それなら、閉講してから来てくれないか？　あそこのロビーで話をしよう」

『終わってから残っていて大だい丈じよう夫ぶなのか？　俺の部屋に来てくれたほうがいいんじゃ───』

「車のメンテがあるって云えば残ってても平気だし、今日はちょうど見回りの当番なんだ。それとも、あそこじゃ嫌か？」

　当番とは名ばかりで、最後まで残っている者が最後の消灯と施せ錠じようの見回りをして帰るのが通例になっている。

　貴重品や生徒の名めい簿ぼを収めてある部屋の戸と締じまりは責任者が別なため、見回り当番に関してはアバウトになってしまっているのだ。

『……じゃあ、九時すぎに着くようにするよ』

　利哉は少し不満そうだったけれど、話をするだけなら問題ないはずだ。

「うん。また後で」

　俺は約束をしてから電話を切り、大きく息を吐はいた。

　何とか平静を装よそおって喋しやべっていたけれど、実のところ物もの凄すごく緊きん張ちようしていたのだ。何度、声が震ふるえそうになったかわからない。

「夜、か───」

　感傷に浸ひたりかけた俺は、ふと壁かべにかかっている時計を見て目を見張った。

　もうすでに家を出なければいけない時間を過ぎている。

「ヤバい……」

　このままじゃ、確実に遅刻だ。

　俺は冷えてしまったトーストを口の中に押し込み、カバンを摑つかむと、慌あわてて部屋を飛び出した。










「お疲つかれー。あと、よろしくな！」

「お疲れ様でした。気をつけて帰って下さいね」

　先に帰っていく同どう僚りように声を返しながら、俺は各所の施錠を確かく認にんして回る。

　二階の各教室を一回りし、一階のロビーに戻もどってきたところで、ガラス戸の向こうに車のヘッドライトが見えた。

　約束通りに現れた利哉を外に迎えに出ると、ちょうど車から降りたところだった。

「───透」

「……中、入れよ。自じ販はん機きのでよければ、コーヒーもあるし」

　明かりを落としたロビーに、利哉を招き入れる。生徒の待ち合い室になっているそこはいくつもの自動販売機が並び、その明かりが同じ方向に向けて置いてあるソファーを照らしていた。

「ごめん、暗いよな。時間過ぎてるから、全部はつけておけなくて」

「かまわないよ。話ができればいいんだから」

　利哉にソファーに座るよう促うながし、ポケットに入れておいた小銭でコーヒーを二つ買う。俺のぶんはミルク入り、あいつのはブラックだ。

「……飲むだろ？」

「ああ、さんきゅ」

　俺はコーヒーを手て渡わたしながら、一人分の隙すき間まを空けて利哉の隣となりに腰こしかけた。緊張が伝わってしまうほど側そばに行くことは、気が退ひけたから。

　何となく話し辛づらい雰ふん囲い気きになってしまい、しばらくの間、コーヒーを啜すする音だけが聞こえる。

　利哉はコーヒーを全すべて飲み干すと、空になった紙コップを離はなれた場所にあるゴミ箱へと投げ入れた。そうしてから、おもむろに口を開く。

「───この間、俺が云ったことを覚えているか？」

　この間云ったこと───それは、利哉が俺を好きだったと告げたことだろう。

　親友からの衝しよう撃げきの告白なのだから、忘れようにも忘れられるわけがない。

「……ああ」

「あいつのことを気にして、あんなふうに焦った行動を取ったことは反省してる。落ち込んでる透を見てたら、いてもたってもいられなくなったんだ。……けど、透だっていきなりキスなんかされたら驚おどろくよな」

「ま、まあな」

　確かに心臓が止まってしまいそうなほどに驚いた。

　けれど、利哉を拒こばんだのは驚きのせいだけじゃない。唇くちびるが触ふれた瞬しゆん間かんのどうしようもない気持ち悪さが耐たえられなかった。

　喩たとえて云うなら、肉親にキスされたような、そんな違和感を感じたのだ。

「でも、お前を慰なぐさめたいだけであんなことを云ったわけじゃない。好きだっていう気持ちは本当なんだ」

「……利哉……」

「突とつ然ぜんのことで、すぐには答えが出ないかもしれないけど、真ま面じ目めに考えてくれないか？」

　真しん摯しに聞こえる告白を疑ってみることは、本当ならしたくない。けれど、自分の中で感じた違和感をそのままにはしておけなかった。

「───訊きいてもいいか？」

「何だ？」

　俺から何かを訊かれるとは思っていなかった様子で、利哉は目を瞬しばたたいた。俺は残りのコーヒーを全て飲み干し、喉のどを潤うるおすと、胸にわだかまっていた疑問を口にする。

「婚こん約やく者しやには何て話をするんだ？　彼女に全てを話したら、彼女の父親───刑けい事じ局長にも、このことがバレるんじゃないか？」

「……まあ、ぼかして話すさ。他ほかに好きな人がいるというのは噓うそじゃないだろ？」

　利哉は俺の問いに、口くち籠ごもった。心なしか、動どう揺ようしているように見えるのは気のせいだろうか？

「それって、俺とのことは隠かくし通せば問題ないと思ってるってことだよな？」

「……何が云いいたいんだ？」

「押領司のことを俺が云ったとき、世間に隠さなくちゃいけない関係はお互たがいを傷つけるだけだって云っただろう？」

「それは───それだけの覚かく悟ごがあるってことだ」

　……やっぱり、矛む盾じゆんしている。

　利哉の云っていることには一いつ貫かん性せいがない。そして、それは無意識ではなく、利哉自身もわかっているということが、微かすかな動揺から垣かい間ま見みえてしまった。

「……ごめん、俺はお前の気持ちには応こたえられない」

「どうしてだよ」

　利哉は釈しやく然ぜんとしないといった顔で、俺に迫せまってくる。

「お前の言葉に納なつ得とくがいかないってこともあるけど、俺がいま好きなのは、押領司なんだ。他の誰だれだろうと、あいつの代わりになんかできないよ」

　利哉のことはずっと好きだった。初めは恋れん愛あい感情も抱いだいていたけれど、長い時間でそれは憧あこがれや思し慕ぼのようなものに変化していったのだと思う。

　結けつ婚こんすると知ったときに感じた独どく占せん欲よくは、子供が母親に感じるそれに近かったのではないだろうか？

　他に好きな相手ができなかったのは、恋こいをするのが怖こわかったからだ。多分俺は、どうせ叶わない片かた想おもいなら一つで十分だと思い込んでいたのだろう。

　そんな俺の目を外に向けさせ、誰かに恋するという気持ちを思い出させてくれたのは押領司だ。あいつがいてくれたからこそ、いまの自分がいる。

　押領司のために身を退ひくことを決意したけれど、だからといって、他の誰かに慰めてもらいたいなんて思わない。

　もう二度と恋をしないとまでは思わないけれど、その場ば凌しのぎの慰めなど求めるつもりはなかった。

「透───」

「だから、ごめん」

　俺は利哉が何か云おうとする前に、頭を下げた。これ以上、言葉を重ねられても気持ちが動かないということを伝えたくて。

　押し黙だまった利哉に、俺は恐おそる恐る切り出した。

「……それにさ、こう云っちゃ何だけど、お前、俺のこと本当に好きなわけじゃないだろ？」

「え？」

「何て云うか、恋愛感情の『好き』とは違ちがうものなんじゃないのか？」

「────」

　俺が感じていたことを告げた瞬間、利哉は表情を凍こおらせた。

　いままで見たことがないほど強こわ張ばったその顔に、俺のほうが腰が退けてしまった。

「と…利哉……？」

「いつの間に、そんなに察しがよくなったんだか」

　ちっと舌打ちをし、吐はき捨てるように云われた言葉に目を丸くする。一瞬前の利哉とは、まったくの別人になってしまったかのような雰囲気の変わりようだった。

「昔の透は天然でかわいかったな。何でも俺のこと信じて、犬みたいについてきて」

　利哉は大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめ、ため息をつく。

「何を…云ってるんだ……？」

「お前が俺を好きなことくらい、気づいてなかったわけないだろう？　俺の行動にあんなに一いつ喜き一いち憂ゆうしてたら丸わかりだよ」

「じゃあ、何で……」

　俺の恋心に気づいていたというなら、何故なぜ何食わぬ顔をしていたというのか？

　告白したときだって、知らなかったふりをしたのはどうしてなのか。

「そりゃ、お前の反応を見るのが楽しかったからだろ。彼女作って見せつければ落ち込んで、別れたって云えばほっとした顔見せて、本当に面おも白しろかったよ」

　利哉の言葉に、頭から血の気が引いていく。

　いくらなんでも、あまりに酷ひどすぎる。噓か冗じよう談だんだと信じたかったけれど、利哉は低く俺を嘲あざ笑わらうばかりだった。

「俺のこと好きだって……あれもやっぱり噓なのか……？」

「噓じゃないさ。好きでなきゃ、ここまでしてやる意味がないだろう。色々と機き嫌げん取って面めん倒どうみてかわいがってやってたつもりだけど？」

「なっ……！　お前は俺のことを何だと思ってたんだ!?」

　目の前が怒いかりで真っ赤に染まる。激情に煽あおられ、利哉の胸むなぐらを摑つかもうとしたけれど、冷静さを失っている俺の手首は簡単に摑まれてしまった。

　そして、利哉は手首を摑んだまま、俺をソファーに押し倒たおしてきた。

「何って、考えたことなかったな。ペットって云い方も相応ふさわしくないし、敢あえて云うなら『所有物』かな」

「────」

　俺は頭の中が真っ白になった。

　まさか、ずっと親友だと思って信じてきた相手にこんなことを云われるなんて。

「他人のものになるくらいなら、早く手を出しておけばよかった」

　冷たく云い放たれた言葉に後頭部をガンと殴なぐりつけられたようなショックを覚える。けれど、一いち縷るの望みを托たくし、説得を試みた。

「利哉！　お前はこんなことするやつじゃないだろ!?　何考えてるんだ!!　もういい加減、やめろよ…っ」

「ごめん、冗談だ」

「！」

　向けられたいつも通りの穏おだやかな表情に安あん堵どし、強こわ張ばらせていた体からふっと力を抜ぬく。

　しかし、利哉は油断した俺の体を返し、片かた腕うでを後ろ手に捻ひねり上げてきた。

「痛…ッ!?」

　利きき手を取られてソファーに肩を押しつけられ、身動きが取れなくなる。何が起こったのかと困こん惑わくしていると、背後から耳元に囁ささやかれた。

「───って云って欲しかったか？」

「そっ……」

「どんなやつだと思ってた？　品行方正な優等生、とか？　人気者だけど平等で、でも自分のことを優先してくれる最高の親友だっただろ」

　微かな希望は鼻先で笑い飛ばされ、俺の胸を絶望が支配した。

　俺はもう、何を信じていいのかわからなくなってきた。俺がいままで見てきたものは、いったい何だったのだろう。

「……どうして、いまになってそんなこと云うんだよ……」

　騙だまし続けられたかったわけではないけれど、俺の一挙一動を見て楽しんでいたというのなら何故、こんな話を聞かせるのか。

「お前が俺の思い通りにならないからだよ。恋人ができて、浮うかれてるみたいだから現実ってものを知ってもらいたくなったんだ」

　ちょっと頭に血が上ってね、と笑いごとのように話す利哉の態度に、怒り以上に悲しみが込こみ上げてくる。

「そんな……」

「お前に男友達がなかなかできなかったのは、俺が邪じや魔ましていたからだって気づかなかったのか？　余計な虫がつかないように追い払はらってたのに、側そばを離はなれたらすぐこれだからな。警察を辞やめると云ったときにもっと引き止めておけばよかった」

「う…噓うそだ……」

　そんなことまでしていたなんて……。

　これまでの利哉は全すべて偽いつわりで、俺に向けられてきた優やさしさは、表面上のものでしかなかったということか。

「残念ながら事実だよ。まあ、俺の言葉であいつと別れる気になったみたいだし。いままでみたいに大人しくしていれば、愛人にでもしてやるよ」

　───愛人。

　つまり、利哉は結婚を取り止やめることは微み塵じんも考えていないということだ。

　押領司とのことであれこれ忠告してきたのも、俺たちを心配したからではなく、ただ別れさせたいと思ってのことだったのか。

　俺を打ちのめすために真実をつきつけておきながら、それでも尚なお、俺を支配するつもりだなんて……。

「ふざけるな！　俺が別れようと思ったのは、押領司のためだ！」

「まったく……そういうことを真顔で云いうようなとこも馬ば鹿かで可愛かわいいと思ってたんだけど、度が過ぎるとかわいくないな」

「つ……っ」

　捻った腕うでをますますキツく折り曲げられた俺は、痛みに呻うめき、抵てい抗こうを緩ゆるめる。その瞬しゆん間かん、下か肢しに利哉の手が及およんできた。

　足の間から手を差し込まれ、際きわどい部分を服越ごしに撫なで回される。全身にじっとりと嫌いやな汗あせが浮かび、悪お寒かんが込み上げてきた。

「い、嫌…だ……っ」

「抱だいてやるよ。好きな男に抱かれたいって思ってたんだろう？」

「俺が抱かれたいと思うのは、押領司だけだ！」

　痛みを堪こらえ叫さけぶように云い返すと、利哉は俺にわかるように舌打ちをし、悪あし様ざまに云ってくる。

「あのガキのせいで、本当にかわいげがなくなっちまったな」

「やめろ…っ」

　利哉は俺のベルトの金具を外し、ウエストを緩めてくる。このままでは本気でまずい。

　危機感を募つのらせた俺は、反はん撃げきのチャンスを狙ねらう。

「観念するんだな」

「……っ…」

　凍いてつく声を鼓こ膜まくに直接吹ふき込まれたのとほぼ同時に聞こえてきたのは、怒りに震ふるえる声だった。

「透さんから離れろ!!」

　押領司──!?

　誰だれよりも会いたかった人の声に、瞳ひとみの奥が熱くなる。けれど、悠ゆう長ちように感激してる場合ではなかった。

「何で、お前がここに───うぐッ!?」

　利哉の気が逸それた一瞬をつき、左ひだり肘ひじで鳩尾みぞおちに一撃を食くらわせる。そうして、拘こう束そくが弛ゆるんだことを見計らって体を起こし、俺は利哉の体の下から抜け出した。

　焦あせっているせいでもつれる足を叱しつ咤たして、どうにか利哉から距きよ離りを取る。　>>>♥

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ああ…。でも、どうしてここが…？」

「透さんの家で待っていたんですが、帰りが遅おそいので心配して迎むかえにきたんです。あと十分、来るのを躊躇ためらっていたらと思うと、ぞっとします」

　押領司の剣けん吞のんだった顔つきが、俺と目が合った瞬間、安堵の表情になる。

　こちらへ足を踏ふみ出しかけたとき、腹部を押さえて呻いていた利哉がよろよろと立ち上がった。

「くそっ、本当に目め障ざわりなやつだな……。お前さえいなければ、透が俺に逆らうなんてことなかったんだ！」

　利哉はギリリと奥歯を嚙かみしめ、押領司を睨にらみつける。押領司もそれに応こたえるように、キツい視線で睨み返した。

　俺は間に入ることもできず、ハラハラと対たい峙じする二人を見守るしかできなくて。

「やっぱり、あなたが透さんにろくでもないことを吹き込んでたんですね。僕が気に食わないのは、嫉しつ妬とからですか？」

　押領司は利哉のほうへ向き直り、深々とため息をついた。

「貴様のせいで…っ」

「！」

　利哉は激昂し、押領司に殴りかかった。咄とつ嗟さに俺は押領司を庇かばおうと足を踏み出したけれど、次の瞬間、利哉は繰くり出した腕を取られ、硬かたい床ゆかに投げ飛ばされた。

「うわ……」

　綺き麗れいに決まったな……。

　まるでお手本のような一本背負いに、目を奪うばわれ、緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きには相応ふさわしくないような感想を抱いだいてしまう。

　背中を強したたかにぶつけた利哉は床に蹲うずくまり、何度が咳せき込んでいた。

「痛い目に遭あいたくなければ、二度とこの人に拘かかわらないで下さい」

「はっ！　お前、そんなこと云っていいのか？」

　押領司の告げた言葉を、しゃがみ込んだままの利哉が笑い飛ばす。強気を装よそおっているだけなのか、まだ隠かくし持っているカードがあるのか、俺には判断できなかった。

「何がですか？」

「透との関係を親にバラされてもいいのかって聞いてるんだよ。ここでよりが戻もどったとしても、俺がご注進申し上げれば、引き裂さかれるのが運命ってとこだろう？」

　利哉の嘲ちよう笑しようを込こめた物云いに、悲しみが募っていく。

　卑ひ怯きような脅おどしをしてくる利哉は、もう見たくなかった。裏切られていたということはわかっていても、これ以上思い知らされるのは辛つらすぎる。

　俺にとっては、大事な友達だったのだ。

「云いたければ、どうぞ云って下さい」

「な……っ」

　淡たん々たんとした押領司の返事に、利哉は面めん喰くらった様子だった。かく云う俺も、驚おどろきを隠しきれず押領司の次の言葉をはらはらした気持ちで待ってしまう。

「ウチは、隠しごとをするような家族関係ではありませんから。透さんのことは、両親も知ってますよ」

「ええええっ!?」

　思わず、俺が大きな声を上げてしまった。

　俺のことを知ってるって……つき合ってるって云ったってことか？

　そんなことを告げて、大丈夫なんだろうか……。

　親にカミングアウトするなんて、自分の中の価値観では考えられないことだ。

　俺の父親も警察官で──押領司の家とは違ちがい、所しよ轄かつの叩たたき上げだけど──同性でつき合ったりするなんてことがあるなんて信じることができない人種だ。

　当然、俺が女性に興味がないなんて、夢にも思ったことがないだろう。

　いくらリベラルな考え方の家庭だとしても、そう簡単に『男とつき合ってます』なんて云えるものなのか？

　押領司はぐるぐると考え込んでいる俺を一度だけちらりと見た後、今度は逆に利哉を追い詰つめていく。

「あなたの所業のほうが、バラされたら困ることなんじゃないんですか？」

「……っ…」

　その言葉に利哉は顔色をなくし、絶句した。まさか、こんな反撃をされるとは思ってもみなかったのだろう。

「今回の件は父に相談するかもしれません。年長者に意見を仰あおぐのは若じやく輩はい者ものの務めと教育されていますので」

「そんな…っ」

　本当に云うつもりなのだろうか？　利哉は青ざめているけれど、俺は反応を見るためのただの脅おどし文句ではないかと思う。

　押領司が本気でそう考えているとしたら、こんなふうには宣言しないような気がするのだ。

　基本的には意地の悪いところがあるこいつが、誰かを貶おとしめようというのにそんな親切なことはしないだろう。

「さあ、行きますよ、透さん」

　押領司は争って乱れた俺の服を正し、帰るよう促うながしてくる。

　最後に出ないと戸と締じまりが……とは云い出せそうもない雰囲気に黙だまって歩を合わせると、利哉が悲痛な声を上げた。

「ちょ、ちょっと待て！　それだけはやめてくれ！」

　血相を変えて、必死に頼たのんでくる。

　相手が警視副総そう監かんということになると、プライベートな問題というだけではすまなくなる。これからの人生の進退がかかってくると云っても過言ではない。

「……あなたはここまで透さんに酷ひどいことをしておいて、許されようってつもりですか？」

　押領司は鷹おう揚ように振ふり返り、呆あきれた口調で問いかける。

「───す…すまなかった……。俺が悪かった」

　利哉は悔くやしさに満ちた声で、不本意そうに謝罪の言葉を口にした。

　もしかしたらこれが、利哉の初めて味わう屈くつ辱じよくなのかもしれない。

「謝る相手を間違えてませんか？」

　その言葉に俺は、はっとした。

　押領司は、利哉に俺への謝罪をさせようとしているのだ。

　元々の不安があったにしろ、俺だって利哉の口車に乗って押領司を振り回すようなことをしたし、今日だってこんな俺を助けに来る義理などないはずなのに……。

　俺は自分の腑ふ甲が斐いなさが、ますます申し訳なくなった。

「……押領司、もういいよ。俺は謝って欲しいわけじゃない」

「透さん」

「謝ってもらっても、元に戻れるわけじゃないからな。それに、ずっと気づかずにいた俺も間ま抜ぬけだったんだよ」

「…………」

　俺が苦笑いを浮うかべて告げると、押領司は黙って逡しゆん巡じゆんした後、苦虫を嚙み潰つぶしたような顔で渋しぶ々しぶとつけ加えた。

「まあ、あなたの心がけ次し第だいで、考え直すかもしれませんね」

　平へい坦たんな口調なのに威い圧あつ感かんを感じるのは、その中に怒いかりが込められているからだろう。

　俺の顔を立て、この場では感情を抑おさえてくれたのだ。

「……っ！」

「もう一度云いっておきます。二度と、透さんに近づかないで下さい。次があったときには、今度こそ容よう赦しやしませんから」

　利哉に向かって吐はき捨てられた言葉は、気を緩ゆるませかけた利哉を凍こおりつかせるに十分だった。










　その後も、納なつ得とくがいかないといった顔をしていた利哉だったけれど、押領司にギロリと睨まれ、すごすごと帰っていった。

　一階の戸締まりと消灯を確かく認にんし、外に出ると、夜風が強くなっていた。けれど、押領司に好きだと伝えたあの夜に比べると、だいぶ暖かくなってきている。

　あれから、季節が変わったと肌はだで感じるほどの時間が過ぎたのだと、改めて実感した。

「……今日はありがとう」

　何か云わなくてはと思ったのに、俺の口から出てきたのは、その言葉だけだった。

「僕は僕のしたいようにしただけですから、透さんにお礼云われる筋合いはありません」

　怒りをにじませた声音に、俺は息を吞んだ。

　そりゃそうだよな。俺と利哉に振り回されて、今日みたいな面めん倒どうに巻き込まれたんだから、怒っていて当然だ。

「そう、だよな…。ごめん、迷めい惑わくかけて。でも、もうこんなことにはならないから」

　だから安心してくれと告げると、俺は踵きびすを返し、押領司に背を向けた。

「どこ行くんですか」

「え？　いや、帰ろうと思って……。だって、呆れてるだろ？　俺の顔なんて見ていたくないだろうから───」

　全すべてを云い終わる前にがっちりと腕うでを摑つかまれ、近くに停とめてあった車に押し込まれる。

「な、何？」

「いいから、僕と一いつ緒しよに来て下さい」

「ちょっ、俺も車が…！」

「明日、ここまで送り届けますから問題ありません」

　何が起こったのか理解できないまま、俺は助手席に座らされ、疑問をぶつける間もなくドアを閉められた。ドアによって外から遮しや断だんされると、新車独特の匂においが鼻先を掠かすめる。

　押し込まれた車内をぐるりと見回してみたが、どうやら初めて見る車だ。押領司の家の所有車は他ほかの種類だったはずだが、買い替かえたのだろうか？

「この車は……？」

「僕のです」

「お前が買ったのか!?」

「買っちゃ悪いんですか？」

　俺の驚おどろきの言葉に、押領司はますます低い声を出した。

　こんな様子の押領司は初めてみる。怒っているというより、拗すねているといったほうが相応ふさわしい表現かもしれない。

「いや…そういうわけじゃないけど、よく金があったなって……」

「心配しないでも親の金じゃありませんよ。僕が稼かせいだお金です」

「稼いだ？　どうやって!?」

　国産車の安いのだって、学生の小こ遣づかいで買える金額ではない。とくにこの車種はけっこういい値段がついてた覚えがあるのだが……。

「同じマンションで中学受験をする子がいたので、ずっと家庭教師をしていたんです。あとは不本意ながら、智久のアシスタント代。そういった収入と小さい頃ころから貯ためてたお金を元手に資産運用をしていて、ようやくまとまった金額になったので、この車を買いました」

「し、資産運用……」

　家庭教師やアシスタントはともかくとして、貯めてたお金というのは、お小遣いとかお年玉とかそういうものだろうか。

　しかし、高校生のくせして、それを運用して増やしてしまうところが末すえ恐おそろしい。俺なんて、そんな考えに及およんだことすら一度もない。

　いったい、お前の頭の中はどうなってるんだ？

「本当は透さんと一緒に買いに行きたかったのに、全然摑つかまらないから一人で買ってきたんですよ」

「そうか……」

　これも、悪かったと謝るべきところなのだろうか…？

　苛いら々いらとしている押領司の様子を窺うかがっていると、突とつ然ぜん、運転席の押領司から叱しつ責せきが飛んできた。

「そんなことより、どうしてあなたはそんなに無防備なんですか！」

　今回のことに関しては完全に俺に非があるため、体を小さくして謝る。

「……ご、ごめん」

「本当は強いくせに、すぐ油断するからああやってつけ込まれるんですよ？　わかってるんですか？」

「すみません……」

　そんなことはないと反論したかったけれど、この状況では何も云い返せない。

　確かに、押領司の云う通りなのだ。

　柔じゆう道どうの正式な試合でなら勝てる自信はあるけれど、日常生活ではどうしても先手を取られてしまう。別に遠慮しているとか云うわけじゃないんだけどさ……。

「僕が行かなかったら、どうなってたと思ってるんですか!?」

「本当に申し訳ないと思ってます……」

　これじゃまるで、俺のほうが年下みたいだ。云われることのいちいちが、どれも尤もつともなことなので謝るほかない。

「───押さえつけられてるあなたを見たとき、心臓が止まるかと思いました」

「押領司……」

　次は何を怒られるのだろうと身構えていた俺は、トーンが下がった辛つらそうな声で云われ、罪悪感に心臓がズキリと痛む。

　押領司は人気のない公園の横に車を停めエンジンを切ると、俺のほうに向き直り、眉み間けんに皺しわを寄せながら訊たずねてきた。

「確認しておきますけど、何もされてないんですよね？」

「う、うん。服の上からちょっと触さわられたくらいだから」

　安心させようと思ってそう云ったのに、それだけのことでも押領司は思いきり嫌そうな顔をした。

「それも許せないんですけどね。透さんはもう少し他人を警けい戒かいするようにして下さい」

「本当にごめん……お前には迷惑ばっかりかけて……。こんなんじゃ、怒りたくもなるよな」

　刺とげ々とげしい言葉にしゅんと項うな垂だれる。俺のほうが八つも年上なのに、情けなさすぎてますます落ち込んだ気分になってくる。

「怒ってるんじゃなくて、呆あきれてるんです。透さんは、僕が何にも気づいてないとでも思ってたんですか？」

「へ？　何が？」

「透さんが僕から離はなれていこうとしてた理由くらい察しがついてるって云ってるんです」

「ええ!?」

　まさか本当に!?

　俺が必死で何も云わないようにしていたというのに……。

「……と云っても、わかったのは先日の一件のときですけどね。どうせ、あの男に僕とつき合ってると世せ間けん体ていがよくない、お互たがいに不幸になるとか何とか云われたんでしょう？」

「……うっ……」

　当たっている。何故なぜ、押領司は俺の考えてることがわかったのだろう。

　俺が、見み透すかしやすい思考回路をしているということだろうか？

「透さんがそういうことを気にしてるのは、僕もわかっていたつもりだったんですけど、同居を断られるまで……そこまで根深いものだとは思ってなかったんです」

「…………」

「でも逆に、それなら不安のほうを取り除ければ、つき合っていても同居をしても問題ないってことでしょう？」

「そういうことになるのか…？」

　発想の転てん換かんなんだろうけど、俺はそんなこと思いつきもしなかった。

　これは頭の差なのか、それとも歳としの差なのか。

「透さんがウチの親のことをしきりに気にしていたんで、まずはそこから片づけておこうと思ったんですが、父を摑まえるのに時間がかかりまして。だから、すぐに会いに来れなかったんです」

「でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　重ねて問うと、押領司はむっとした顔をする。

「僕がそんなに信用できませんか？」

「そういうわけじゃないけど…っ」

　念には念をというか、渡わたる石橋はきっちりと叩たたいて確かく認にんしておきたいというか。

　……やっぱり、俺って心配性しようなんだろうか？

「この僕が、あなたとつき合ってることを障害にするような無能に見えますか？」

「あ、いや……」

「もしも誰だれかが反対したなら、説得するなり、懐かい柔じゆうするなり、何らかの対策を取りますから安心して下さい。世間とやらにだって文句は云いわせません。何があろうと、守ってみせます」

「……っ…」

　ともすれば不ふ遜そんとも捉とらえられかねないようなことを、押領司はさらりと云ってのけた。

　でも、説得はともかくとして懐柔って……。

「だから、透さんは僕と別れる必要なんてまったくありません」

「……お前って、ほんといつも自信満々だな」

「透さんに関してだけは必死なんです。あなたは僕の全すべてですから」

「ばっ…かだな……。そういうこと、真顔で云うなよ」

　歯が浮うくような台詞せりふを云われ、思わず笑ってしまう。

　なのに何故か、頰ほおを温かな雫しずくが伝っていった。

「あ…れ……？　どうしたんだろ……安心したからかな……」

「透さん……」

「悪い。もういい歳なのに、みっともないよな」

　滲にじむ涙なみだをスーツの袖そでで拭ぬぐい、恥はずかしさを笑い飛ばす。そうでもしないと、本気で泣いてしまいそうだった。

「……無理しないでいいんですよ。辛いことを抱かかえてるのは体によくありませんから、できるなら吐はき出してしまったほうがいい」

「……っ…」

　そっと抱だきしめてくるような優やさしい口調に、堪こらえていた感情が堰せきを切って溢あふれ出す。

　何でもない顔をしていたけれど、利哉のことは本当はかなりショックだった。あまりのことに感情が麻ま痺ひしてしまうくらいの衝しよう撃げきだったのだ。

「……あいつが……あんな…あんなふうに、俺を見てたなんて……っ」

　本心を隠かくしてきたことに関してはお互いさまかもしれない。

　だけど、それでも俺は利哉を『親友』だと思ってた。一生つき合っていく大事な友人だと思っていたからこそ、ずっと恋こい心ごころを押し隠してきたのだ。

　そのことに気づいていながら、知らないふりで俺の行動を見て楽しんでいたなんて、信じたくない。さっきのことも、何かの間ま違ちがいだったと云って欲しい。

「彼と透さんの間にどんなやり取りがあったかはわかりませんが、あんな酷ひどい男のためにあなたが傷つくことはありません。少しずつでも、忘れていったほうがいい」

　押領司は目を擦こする俺の腕うでを取り、代わりに眦まなじりを唇くちびるで拭う。押し当てられる柔やわらかさに、ますます涙が込こみ上げてきた。

「でも…っ、あいつは友達だったんだ！　俺の親友だった!!」

　利哉のことを忘れてしまったら、いままでの思い出はどうなるのだ。

　辛いことや悲しいこともあったけれど、楽しかった出来事はそれ以上たくさんあるというのに、何もかもなかったことになんかできっこない。

「透さん……」

「なんで……こんな……っ」

　慰なぐさめてくれる押領司に癇かん癪しやくをぶつける。八つ当たりだとわかっていたけれど、こんな感情を受け止めてくれるのはこいつしかいなかった。

　すると、押領司は俺の頭を撫なでつつ、口を開いた。

「ライバルのフォローをするのは癪ですけど……彼も透さんのことが好きだったんだと思いますよ。恋とはかけ離れたものかもしれませんが……ああ、小学生が好きな子を虐いじめて喜んでいるのに似てますね」

「…………」

「でも、彼の中には同性愛という選せん択たく肢しはなかった。だからこそ、いつまでも独どく占せんしておけると思っていたあなたの前に僕が現れて、焦あせったんでしょうね」

　押領司の冷静な分ぶん析せきに、俺の中の嵐あらしは徐じよ々じよに落ち着きを取り戻していく。絶望で満たされていた心のささくれが少しだけ丸くなったような気がした。

「多分、彼は僕の存在以上に、さっき透さんに『もういい』と云われたことがショックだったんじゃないかと思います。まあ、これは僕の憶おく測そくですけど」

　タイプが似てるから思考パターンは読みやすいんですよね、と不本意そうに告げる押領司の顔が可笑おかしくて、俺はぷっと噴ふき出してしまった。

　押領司にしてみたら大だい嫌きらいな相手のはずなのに、落ち込む俺のためにこんなふうにフォローしてくれたことが心底嬉うれしい。

「……お前のそういうとこが好きだよ」

「いきなり何なんですか？」

　笑われたことが癪に障さわったのか、好きだと云ったことに照れているのかわからないけれど、押領司はムッとした顔をする。

　その表情に、俺はますます笑ってしまった。

　気がついてみると、さっきは鉛なまりのように重かった心が少しだけ軽くなっている。

「自分のことは後回しで、人を気き遣づかってくれるとこ。凄すごく、尊敬する」

「そんなの、透さんにだけです。本当はあなたの側そばには誰も近づけたくないって思ってるんですよ？　幸い、透さんは自分の魅み力りよくや人からの秋波には鈍にぶいから、思い止とどまっていられますけどね」

「そんなに俺って鈍いのか……？」

　さっきも利哉に、似たようなことを云われた気がするけど…。

　自分ではどこがどう鈍いのか、よくわからないんだよな。

「わからないなら、そのままでいて下さい。ただ、思い込みが強いところだけは直して欲しいんですが」

「何だよ、それ！」

　何だかバカにされてるように聞こえるのは、俺の気のせいか？

　でも、思い込みが…ってのは、自分でも反省してる。一人でぐるぐる考えてたから、思考が悪いほう悪いほうへと進んでいってしまったのだ。

　旅行の最後の日、よく状じよう況きようを考えろなんて押領司に説教したけど、こんなんじゃ説得力がないよな。

「ご、ごめん…」

「反省してるんですか？」

「してるよ！　一人で空回りしてたんだなって、後こう悔かいしてる……」

「じゃあ、僕にお仕置きされても仕方ないですよね」

「は？　お、お仕置きって…？」

　どうして、そんな話になるんだ？

　困こん惑わくし、いまの流れを反はん芻すうしていると押領司の手が俺の前に伸のびてきた。

「僕に心配かけたことへの罰ばつです」

「そんな───うわッ」

　伸ばされた手が目の前を通過しシートの横に伸びたかと思うと、ガクンと背もたれが倒たおれ、俺は一いつ緒しよに後ろに倒れ込んでしまった。

「いきなり何すんだ！」

　泣いて腫はれた目を向けると、押領司は真ま面じ目めな顔で俺の上に移動してくる。その瞳ひとみは、獲え物ものを狙ねらう獣けもののような色をしていた。

「正直、嫉しつ妬とでおかしくなりそうなんです。歯止めが利きかなかったらすいません」

「歯止めって……おい！　こんなところで何考えてるんだっ！」

　夜は人通りがほとんどないとは云え、ここは公園の真横だぞ！

　講習の終わった教習所以上には誰かが通りかかる危険性があるわけで、どうして家まで辿たどり着く十分程度がガマンできないのかと問い詰つめたい気分だった。

「文句はあとでいくらでも聞きますから、いまは黙だまってて下さい」

「ん…っ！」

　喚わめき立てる口をお約束のようにキスで塞ふさがれると、その際にのしかかってきた体重で身動きが取れなくなった。

　スーツのボタンを一つずつ外され、シャツ越ごしに脇わき腹ばらを撫で上げられれば、くたりと体から力が抜ぬけていく。

「……っは、これ、新車なんだろ!?　汚よごしたりしたらまずいんじゃ……」

　キスをする唇を強ごう引いんに外し、思い直せと訴うつたえたけれど、押領司はそんなことどうでもいい様子だった。

「助手席には透さんしか乗せませんから、気にしないで下さい」

「俺は気にす───ひゃ…っ」

　シャツをウエストから引き抜かれ、肌はだに直接、押領司の手が触ふれる。その手は腹部を撫で回し、ボタンを外す間も惜おしいのか、シャツを捲まくり上げるようにしながら上へと移動していく。

「あっ！」

　両方の胸の尖とがりを押し潰つぶされ、びくりと体が跳はねた。いつも、執しつ拗ように弄いじられているせいでそこばかり、やけに敏びん感かんになってる気がする。

　突つき出したそこに唇が触れたかと思うと、濡ぬれた舌先が粒つぶを転がしてきた。

「う……ん、あ……っ」

　吸い上げられると血液が集まり、痛いた痒がゆくなる。そうして、どんどん硬かたくなっていくそこをいいように弄られ、体の中心が熱くなっていった。

「や…ぁ……っ、あ…っ」

　こんな場所ではダメだと云いいながら、触れられただけでくたくたになってしまう自分の体が憎にくい。俺は自分が思っている以上に、こいつに参っているのだ。

　胸への刺し激げきが続けられながら、知らぬ間に緩ゆるめられたウエストを引き下げられ、片足をズボンから引き抜かれる。

「わっ……いつの間に……っ」

　その足を抱かかえ上げられ、勃たち上がりかけた欲望が押領司の視界に晒さらされた。辺りには街灯の明かりしかないけれど、その形ははっきりと認にん識しきできてしまう。

　しかし、押領司はすぐにそこに触れることなく、後ろ手で何かを探しているようだった。

　取り出したチューブのようなものから中味を指に取ると、俺の足の間に塗ぬりつけてくる。そのぬるりとした感かん触しよくは、ゼリー状の潤じゆん滑かつ剤ざいらしい。

「何で、そんなもん入ってんだ！」

「だって、透さんとこういうことするために買った車ですから」

「なっ……」

　臆おく面めんもない返答に絶句する。

　無む駄だ遣づかいをするなと一いつ喝かつしたかったけれど、それより早く体内に指を埋うめ込まれ、俺は息を吞のんだ。

「……っあ、う……く……っ」

「こういうのが何もないと、透さんもキツいでしょう？」

「あ…っ、んぁ……っ、ぁあ…っ」

　ぬるぬるとした指は、容易に奥へと進んでいく。ゆっくりとした抜き差しに、内側の粘ねん膜まくはひくひくと収縮した。

　入り込んできた異物を締しめつけようとする内ない壁へきを、指がぐるぐると搔かき回す。

　狭せまかった入り口も揉もみ解ほぐされて綻ほころび始め、締めつけるばかりだった内壁も少しずつ蕩とろけてきていた。

「あ…ぁ、あっ、ぅあ……っ」

　押領司は解れてきたそこをますます大だい胆たんに搔き混ぜ、潤滑剤を足しては中に送り込んでくる。

　揃そろえた指を引き抜かれ、一気に突き上げられる───その繰くり返しにぐじゅぐじゅと濡れた音が卑ひ猥わいに響ひびき、俺の腰こしは止とめ処どない快感に甘あま怠だるくなってきた。

「はっ……ぁ、あ……っ」

　後ろを散々に弄られ、触れられていない中心も芯しんを持ち天を仰あおいでいる。その先せん端たんはすでに潤うるみ、明確な刺激を待ち望んでいた。

　早くどうにかしたいけれど、押領司の見ている前で、自ら触れるには抵てい抗こうがある。

　そんなジレンマに身み悶もだえ、我が慢まんしきれずに腰が勝手に揺ゆれてしまう。

「こっちも触さわって欲しいんですか？」

「ひぁ……っ」

　すーっと裏側を濡れた指でなぞられて、思わず声が裏返ってしまった。

　神経が集中し、鋭えい敏びんになったそこは些さ細さいな接せつ触しよくにも、とんでもなく感じてしまう。

「でも、これはお仕置きですから」

　押領司はそう云って、それきり俺の昂たかぶりには触れてこない。代わりに両足を胸につくほど深く折り曲げられた。

　とろとろに蕩けた蕾つぼみに張り詰めた昂りが擦こすりつけられ、ぞくりと背筋に震ふるえが走る。あの圧あつ倒とう的な存在感が体内に押し入ってくることを想像するだけで、達してしまいそうだ。

　こくりと喉のどを鳴らした瞬しゆん間かん、熱い欲望が押し込まれた。

「あぁあ……っ」

　一息に奥まで貫つらぬかれ、体内で膨ふくらみきっていた熱が弾はじけてしまった。びくびくと腰を震わせ、欲望の先端からぬめったものが吐はき出される。

「あれ？　イッちゃったんですか？」

「し…仕方ないだろ……っ」

　白はく濁だくが自分の腹や押領司の服に飛び散った光景が恥はずかしい。

　カアァ、と羞しゆう恥ちに血液が沸ふつ騰とうすると、押領司のものを受け入れた場所が狭せばまり、粘膜が絡からみつく欲望の形や硬さ、その熱さまでもリアルに教えてくる。

　そして、隙すき間まなく密着した内壁から伝わる脈打つ鼓こ動どうの音が、体中に響き渡わたった。

「中、キツくなりましたね」

「ばかっ……そういうこと云うなッ」

「本番はこれからなのに」

　解放の余よ韻いんに下腹部が小刻みに痙けい攣れんしていたが、それが治まるのを待つことなく、押領司は腰を使つかい始めた。

「あっ、あっ、ああ、あ……っ」

　呼吸もままならないほどのペースで奥を穿うがたれ、内壁を擦り上げられる。内壁を抉えぐるような突き上げに、俺はひっきりなしの嬌きよう声せいを上げた。

　ガクガクと体を揺さぶられながら、しばらく放ほうっておかれていた乳ち首くびを摘つままれる。

「あぁっ、や…そこ、痛……っ」

「痛いのに気持ちいいんだ？」

「あ！　あ…ぁあ……っ」

　ぷっくりと腫れるようになっていたそこは、触れられるだけで痛いほどに感じた。指の間で捏こねられれば、疼うずく腰に痺しびれが伝わる。

　嬌声の迸ほとばしる唇くちびるをキスで塞がれ、口こう腔こうを貪むさぼられ、頭の中まで攪かく拌はんされてるみたいだった。

「んんっ、ん……ふ……っ」

　搦からめ捕とられた舌先をしゃぶられ強く吸い上げられると、ジン、と痺れる。その後含ふくまされた押領司のそれを同じようにしてやると、腰への律動が激しくなった。　>>>♥

「はぁ…っ、あ、も……っ」

「もうイキそう？」

「んっ……い…かせて……っ」

　理性が搔き消されたいまは羞恥も薄うすく、問いかけに素す直なおに頷うなずく。そんな俺に、押領司は唇の端はしを持ち上げて満足げに微笑ほほえんだ。

　太ふと腿ももに手を添そえられ、ぐいっと左右に押し開かれた後、体重をかけるようにして最さい奥おうまで貫いてきた。

「あー…っ」

　衝しよう撃げきに目を見張った俺を容よう赦しやなく追い上げてくる。

　高みへと上らされたあとは、もう落ちるしかない。何度目かに強く奥を穿たれたのと同時に達してしまった。

「あぁあ…ッ、あっ、あ、あ……ッ」

　絶頂に体を震わせている間も、押領司は激しく揺さぶってくる。

　突き上げられる度たびに欲望の先端から体液が溢あふれ出し、吐き出すものがなくなった頃ころには再び昂りは芯を取り戻もどし、薄い皮ひ膚ふを張り詰つめさせていた。

「あ……っ!?」

　白濁に汚よごれた俺自身に、今日初めて押領司の長い指が絡みつく。

　これまでの行こう為いで感度の上がっていた俺の体は過か剰じようなほど敏感で、触ふれられたそこは神経がむき出しになってるのではと思うほど、感じてしまった。

「や…やめ……っ、そこ、や……っ」

「そんなに感じるんですか？」

「あぁ…っ、噓うそ、あっ、あ…！」

　とろりとした体液が指の動きに合わせて音を立てる。ぬるぬると擦られ、過ぎる快感に俺は髪かみを振ふり乱した。

　昂りをくわえ込んだ粘膜も、ひくひくと痙攣する。押領司は腰を使い、いやらしく蠢うごめく粘膜を搔き回す。体の奥で燻くすぶっていた熱が、またじくじくと疼き出した。

「はっ……、あ、も…熱い……」

「僕も溶とかされそうですよ」

　押領司の呼吸も上がってきており、掠かすれた艶つやのある声にゾクゾクとした。その上、獣けものじみた瞳ひとみの色を向けられて、胸までもが震え出す。

　───綺き麗れいな顔してるよな……。

　微かすかに上気した押領司の顔は壮そう絶ぜつに色っぽい。

　普ふ段だんは涼すずしいばかりの表情が豊かに変へん幻げんするのは、ごく限られた人の前だけだ。

　その中でも、こんな表情を見れるのは俺だけなのだと思うと、胸がいっぱいになる。

　荒あら々あらしく揺さぶられながら、恍こう惚こつと押領司の顔を見上げていたら、角度を変えて腰の奥を抉られた。

「あ…っ、あっ、…っあ！」

「気が散ってますよ」

「ぅあ…っ、あ、あ、あ……っ」

　気が逸それていたことが腹立たしいのか、押領司は乱暴に腰を打ちつけてくる。息もつかせぬ突つき上げに内臓が迫せり上がるような感覚がし、喉から零こぼれる声も上うわ擦ずった。

「んぁ……っ、あっ、あっ、」

　苛いら立だちをぶつけるように攻せめ立てられ、さっき達したばかりだというのに、また体の中で熱が膨れ上がる。

　同時に前も弄いじられて、とうとう俺は堪こらえきれなくなった。

「んー…っ」

　絶頂を迎むかえた衝しよう動どうで、体の中にある押領司の欲望をキツく締めつけてしまった。くわえ込んだそれがどくんと大きく脈打つと、奥のほうが熱いものでじわりと満たされる。

　震える体はやがて弛し緩かんし、俺は大きく息を吐いた。

「……何、考えてたんですか？」

　嫉しつ妬とを剝むき出しにした押領司の追つい及きゆうに、俺は苦く笑しようするしかなかった。

「……ばか、お前のことだよ……」

「僕のこと？」

「……綺麗な…顔だなって、思って………」

　それで見み蕩とれていたのだと、切れ切れの呼吸の中で正直に告げると、押領司は一いつ瞬しゆん目を見張ったあと、ふわりと顔を綻ほころばせた。

「何だ、そうだったんですか」

「……そうだよ」

　いつもなら、何となく気き恥はずかしくて目を逸らしてしまうのに、いまはしつこく見つめ続けていた。情事の後のせいか意識がどこかふわふわとしてて、夢ゆめ心地ごこちなせいかもしれない。

「透さん、僕の顔好きですよね」

「ん……好きだよ……。顔も、性格も、全部好きだ───」

　気持ちを口にしたら堪たまらなくなって、肩かた口ぐちに顔を埋うずめて自分に重なる熱い体をかき抱いだく。

　こんなにも好きなのに別れようだなんて、何て無む謀ぼうな考えだったのだろう。本当に離はなれ離ばなれになってしまったら、恋こいしさで頭がおかしくなっていたかもしれない。

　───それでも、自分のこと以上に押領司が大事だったからこその決意だったけれど。

　キスをねだると、触れるだけの口づけをされる。

　そっと唇が離れていく瞬間、押領司がぽつりと呟つぶやいた。

「……あなたをどこかに閉じ込めてしまえたらどんなにいいか。誰だれの目にも触れず、僕だけしか見つめないように」

「押領司…───」

　不安に揺ゆらぐ瞳と狂きよう気きを孕はらんだ告白に、ぞくりと震ふるえが走った。

　普段は強がっているくせに、時折こうして弱さを見せる。揺るぎない芯しんを持っているくせに、繊せん細さいな一面を秘ひめているのだ。

「あなたから距きよ離りを取られてることに気づいたときは、目の前が暗くなった。ようやく手に入れたあなたを失うことなんて考えてなかったから、どうしたらいいかわからなかった」

「ごめんな、辛つらい思いさせて」

　体が軋きしむほど強く抱だきしめられ、押領司の抱かかえていた不安の大きさを思い知らされた。

「誓ちかって下さい。もう、別れるなんて云いわないって」

「……もう、云わないから」

　だから、そんな顔しないでいい。

「……透さん……」

　俺は、少しでも安心してくれるようにと抱きしめてくる押領司の体を抱き返し、その耳元で囁ささやいた。

「愛してるよ、俊也」







　　　　６




「よし！　片づけ完かん了りよう！」

　俺は腰こしに手をあて、新たに自分の部屋となる一室を満足げに見回した。

　運び込んだ荷物は全すべて荷解きをし、備えつけのクローゼットや持ち込んだ家具にしまい込んだし、本ほん棚だなもジャンル別に整せい頓とんできた。あとはこの段ボールを片づけるだけ。

　これまで住んでいたマンションの一室より一回り広いこの部屋は、リビングも別にあるため、本当の意味でのプライベートルームだ。

「透さん、ちょっとこっちに来てもらえますか？」

「ああ、俺のほうは終わったから、そっち手伝うよ」

　俺は返事をしながら、押領司の声のした部屋に足を向けた。

　───当初は俺が渋しぶっていた同居だが、結局、押領司に上手うまく云い包くるめられる形で承しよう諾だくしてしまったのだ。

　気がかりだった金銭問題に関しては、押領司が学生の間は俺が生活費を全額出すということになった。そして一応、家主は押領司だから部屋は２ＬＤＫの広いほうを使ってもらう、という条件で折り合いをつけたわけである。

　とくに気にしていたあいつの両親の問題はというと、俺には想像もつかない方法で解決されていた。

　何とか寄りを戻した後、どうしてもあの件に関して不安が拭ぬぐえなかった俺は、押領司に正直に話せと詰め寄ったんだけど……。

『お前、両親にはどうやって云ったんだ』

『え？　どうやってって普ふ通つうにですが』

『さっきのは利哉に聞かせるための噓で、本当は友達と同居とか何とか云ったんじゃないのか？』

　疑り深いと云われようと、そうそう簡単に片づけられる問題ではない。

　俺たちの関係は決して悪いことではないかもしれないけれど、現警視副総そう監かんの息子むすこが元警察官の男とつき合っていると世間に知れたら、かなりのスキャンダルだ。

　はいそうですかと、納なつ得とくしてもらえるとは思えない。

『そんなことありませんって。ちゃんと、好きな人と暮らしたいと云いましたよ？　ああ、あとは透さんが元警察官でいまは教習所に勤めてるということは伝えました』

『お…男だって云ったのか？』

『当然です。何か問題でもあるんですか？』

　問題なら、普通あるだろう。偏へん見けんが減ってきてる昨今とは云え、同性愛はまだ一いつ般ぱん的とは云えないのだから。

『その……ウチなら、下手したら勘かん当どうものだからさ……』

　ゲイだと告げた瞬間、殴なぐり飛ばされるか、病院に連れていかれるかのどちらかだろう。

　よくも悪くも古いタイプの家庭で、父親はばりばりの亭てい主しゆ関白だ。父が受け入れられないことは、母も表立っては賛成できない。

　それにいらぬ心配もかけたくないから、自分の性せい癖へきについては一生隠かくし通すつもりだった。

『家庭はそれぞれですからね。それで僕、考えたんです』

『何を？』

『透さんと一いつ緒しよに暮らせる方法を』

　そのことも諦あきらめていなかったのか。

　真顔で告げる押領司の顔を、俺はそのとき半ば感心した面おも持もちで見つめた。

『両親には包み隠さず話しましたけど、やっぱり周囲にオープンにするのは無防備すぎるので、それなりの理由を作っておく必要があると思うんです』

『理由？』

『僕が一人暮らしするにあたって、心配した両親がお目付役を透さんに頼たのんだってことにすれば、二人で暮らしていることに疑問を持たれないんじゃないかと考えたんです』

『まあ、なあ……』

　その理由なら、それなりに筋が通ってるし誰にも怪あやしまれないと思う。

　しかし、勝手に親おや御ごさんのことを云い訳に使ってしまっていいのだろうか？

『何かあったときに、透さんの両親にも説明できますし、父のことを持ち出せば突つっ込んだ追及はされないと思いますよ。あまり親に頼たよりたくはないんですが、利用できるものは利用しておくべきかな、と』

『で、でも、それでお前の両親は大だい丈じよう夫ぶなのか!?』

『そんなに心配しないでも、大丈夫です。ウチは何より個人の意志が尊重されてるんです。透さんのことを話したら、父も母も喜んでいましたよ』

『本当に喜んでたのか？』

　諦めたとか、聞き流したとかじゃなくて？

『ええ、ずっと好きだった人が恋こい人びとになってくれたんですから、喜ばしいことでしょう？』

『それも云ったのか!?』

『はい。今度紹しよう介かいしろとも云われました』

『そっ、それはちょっと……』

　押領司の両親だと思うと緊きん張ちようしてしまうし、過去に警察官だった俺にとって警視副総監という立場は雲の上のものだ。

　押領司が云うように、気軽に顔を合わせるなんてことは当分できそうにない。

『そう云うと思ったんで、約束はしませんでしたけど。それに父は、僕に恩が売れて喜んでますしね』

『そ、そうか……』

『正直なところ、男同士っていうのは外聞はよくないですけど、目に余るようなことをしなければ気づかれないものですから。普通に生活するぶんには何の問題もありません』

『はあ……』

　押領司の用意周しゆう到とうぶりに、俺は気の抜ぬけた返事をすることしかできなかった。ついでのように防音もばっちりですとつけ加えられたときには、さすがに小こ突づいてやったけど。

　そんなこんなで話が進み、今日引ひっ越こしをしているというわけである。

　不安と期待が入り混じっているけれど、ちょっと浮うかれ気味なのは押領司には内ない緒しよだ。

　俺は表情を引きしめ、開いていた押領司の部屋のドアをコンコンとノックし、中を覗のぞき込んだ。

「何を手伝えばいいんだ？」

　俺を呼ぶくらいだから、まだまだ片づいていないかと思ったのに、部屋の中はすでに整然としている。もうやることなんて残ってないんじゃないか？

「あ、透さん。すいませんが、シーツを敷しくのを手伝ってもらえませんか？　新しくダブルベッドにしたら、一人じゃ上手くいかなくて」

「わかった……って云いうか、何でダブルベッドなんだよ」

　部屋の中に違い和わ感かんを感じると思ったら、真ん中にどっしりと鎮ちん座ざしているベッドがやけに大きかったのだ。

「だって透さん、シングルだとすぐ落ちそうになるじゃないですか」

「ちょっと待て！　そのベッドはお前のだろ!?」

「どうせ、二人で眠ねむることのほうが多いでしょう？　だったら広いほうがいいじゃないですか。あ、そこの端はしを持って広げて下さい」

「…………」

　あっけらかんと説明された俺は、何だか頭が痛くなってきた。やっぱり、同居は考え直したほうがいいだろうか。どう考えても、体がもたないような気がする。

　バラバラに住んでるくらいが、ちょうどいい距きよ離り感かんだったかもしれない。

　これからのことが思いやられるよな……。

「試ためしに寝ねてみますか？　マットもいいのにしたんですよ」

「遠えん慮りよしとく」

　素す直なおに寝っ転がったら、何をされるかわからない。このままの流れでは押し倒たおされるのが目に見えていたので、故意に話題を転てん換かんした。

「そういえば、あいつからメールが来たんだ」

「あいつ？……ああ、あの男ですか」

　予想通り、押領司は不ふ機き嫌げんな顔になった。相変わらず、利哉を敵視してる姿勢はそのままみたいで、できるなら名前も聞きたくないといった様子だ。

　でも、俺は押領司には云っておきたかった。

「ごめん、って一言だけだったけど、ちょっと安心した。ほとぼりが冷めたら会いに行ってみようと思うんだ」

「何考えてるんですか、あなたは！　自分が何されたか覚えてないんですか？」

「結けつ婚こん式しきに顔出すくらいなら平気だろ？」

「いいえ。何があるかわかりませんし、ダメです」

　きっぱりとダメ出しをくらい、俺はしょんぼりと肩かたを落とす。

「どうしてもダメか？」

　まっすぐに見つめて縋すがるようにして云うと、押領司は大きなため息をついて譲じよう歩ほ案あんを持ち出してきた。

「……じゃあ、僕が一緒に行きます。父に頼んで僕が名代として行けるよう、手回ししてもらいますから。あんまり借りを作りたくないんですが、仕方ないでしょう」

「そうだ。その恩とか借りとかって、何なんだ？」

　この間から、それが気になっていたのだ。

　そんなギブアンドテイクな親子関係には見えないから、不思議だった。

「父は僕を自分と同じ警察官かん僚りようにしたいんですよ。だから、僕の弱味を握にぎろうとしてくるんです。透さんが警察官を辞やめてなければ喜んでなりましたけどね」

「……そういう不純な動機はやめろって。それでお前は何になりたいんだ？」

「一応、今は検事を目指してます。透さんは、僕が何のために法学部に入ったと思ってるんですか？」

「あー…」

　押領司の将来の姿が、容易に想像ついてしまった。

　こいつなら、さぞかし爽さわやかでねちねちとした検事になるだろう。

「弁護士は多分、性しように合わないと思うので」

　だろうな……。

　押領司の場合、誰だれかを弁護するよりも追い詰つめていくほうが似合ってる。勝しよう訴そばかりを勝ち取る敏びん腕わん弁護士もけっこう似合うんじゃないかとは思うけど。

「でも、残念だな。警察の制服、お前が着たら凄すごくかっこいいと思うのに」

「そんなこと云われると、気持ちが揺ゆらぎますね」

「ば、ばかっ。お前の将来なんだから、ちゃんと考えて決めろよ」

　どうして、こいつは俺のことばっかりなんだ。

　押領司くらい優秀なら、きっと何にでもなれると思うのに。

　俺を優先してくれることが嬉うれしくないわけじゃないけど、照れ隠かくしにそっけなく返してしまう。

　……こうやって素直になれないのが、俺の悪いところなんだよなぁ…。

「僕が一番に考えてることは透さんのことですよ。透さんも、元警察官なら自分の身の回りに気をつけて下さいね」

「またそれか？　大丈夫だって云ってるだろ！　よっぽどのことがない限り、お前が心配するようなことには───うわわっ」

　いきなり、肩をトンと押され、バランスを崩くずした俺は後ろのベッドにひっくり返ってしまった。

「何すんだよ！」

　スプリングが体を受け止めてくれたため痛みはなかったけれど、かなりびっくりした。起き上がろうとすると、押領司もベッドに乗り上げてくる。

「油断禁物ということを教えてあげたんです。全然、大丈夫じゃないじゃないですか」

「そっ…それはお前だからだ!!」

　不ふ穏おんな気配を察し、じりじりと後退していく。だが、逃にげ場ばはすぐになくなってしまった。

「じゃあ、僕にこういうことされてもいいわけですね」

　押領司は意地悪な笑えみを浮かべ、俺の体をするりと撫なで上げてくる。　>>>♥

「んっ…」

「いい返事です」

　俺の反応を満足げに見下して、本格的に服を脱がせにかかる押領司に俺は焦って抵抗する。

「ちょっ…まだ昼だろ!?　あっ、夕食の準備もしないといけないんじゃないのか？　ほら！　買い物とか…っ」

　どうにか押領司の気を逸そらそうとしたけれど、そんな手に引っ掛ってくれるやつでもない…。「夕方まで時間はあります。少しくらい、ベッドの使い心地ごこちを試してみてもいいと思いませんか？」

「そんなの夜でいい！」

「じゃあ、夜・・もということで」

「ばっ…そういうことじゃ…あっ…ばかっ!!」

　必死に反論を試みたものの、押領司の口に敵かなうわけはなく、俺の叫さけびは新居に虚むなしく響ひびくばかりだった。






















「……とゆーわけでさ、今度の土日来て欲しいんだけど」

　いくつかの世間話の末に切り出したのは、もう何度目になるかわからない原げん稿こうの手伝いのお願いだった。

　俺、都筑智久は少年漫まん画が家かとしてデビューして以来、同い年の従兄弟いとこの押領司俊也には幾いく度どもピンチを助けてもらっている。

　いつも、俊也はいい顔はしないけれど「仕方がないな」と呆あきれながら、俺に手を貸してくれていた。それは原稿に限らず、終わらない夏休みの宿題だったり、赤点を取ってしまったときの補習の面めん倒どうだったり、ありとあらゆることで俺をいままでずっと俊也は助けてくれた。

　そうやって助けてくれるのは、生まれてからこのかた兄弟同然で育ってきた俺の特権だと無条件に信じていたのに───。

『残念ながら、その日は予定が入ってる』

「ええ～！　さっき、一日中家にいるって云ってたじゃん！」

　当然承しよう諾だくしてもらえると思っていた頼たのみをあっさりと拒きよ絶ぜつされ、俺は非難の声を上げた。

　いままでなら、あれこれ説教しつつも必ず頷うなずいてくれていたのに、何で今回に限ってダメなんだよッ!?

　引ひっ越こし先の住み心地とか、通い始めた大学の様子を訊たずねながら、どうにか俊也のスケジュールに探さぐりを入れて、ようやく大だい丈じよう夫ぶそうだと思ったから切り出したのに！

『だから、家で過ごす予定なんだよ』

「何それ。いいじゃん、ちょっとくらい来てくれたってー」

『お前の手伝いがちょっとで終わった例ためしがあるか』

「……ありません」

　拗すねた口調で文句を云うと、理路整然と云い返された。確かに、一日だけと云っていて、二日三日と延のびていったことは一度や二度ではない。

『それにお前には不ふ破わさんがいるだろう？　僕の透さんと過ごす大事な時間を邪じや魔ましないでもらいたい』

「やっぱりそれかっ！　毎日一いつ緒しよにいるくせに……」

　俊也の引っ越しの表向きの理由は大学に通いやすくするためということになっていたが、実際のところ、恋こい人びとと二人暮しをするのが真の目的だった。

　先週の土日に引っ越しをすませた後、このマンションの最上階にある実家に戻もどってきたのは運び損そこねた荷物を取りにきた数度だけ。恋人と同じ家で暮らしているのだから、さぞかし楽しい日々を送っているのだと思う。

　正直、普ふ段だんはクールな俊也が恋人相手にこんなにも甘々になるとは想像もしてなかった。十八年一緒に育ってきたけど、何かに対して必死になる俊也を初めて見た気がする。

　それだけ相手を想おもってる証しよう拠こなんだろうけど、俺はかなり驚おどろかされた。

『顔は合わせてるけど、家にいる時間がすれ違ちがっててゆっくりできてないんだよ。引っ越しの片づけも残ってるしな。よっぽど、お前たちのほうが一緒にいることが多いと思うが？』

「だって、それは仕事絡がらみだし…」

　俊也の云いう『お前たち』というのは、俺と担当編集者の不破総そう一いち郎ろうさんのこと。

　仕事ができて、カッコよくて、優やさしくて───俺はそんな不破さんに、デビューして以来ずっと片想いしてきた。

　去年のいま頃ごろ、決死の覚かく悟ごで告白し、それからつき合うようになったんだけど、やっぱり仕事とプライベートはきっちりと分けるべきだということで、二人きりでいても仕事のときは全然甘い雰ふん囲い気きにならないのが目下の俺の悩なやみ。

　その上、このところ微び妙みように俺の調子が悪くて原稿の進みが遅おそいせいで、プライベートの時間が減ってしまっているのだ。

　大学への進学を選ばず、専業漫画家になる道を選んだのは自分なんだし、この状じよう況きように適応していかなければいけないのはわかっているけれど、気持ちが焦あせるばかりで上手うまくいかない。

　おまけに、こんなふうにヘタれてるとき、叱しつ咤たしてくれていた俊也まで離はなれていってしまって、俺はいまどうしたらいいのかわからなくなっていた。だからこそ、俊也に会いたいって気持ちもあったのに……。

『とにかく。僕は手伝いに行けないからな』

「頼む！　そこを何とかっ！」

『智久。何に落ち込んでるのかわからないけど、いつまでも僕に頼たよってばかりでどうするんだ？』

「うっ……」

　……見み抜ぬかれてる。

　電話で顔は見えてないはずなのに、どうしてわかったんだろう？

　やっぱり、長年のつき合いで行動パターンを読まれているのかもしれない。

『そういうときこそ、俺じゃなくて不破さんに相談すべきなんじゃないのか？』

「う、うん……」

『また時間のあるときにな。無事に原稿が上がるよう祈いのってるよ』

「あっ！　ちょっと、俊也！　俊也っ!?……もうっ、切ることないだろー!?」

　ツーツーと無機質な音を繰くり返す受話器に文句を云う。

　従兄弟が困ってるんだから、少しくらい手助けしてくれたっていいじゃんか！

「……俊也のケチ」

　電話の前でむくれていると、玄げん関かんのほうから物音が聞こえてきた。

　この鍵かぎの音は、不破さんだ。この仕事場の鍵のスペアを、いざというときのために不破さんに預けてあるのだ。

「不破さん、今日は早いですね」

　玄関まで出で迎むかえに行くと、差し入れだと云われてケーキの箱が入った紙かみ袋ぶくろを渡わたされた。

「前の用事が思いのほか、早く終わったんだ。───ん？　智久、何かあったのか？」

「え？　べ、別に何も……」

「誤ご魔ま化かすな。このへんが引き攣つってるぞ？」

「いたたたた！　何するんですか！」

　不破さんに両方のほっぺたを引っ張られたけれど、手にケーキの箱を持っているため、迂う闊かつに抵てい抗こうすることができない。

「い…っ!?」

　伸のびきったところでばちん、と離された頰ほおがヒリヒリと痛む。恨うらめしげに見上げると、据すわった目つきで睨にらみ返された。

「俺に隠かくしごとをしようとするからだろう」

「だって、大したことじゃないし……」

　たとえ従兄弟だとしても、他ほかの人間の話ばかりされるのは気分がよくないと以前に云われているため、俊也のことを愚ぐ痴ちるのは憚はばかられた。

　不破さんにしてみたら、本当に大したことじゃないだろうし。

「いいから、云ってみろ」

　優しく促うながされ、黙だまっていようと思った決意が簡単に揺ゆらいでしまう。

　穏おだやかな眼まな差ざしにじっと見つめられ、根負けしてしまった。

「……さっき、俊也に手伝いに来てくれって頼んだんですけど、断られたんです。恋人とイチャイチャするのに忙いそがしいからダメだって」

「俊也くんはそんなこと云うタイプだったか？　何に対しても一歩退ひいたスタンスなんだと思っていたんだが」

　やっぱり、不破さんから見ても意外なことだったらしい。

　とくに、他人の前では巨きよ大だいな猫ねこを被かぶるから本ほん性しようが見抜かれにくいんだろう。

「いま、でろでろに甘ったるくなってるんですよ、あいつ！　恋人と一緒に住むとか云って引ひっ越こししてっちゃってからは、俺ともあんまり会ってないのに」

　つい、語ご尾びが下降線をたどっていってしまう。

　自分で自覚している以上に、俺は参ってしまっているのかもしれない。

「淋さびしいのか？」

「そりゃ、淋しいですよ！　ずっと、兄弟みたいに育ってきたし……」

　高校の卒業もそれなりに淋しさがあったけど、それとは違う喪そう失しつ感かんがある。これって、娘むすめを嫁よめにやる父親の気持ち？

「あー、俺も大学行けばよかったかも。そしたら、大学に一緒に通えたのに」

　自分の成績を棚たなに上げ、勝手なことを口にする。

　俺の頭じゃ俊也の通っている大学になんか、逆立ちしたって入れないことはわかってるけど、悔くやし紛まぎれに大口くらい叩たたいたって罰ばちは当たらないよな。

　ガックリと肩かたを落としていると、不破さんはガシガシと自分の髪かみを搔かき回し、大おお袈げ裟さにため息をついた。

「…ったく、お前はいつになったら従い兄と弟こ離ばなれできるんだ？」

「あ……その……」

　やっぱり、云わないほうがよかったかも……。不破さん、機き嫌げん損そこねちゃったみたいだ。

　苛いら立だった様子に、俺は肩かた身みが狭せまくなる。謝っておいたほうがいいかもしれないと思い、タイミングを計っていると、不破さんのほうが先に口を開いた。

「仕方ないな！　ほら、出かける準備しろ」

「え？」

「気分転てん換かんに行こうって云ってるんだ。そのくらいの時間はあるだろう？　だが、締しめ切りは絶対に延のばさないからな？」

　ピンとおでこを弾はじかれながら云われた言葉に、俺はぱちぱちと目を瞬しばたたかせた。










　不破さんの愛車は、国道を抜ぬけ、高速道路へと上がった。

　気分転換のドライブにしては、いつもと全然ルートが違ちがう。海側へ向かうのが常なのに、今日は何故なぜか反対方向へと走っていた。

「いったい、どこに行くんですか」

「着けばわかるさ」

　高速道路を降りた後は、坂道が増えた。レトロな町並みを見送り、木々の生おい茂しげる曲がりくねった道の先に、砂じや利りの敷しかれた駐ちゆう車しや場じようが見える。

「神社……？」

　長い階段の横に、重々しい筆文字が彫ほられた大きな石が置かれており、ちらほらと観光客らしき人ひと影かげも見受けられた。

「行くぞ」

「えっ、あ、はい！」

　不破さんに従い、長い長い階段を上っていく。この二ヶ月はとくに運動不足のせいか、足がすぐに疲つかれてきたけれど。必死に階段を上りきった。

「つ、着いた……」

　膝ひざに手をついて呼吸を落ち着けていると、不破さんが声をかけてくる。自分のことを年寄りとか云いうくせに、けっこう体力あるんだよな。……いつも、バテるのは俺が先だし。

「下ばっか見てないで、顔上げてみろよ」

　顔？　立派な社やしろでもあるのだろうかと思いながら姿勢を正した俺は、目に飛び込んできた光景にぽかんと口を開けてしまった。

「わ……凄すごい、まだ咲さいてるんだ……」

　開けた視界には、木々の枝に鮮あざやかなピンクの花が咲いていた。半分くらいは散ってしまっているけれど、その美しさは花盛りのころと比べて遜そん色しよくがない。

「今年は四月になっても寒い日が続いたから、開花が遅おくれたんだろうな。もともと、この種類の八や重え桜ざくらは時期が遅おそいから、まだ十分楽しめるだろう？」

「凄く綺き麗れいですね……。でも、どうしてここに……？」

「この間、花見に行きたいってぼやいてただろ？」

「……あ……」

　確かに先月の締め切り前の現実逃とう避ひにそんなことを口にした記き憶おくがある。

　この春まで通っていた学校のグラウンドの端はしに見事な染そめ井い吉よし野のが咲いていて、春になると友達とお菓か子しやジュースを持ち寄って、花見という名のバカ騒さわぎをするのが通例となっていた。

　桜の開花のニュースを聞き、今年からあれができないのかと思ってちょっとだけ、淋しくなってしまったのだ。

「お前が一日仕事できるような状じよう況きようになって、まだペースが摑つかめてないのはわかっていたが、そればっかりは俺にはどうしようもないからな。こうして、気晴らしさせてやることしかできなくてすまない」

「不破さん……」

　きっと、仕事に忙ぼう殺さつされる合間を縫ぬって桜がまだ咲いている場所を調べておいてくれたのだろう。原げん稿こう中の何気ない呟つぶやきだったのに、それを気に留めておいてくれたなんて……。

「兄弟みたいな俊也くんに頼たよりたくなる気持ちはわかるが、愚痴くらいなら俺だって聞いてやれるぞ？　つい、編集としての視点で受け答えしてしまう俺も悪いんだが、これからは気をつけるようにするから」

　な？　と笑いかけられ、胸に熱いものが込こみ上げてくる。

「……っ…」

「智久？」

「…いたた、目にゴミが入っちゃった」

　目が潤うるんでしまったのを春風のせいにして、目元を擦こする。そうやって誤ご魔ま化かそうとしたのに、不破さんは俺の両手首を摑んで顔の前からどかしてしまった。

「擦ると、目に傷がつくぞ」

　不破さんはそう云いながら、俺の目元ではなく唇くちびるに、触ふれるだけのキスを落としてくる。

　本当は、ゴミが入ったなんて噓うそだってことに気づいていたのだろう。潤んだ瞳ひとみを見られたくなくて、俺はつい俯うつむいてしまう。すると、不破さんはくすりと小さな笑いを零こぼした。

「今日は、こんなところでって怒おこらないのか？」

「あーっ！　そそそそうですよ！　あっちに人いるのに!!」

　絵馬を結びつける場所に老ろう夫ふう婦ふの姿が見えるし、賽さい銭せん箱ばこの前にも男の人がいる。幸い、こちらに気づいている様子はないけれど、見られていたらどうするんだ！

「ようやく、調子が出てきたな」

「総一郎さん！」

　未いまだに気き恥はずかしい呼び名を口にし、文句を云おうとした俺の唇に人差し指が押し当てられる。

「大だい丈じよう夫ぶ。みんな、桜に夢中で気づいてないよ」

　不破さんはそう云って、今日二度目のキスを奪うばっていった。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは。藤崎都です。

　暦こよみでは春だというのに、厳しい寒さが続いておりますが、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか？

　この本が出る頃ころには、暖かくなっていますようにと祈いのる日々です。




　この度たびは、『個人授業のその後で!?』をお手に取っていただきまして、ありがとうございました！　今回は、昨年末に出した『教習所のその後で!?』の続編になります。

　前作では、自分でも書きながら「本当に高校生なのか…？」というツッコミをしたくなる発言をしていた俊也でしたが、今作では大学生になっております。す、少しはギャップが緩かん和わされていれば嬉うれしいんですが…。ただ、俊也が免めん許きよを取ってしまったせいで、教習所シーンが入らなくなってしまったんですよね。成長してめでたいのか、萌もえシーンを書けなくて残念なのか、私的には悩なやむところです……。

　あと、おまけのショートとして『締め切りのその前に!?』の智久と不破が出張してきております。少し時期がずれちゃいましたが、桜ネタです。

　智久の場合、花見は大勢で大おお騒さわぎというのが定石だったから、好きな人と二人で見る桜はそれまでとは違ちがって見えたんじゃないのかなぁ、なんて思ったりしながら書いてみました。

　この二人のお話は、（株）ムービックさんより『締め切りのその前に!?』のタイトルでドラマＣＤが発売されていますので、こちらもチェックしてみて下さいね。

　ちなみにキャストは以下の通りです。

都筑智久　　　下野紘さん

不破総一郎　　置鮎龍太郎さん

押領司俊也　　檜山修之さん

伊川愁　　　　水島大宙さん

　俊也の声も聴きけますので、宜よろしかったら本作と併あわせてどうぞ♡

　───と、そんな感じのシリーズですが、読んで下さった皆様が楽しんで下されば、嬉しく思います。




　また、今回も男前で可愛かわいい透と、美人で凜り々りしい俊也を描かいて下さいましたこうじま奈な月づき先生には、深くお礼申し上げます。お忙いそがしい中、本当にありがとうございました！　表紙もラブラブで、見ていてドキドキしてしまいます。

　筆の進みが悪く、担当さまにもご心配おかけして申し訳ありません。ヘタレ脱だつ出しゆつは、遠い道のりみたいです……。が、がんばります……。




　そして最後になってしまいましたが、感想のお手紙や年賀状を下さいました皆様、ありがとうございます！　バレンタインにチョコを下さった方も、ありがとうございました！

　思うようにお返事が書けないことを心苦しく思っておりますが、どれも執しつ筆ぴつの糧かてにさせていただいております。




　ここまでおつき合い下さいまして、ありがとうございました。

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇五年三月


藤崎　都　　
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